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千歳市教育委員会 

～未来への飛翔・すべては子どもたちのために～ 

～学びの意欲と豊かな心を育む文化のまち～ 

学習支援員による授業の様子 

電子黒板を活用した授業の様子 

アクティブスクール事業における 

空港での外国人とのふれあい 

大学生ボランティアが教員の児童への指

導を補助する学習サポート事業の様子 
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千 歳 市 章 （昭和２７年５月１日制定） 

 

 

 

Ⅰ 千歳市の概況 

１ 位置及び地勢 

千歳市は道央圏のほぼ中央に位置し、東西に細長く西高東低の地形で、札幌市や苫小牧市など

４市４町に隣接しています。 

市街地の標高は１５m 前後の低地となっていて、飛行場の付近には標高２５m 前後と国内では最

も低い太平洋と日本海の分水嶺があります。 

市域の西部は那須火山帯に属する１,０００ｍ級の活火山が連なる山岳地帯で国立公園支笏湖地

域を形成しており、豊かな自然に恵まれています。支笏湖は水深が日本で２番目であり、約４万年前

に支笏火山の大噴火でできたカルデラ湖です。支笏湖を取りかこむようにオコタンペ湖、美笛の滝、

苔の洞門、湖に面して３つの温泉など、レクレーション・リゾートの地としてにぎわいを見せています。中

央部はほぼ平坦地で、市街地を始め工業団地、飛行場・空港、自衛隊駐屯地・基地、農用地などに

利用され、東部は丘陸地帯で農林業に活用されています。 

 

千 歳 市 の 位 置 

方 位 町 名 経 緯 度       

極 東 

極 西 

極 南 

極 北 

東 丘 

美 笛 

美 笛 

新 川 

東経  １４１° ５２′ １２″ 

東経  １４１° １０′ １７″ 

北緯   ４２° ４０′ ５３″ 

北緯   ４２° ５７′ １２″ 

  

千歳市役所の位置  東経：１４１°３９′０４″   北緯：４２°４９′１８″ 

広    が    り   東西：５７.２０ km  南北：３０.４０ km 

面         積   ５９４.９５ ㎢ 

隣 接 市 町 村  東：由仁町、安平町     西：伊達市 

南：苫小牧市、白老町   北：札幌市、恵庭市、長沼町 

２ 気 候 

千歳市は、太平洋と日本海の気象の影響を受ける分岐点に位置しています。このため、梅雨や台

風の影響が少なく、年間降水量は１,０００㎜程度で降水量も道内では少ない地域です。春と夏には

南風、冬には北西の風が吹き、年間を通して南北方向に安定しているため、千歳飛行場と新千歳空

港の滑走路４本が並行となっています。 

また、夏季の最高気温は３０℃程度、冬季には最低気温が０℃未満の冬日が続き、年間の平均

気温は７℃程度であり、内陸型のしのぎやすい気候となっています。

 ちとせの「ち」を飛行機の形に図案化して、空港がある臨空都市を
表現するとともに、国立公園支笏湖とその連山、豊かな大地など、伸
びゆく千歳の姿を描いています。 



 ２ 

３ 人 口 

千歳に戸長役場が置かれたのは、明治１３年です。当時は、４７世帯２０９人の宿場町に過ぎず、

大正後期から昭和初期に至っても人口は５,０００人前後の寒村でしたが、昭和１４年に海軍航空隊の

基地完成により人口が１０,０００人を超え、以来、戦後の米オクラホマ州兵団駐留や自衛隊の移駐な

どで人口は増え続け、昭和３３年７月１日には、北海道第１７位の人口となり、道内２４番目の「市」に

なりました。 

昭和５０年の国勢調査では６１,０３１人にのぼり、ＪＲ千歳線鉄道高架が完成した５５年国勢調査で

は６６,７８８人と北海道第１２位の都市に躍進しました。平成２年国勢調査では７８,９４６人、７年国勢

調査では８４,８６６人、１２年国勢調査では８８,８９７人、１７年国勢調査では９１,４３７人、２２年国勢調

査では９３,６３０人となり、人口増加数は、道内他市町村が人口減少の中、札幌市、音更町に次ぐ道

内第３位で、増加率は道内市部第２位となり、増加の一途をたどっています。千歳市の人口は、現在

道内第１０位となっております。 

 

平成２６年５月１日現在の人口・世帯 

男 ４８,７１３人 

女 ４６,８３０人 

総人口 ９５,５４３人 

世帯数  ４６,７２３世帯 

（住民基本台帳） 

４ 地名の由来 

千歳の旧地名は、アイヌの人たちの言葉でシコツと呼ばれていました。シコツとは「大きなくぼ地、ま

たは谷」という意味で、当時は、大空に鶴が舞い、川にはサケが溯る自然にあふれた大地でした。ま

た、シコツには、太平洋と日本海を結ぶルートとなる「シコツ越え」があり、万治元年（１６５８年）に、現

在の千歳神社の位置に志古津弁天小社が造営されるなど、人の往来が多い地でした。文化２年（１８

０５年）、シコツ場所担当の箱館奉行調役並山田鯉兵衛嘉充が箱館奉行羽太正養に新しい地名を

付けてほしいと願い出ました。そこで、シコツの地には多くの鶴がいることから、「鶴は千年、亀は万年」

の故事から千歳と命名されました。 

千歳市民憲章 
 
世界をつなぐ 北の大空。 
千歳川の 清い流れ。 
開拓 ここに一世紀。 
私たちは、誇りある千歳市民です。 
郷土の発展と、お互いのしあわせを 
願い、この憲章をかかげて、力強く 
前進をつづけます。 
１．心身をきたえ、仕事にはげみ、 

明るく 若々しい まちにしましょう。 
１．自然を愛し、季節に親しみ、 

快く 楽しい まちにしましょう。 
１．きまりを守り、力を合わせて、 

美しく 住みよい まちにしましょう。 
１．年よりを敬い、子どもの夢をはぐくみ、 

温かく 平和な まちにしましょう。 
１．文化を育て、希望にみちた、 

豊かな おちついた まちにしましょう。 

（昭和５４年７月１日制定） 

「希望」「健康」「自然」「連帯」「愛」を 

イメージする市民権肖像 

（平成３年７月２０日建） 
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Ⅱ 教育計画 

１ 平成２６年度教育行政執行方針 

 （１） 教育重点施策 

   ① 確かな学力の向上 

   ② 教育環境の整備 

   ③ 外国語教育の充実 

 

 （２） 主な施策 

   ① 学校教育の推進 

    ・ ふるさと千歳への感謝と希望を育てる 

    ・ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる 

    ・ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる 

 

   ② 社会教育の推進 
    ・ いつでも、どこでも、だれもが学びあえる仕組みづくりの推進 

    ・ 社会の変化や今日的課題などに対応した、様々な学習機会の充実 

    ・ 市民ニーズに対応し、安全で快適に利用ができる社会教育施設の充実 

    ・ 多様な文化鑑賞機会の充実と文化活動の支援 

    ・ 文化財の保護と継承 

    ・ 思いやりの心とチャレンジ精神を育む青少年健全育成活動の推進 



 ４ 

 

２ 千歳市第６期総合計画（教育関係）（平成２３年度～３２年度） 

  

基本目標 展開方針 施策 

学びの意欲と豊かな心を育

む教育文化のまち 

生涯学習のまちづくり 

学びあえる仕組みづくりの推進 

市民活動の活性化とネットワーク体制の

充実 

未来の社会を担う人づくりのための機会

の創出 

幼稚園教育の充実 幼稚園教育の充実 

小中学校教育の充実 

快適な学校環境の整備 

教育活動の充実 

安心・安全な教育環境の充実 

特別支援教育の充実 

学校を支える組織の充実 

教育相談・指導の充実 

学校給食の充実 

高等学校教育等の充実 教育機会の拡充 

社会教育の充実 

学習機会の充実 

家庭教育の充実 

社会教育施設の充実 

市民文化の創造 
文化鑑賞会の充実 

文化活動の推進 

文化財の保護と活用 

文化財の保護と保存 

郷土資料の公開と活用 

伝統文化の保存と継承 

生涯スポーツの推進 
生涯スポーツの啓発と普及 

スポーツ施設の充実 

青少年の健全な育成 
青少年健全育成活動の推進 

青少年の非行防止 

多様な地域間交流の推進 人と地域が育む国際交流の推進 



 ５ 

 

３ 千歳市学校教育基本計画（平成２６年度～３２年度） 

 

基本目標 基本方向 施策項目 

ふるさと千歳への感謝と希望

を育てる 

【基礎となる基本目標】 

子どもたちに自己有用感を育

てる教育の推進 

千歳市の特色を生かした教育活動の推進 

認め合い高め合う学年・学級経営の推進 

教育相談体制の充実 

いじめ・不登校問題への取組の充実 

安全・安心な教育環境の充実 

学校施設の充実 

防災・安全教育の推進 

就学（修学）支援の充実 

家庭の教育力の向上への支援

の充実 

家庭の教育力の向上 

幼児教育・子育て支援の充実 

地域全体で子どもを育む環境

づくりの推進 

地域の教育力の向上 

子どもたちの安全・安心を確保する体制

づくりの推進 

国際都市千歳にふさわしい

グローバルな感覚を育てる 

【時代のニーズに応じた基本目

標】 

新しい時代に対応した学校改

善の推進と「学校力」の向上 

学校組織の活性化に向けた取組の推進 

開かれた学校づくりの推進 

教職員の資質・能力の向上 

学校間の連携・接続の推進 

関係機関団体との連携協力の推進 

社会の変化に対応する力を育

成する教育の推進 

ＩＣＴ教育の充実 

環境教育の推進 

国際社会に生きる人材を育成

する教育の推進 

外国語教育の充実 

国際理解教育の充実 

知的な探究心を持ち積極的

に行動する力を育てる 

【生きる力（知・徳・体）を育むため

の基本目標】 

確かな学力を育成する教育の

推進 

確かな学力を育成する教育の推進 

学ぶ意欲を高める指導の充実 

豊かな心を育成する教育の推

進 

道徳教育の充実 

読書活動の推進 

体験的な活動の充実 

健やかな身体を育成する教育

の推進 

体力・運動能力の向上 

食育の推進 

健康教育の推進 

特別支援教育の推進 

特別支援教育の体制整備 

一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた指

導の充実 
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４ 千歳市生涯学習基本計画（平成２３年度～３２年度） 

 

基本目標 推進方向 取組方策 

学びの意欲と豊かな心を育

む文化のまち 

いつでも、どこでも、だれもが学

びあえる仕組みづくりの推進 

市民の自主的な学習活動の支援 

関係機関と連携した学習支援や交流活動

の支援 

生涯学習活動の普及・啓発の充実 

まちづくり活動を行うセンター機能の充実 

まちづくりを行う人材や団体の育成と活動

支援 

地域の力による、未来を担う子どもたちの

活動支援の充実 

社会の変化や今日的課題など

に対応した、様々な学習機会

の充実 

市民ニーズに応じた学習機会の充実 

高齢者の学習機会の充実 

子育てに関する学習機会の充実 

市民ニーズに対応し、安全で

快適に利用ができる社会教育

施設の充実 

市民ニーズを反映した、社会教育施設の

機能の充実 

安全で快適に利用できるよう、施設や設

備の計画的な改修・更新 

多様な文化鑑賞機会の充実と

文化活動の支援 

文化鑑賞機会の充実と活動の支援 

文化鑑賞に関する情報提供の充実 

読書環境の充実 

文化関係団体やサークルなどの育成と活

動の支援 

活動成果を発表する機会の充実 

文化財の保護と継承 

文化財の保護・保存と活用 

郷土資料等の収集・調査と公開 

伝統文化の保存と継承 

地域における各種スポーツ活

動の活性化と団体の育成 

生涯にわたるスポーツ活動の促進 

スポーツイベント、スポーツ教室などの充

実 

スポーツ活動を支援する指導者や団体の

育成 

市民のスポーツ意識の啓発 

小中学校施設の地域開放 

思いやりの心とチャレンジ精神

を育む青少年の健全育成活動

の推進 

家庭、学校、地域などとの連携・協力を通

じた健全育成活動の推進 

関係団体の育成と活動の支援 

自然体験や地域文化の理解、化学探究

活動の充実 

青少年の非行防止 
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５ 千歳市子どもの読書活動推進計画（平成２６年度～３２年度） 

 

基本目標 推進方向 施策の概要 

子どもたちが、あらゆる機会と

場所において自主的な読書

活動ができるよう、読書環境

の充実を図ること 

家庭・地域における子どもの読

書活動の推進 

家庭での読書の習慣化の推進 

幼稚園・保育所・児童館・学童クラブな

ど、地域での図書の充実と読み聞かせの

促進 

乳幼児期の読書機会の充実 

読書活動を支援するボランティア活動へ

の参加と活動の継承促進 

学校や図書館との連携・協力の強化 

学校における子どもの読書活

動の推進 

一斉読書や調べ学習などの多様な読書

活動の継続と充実 

学校図書館の図書や設備の充実 

家庭や地域、市立図書館との連携・協力

の強化 

小中学校図書館司書の配置などによる学

校図書館の充実 

高等学校などにおける読書環境の充実 

市立図書館における子どもの

読書活動の推進 

子どもの読書活動の普及及び啓発 

ボランティアの養成とボランティア団体と

の連携・協力の強化 

学校、家庭・地域の施設との連携・協力の

強化 

乳幼児読書事業の継続及び充実 

移動図書館を利用した読書環境の充実 

子どものための読書相談サービスの充実 

障がいのある子どもの読書活動の促進 

中学校・高校生向けの図書の充実 
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Ⅲ 教育行財政 

〔１〕教育行政 

１ 教育委員・歴代教育委員長・歴代教育長・歴代教育委員 

 

 

 

 
 
      山田委員長        佐々木       阿部委員        明石委員      宮崎教育長 

                  委員長職務代理者 

 

   【教育委員】 

役職名 氏名 就任年月日 

委     員     長 

委員長職務代理者 

委         員 

委         員 

教     育     長 

山 田 律 子 

佐々木 義 朗 

阿 部 弓 枝 

明 石 光 正 

宮 崎   肇 

平成１７年１０月 1日就任 （３期 ８年８月） 

平成１８年１０月 1日就任 （２期 ７年８月） 

平成１９年１０月 1日就任 （２期 ６年８月） 

平成２０年１０月 1日就任 （２期 ５年８月） 

平成２４年１０月 1日就任 （１期 １年８月） 

 

   【歴代教育委員長】 

歴代 氏名 就任期間 

初代 

２代 

３代 

４代 

５代 

６代 

五十嵐 直 蔵 

岸 本 貞 一 

川 野 有 三 

島 倉 充 平 

伊 藤 博 邦 

山 田 律 子 

昭和３１年１０月 １日 

昭和３４年 ６月 １日 

昭和４６年 ４月３０日 

昭和６０年１０月 １日

平成 ９年１０月 １日 

平成１７年１０月 １日                 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

昭和３４年 ５月３１日 

昭和４６年 ９月３０日 

昭和６０年 ９月３０日 

平成 ９年 ９月３０日 

平成１７年 ９月３０日 

１期（ ２年８ヵ月） 

４期（１２年４ヵ月） 

４期（１４年５ヵ月） 

３期（１２年） 

２期（ ８年） 

３期（ ８年８ヵ月） 

 

   【歴代教育長】 

歴代 氏名 就任期間 

初代 

２代 

３代 

４代 

５代 

６代 

７代 

菅 原 悳 一 

半 田 景 明 

宮 澤 一 成 

佐 藤 利 雄 

工 藤 文 夫 

小 林 義 知 

宮 崎  肇 

昭和３１年１０月 １日 

昭和３４年 ６月１６日 

昭和５０年 ６月 １日 

昭和６３年１０月 １日 

平成 ８年１０月 １日 

平成 ３年１０月 １日 

平成２４年１０月 １日 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

昭和３４年 ３月１３日 

昭和５０年 ３月２０日 

昭和６３年 ９月３０日 

平成 ８年 ９月３０日 

平成１３年 ９月３０日 

平成２４年 ９月３０日 

１期（ ２年５ヵ月） 

５期（１６年９ヵ月） 

４期（１３年４ヵ月） 

２期（ ８年） 

２期（ ５年） 

３期（１１年） 

１期（１年８ヵ月） 
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   【歴代教育委員】 

氏 名 
委員 

（在任期間） 

委
員
長 

教
育
長 

委 

員 

内 村 ナ ツ S３１.１０. １ S４３. ９.３０ ３期（１２年）   ○ 

信 田 信太郎 S３１１０. １ S４１. ９.３０ ３期（１０年）   ○ 

五十嵐 直 蔵 S３１.１０. １ S３４. ５.３１ １期（ ２年８ヵ月） ◎   

高 橋 三次郎 S３１.１０. １ S３４. ５.１３ １期（ ２年４ヵ月）   ○ 

菅 原 悳 一 S３１.１０. １ S３４. ３.１３ １期（ ２年５ヵ月）  ○  

岸 本 貞 一 S３４. ６. １ S４６. ９.３０ ４期（１２年４ヵ月） ◎   

半 田 景 明 S３４. ６.１６ S５０. ３.２０ ５期（１６年９ヵ月）  ○  

若 木 キ サ S３４. ７. ３ S３６. ３   １期（ １年８ヵ月）   ○ 

鈴 木 清 子 S３６. ３.３１ S４３. ９.３０ ２期（ ７年６ヵ月）   ○ 

阿 部 忠 彦 S４１.１０. １ S４５. ９.３０ １期（ ４年）   ○ 

鎌 倉 末 吉 S４３.１０. １ S４６. ４. ７ １期（ ２年６ヵ月）   ○ 

藤 本 敬 一 S４３.１０. １ S５５. ９.３０ ３期（１２年）   ○ 

高 塚 興 正 S４５.１０. １ H ２. ９.３０ ５期（２０年）   ○ 

河 野 有 三 S４６. ４.３０ S６０. ９.３０ ４期（１４年５ヵ月） ◎   

矢 野 和 子 S４６.１０. １ S５８. ９.３０ ３期（１２年）   ○ 

宮 澤 一 成 S５０. ６. １ S６３. ９.３０ ４期（１３年４ヵ月）  ○  

寺 山 恵美子 S５８.１０. １ H ７. ９.３０ ３期（１２年）   ○ 

島 倉 充 平 S６０.１０. １ H ９. ９.３０ ３期（１２年） ◎   

佐 藤 利 雄 S６３.１０. １ H ８. ９.３０ ２期（ ８年）  ○  

佐 藤 嘉 彦 H ２.１０. １ H ６. ８.２１ １期（ ３年１０ヵ月）   ○ 

今    清 H ４.１０. １ H１２. ９.３０ ２期（ ８年）   ○ 

三ツ津  仁 H ７.１０. １ H１８. ９.３０ ３期（１１年）   ○ 

橋 爪 光 子 H ７.１０. １ H１９. ９.３０ ３期（１２年）   ○ 

工 藤 文 夫 H ８.１０. １ H１３. ９.３０ ２期（ ５年）  ○  

伊 藤 博 邦 H ９.１０. １ H１７. ９.３０ ２期（ ８年） ◎   

竹 嶋 勝 利 H１２.１０. １ H２０. ９.３０ ２期（ ８年）   ○ 

小 林 義 知 H１３.１０. １ H２４. ９.３０ ３期（１１年）  ○  

山 田 律 子 H１７.１０. １ － ３期（ ８年８ヵ月） ◎   

佐々木 義 朗 H１８.１０. １ － ２期（ ７年８ヵ月）   ○ 

阿 部 弓 枝 H１９.１０. １ － ２期（ ６年８ヵ月）   ○ 

明 石 光 正 H２０.１０. １ － ２期（ ５年８ヵ月）   ○ 

宮 崎   肇 H２４.１０. １ － 1期（ １年８ヵ月）  ○  
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２ 教育委員会会議の開催状況 

回数 開催日 議  題 

１ 平成２５年１月２４日 千歳市立公民館条例の一部を改正する条例の制定について ほか 

２ 平成２５年２月２３日 
平成２５年千歳市議会第１回定例会教育行政執行方針及び教育行政報

告について ほか 

３ 平成２５年３月１４日 
千歳市教育委員会非常勤職員の取扱いに関する規程の一部を改正す

る訓令の制定について ほか 

４ 平成２５年３月２２日 千歳市立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について ほか 

５ 平成２５年４月２６日 千歳市奨学生選考委員会委員の委嘱及び任命について ほか 

６ 平成２５年５月２９日 教育委員会における事務の点検・評価について ほか 

７ 平成２５年６月２６日 平成２５年千歳市議会第２回定例会教育行政報告について ほか 

８ 平成２５年８月３日 学校評議員の委嘱について ほか 

９ 平成２５年９月１２日 平成２５年千歳市議会第３回定例会教育行政報告について ほか 

１０ 平成２５年９月２４日 千歳市文化財保護審議会委員の委嘱について ほか 

１１ 平成２５年１０月１日 全国学力・学習状況調査結果の公表について ほか 

１２ 平成２５年１０月３０日 平成２５年千歳市議会第４回定例会教育行政報告について ほか 

１３ 平成２５年１１月２９日 学校給食費の改定について ほか 

 

３ 教育行政の沿革 

（１）教育委員会の発足 

戦後の民主化、地方分権化の一環として、昭和２３年７月１５日に教育委員会法が制定され、市町村については、

昭和２７年１１月１日までに設置することとされました。教育委員会の委員は、住民の選挙によって決められ、市町

村の委員５人のうち１人は議会から選ばれました。任期は４年ですが、最初の選挙における上位２人は４年、次の２

人は２年で、２年ごとに半数の委員を改選するという規定でした。 

本市では、昭和２７年１０月５日に第１回の選挙が行われ、４年任期の委員に今与三郎、市村政五郎、２年任期

の委員に中川要助、野沢栄三郎が選ばれ、さらに町議会選出の吉田信一の５名でスタートしました。１１月１日第１

回教育委員会会議が開催され、委員長に今与三郎、副委員長に中川要助を選出しています。その他、教育長とし

て町教育民生課長の谷口好忠を任命し、教育委員会会議規則や教育委員会事務局組織規程等が決定されてい

ます。発足当初は、米オクラホマ州兵師団の駐留による町の風紀問題や、人口急増に伴う不足教室の対策など、

教育を取り巻く難問を抱えることになりました。昭和２８年４月１日、谷口教育長に代わり、北海道民生部社会課民

生・保護生活係長の佐藤勝蔵が招かれて教育長に就任しています。昭和２９年６月１８日に公職選挙法の一部改

正があり、２年委員の任期は更に２年間延長されました。この年、野沢栄三郎委員の辞任に伴い中村竹五郎が繰

上当選により委員に就任し、更に、今与三郎委員長が辞任したため、翌３０年４月３０日の地方統一選挙で町教育

委員会委員補欠選挙が行われ、熊谷功男が委員に当選しました。 議会側からは、新たに佐藤文喜が選任され、

後任委員長には、副委員長であった中川要助が、副委員長には市村政五郎が選ばれました。昭和３１年６月の第

２回国会において、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の成立（同年１０月１日施行）に伴い、教育委

員会委員の公選制が廃止され、地方公共団体の長が議会の同意を得て委員を任命することになりました。同年９

月、第３回定例町議会において、五十嵐直蔵、信田信太郎、高橋三次郎、内村ナツ、菅原悳一が議会の同意のも

とに委員に任命され、委員長に五十嵐直蔵、副委員長に内村ナツ、教育長に菅原悳一が選出されました。当時は、

ジェット機の騒音問題や東千歳地区の通学問題などを抱えていました。 
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（２） 沿 革 

月日 主な出来事 

 

明治１２（１８７９）年１０月 

〃 １３（１８８０）年 ３月 

         ４月 

〃 ２２（１８８９）年 ４月 

〃 ２８（１８９５）年 ３月 

〃 ３２（１８９９）年 ９月 

〃 ３３（１９００）年 ６月 

 

           ９月 

１１月 

〃 ３４（１９０１）年 ６月 

１２月 

〃 ３５（１９０２）年 ４月 

〃 ３９（１９０６）年 ９月 

大正元（１９１１）年１０月 

〃  ４（１９１５）年 ４月 

〃  ５（１９１６）年１０月 

〃  ６（１９１７）年 ４月 

１２月 

〃  ７（１９１８）年 ６月 

１２月 

〃  ９（１９２０）年１２月 

〃 １２（１９２３）年 ４月 

〃 １３（１９２４）年 ４月 

〃 １５（１９２６）年 ４月 

５月 

昭和 ６（１９３１）年 ４月 

〃  ７（１９３２）年     

〃 １１（１９３６）年１１月 

〃 １２（１９３７）年１０月 

〃 １４（１９３９）年 ４月 

〃 １５（１９４０）年 ６月 

〃 １６（１９４１）年 ４月 

〃 １７（１９４２）年 ５月 

〃 ２１（１９４６）年 ４月 

１１月 

〃 ２２（１９４７）年 ４月 

 

５月 

６月 

 

１２月 

〃 ２３（１９４８）年 ６月 

１０月 

〃 ２４（１９４９）年 １月 

４月 

〃 ２５（１９５０）年 ３月 

４月 

           

１２月 

〃 ２６（１９５１）年 ３月 

４月 

 

 

千歳村で初の寺子屋式教育を始める（現千歳小学校） 

千歳村に戸長を置き事務を行う（戸長役場開庁） 

千歳教育所創設 

千歳教育所を改め簡易小学校となる 

簡易小学校が千歳尋常小学校となる（現在地に校舎新築） 

長都に私立教育所設置（長都小学校） 

千歳尋常小学校阿宇砂里分教場設置（現駒里小学校） 

嶮淵簡易教育所設置（泉郷小学校の前身） 

幌加簡易教育所設置（幌加小学校の前身） 

長都の私立教育所が長都簡易教育所となる 

長都簡易教育所が長都尋常小学校となる 

近唐教育所設置（協和小学校の前身） 

木臼簡易教育所設置（中央小学校の前身） 

阿宇砂里分教場が阿宇砂里簡易教育所となる 

烏柵舞特別教授所設置（水明小学校の前身） 

二級町村制施行（烏柵舞村、蘭越村、長都村、千歳村を合併） 

幌加簡易教育所が幌加尋常小学校となる 

阿宇砂里、嶮淵、木臼の各簡易教育所及び近唐教育所が尋常小学校となる 

烏柵舞に私立王子尋常小学校開校、烏柵舞特別教授所廃止 

新嶮淵尋常小学校開校（東丘小学校の前身） 

千歳尋常小学校に高等科併置 

千歳尋常小学校根志越分教場設置（現千歳第二小学校） 

嶮淵、私立王子の両尋常小学校に高等科併置 

根志越分教場が千歳尋常小学校分教場根志越特別教授所となる 

千歳、長都、嶮淵、幌加に青年訓練所設立 

釜加特別教授場設置 

私立王子尋常高等小学校が公立烏柵舞尋常高等小学校となる 

釜加特別教授場を長都尋常小学校へ統合 

烏柵舞尋常高等小学校千歳鉱山特別教授所設置 

千歳鉱山特別教授所が千歳鉱山尋常高等小学校となる 

一級町村制施行 

長都尋常小学校に高等科併置 

国民学校令の施行により小学校を国民学校と改称する 

町制施行（人口１３,９９４人） 

根志越教授所が千歳第二国民学校となる 

蘭越国民学校開校 

法令改正（学校六・三制発足）により校名変更 

長都、千歳鉱山、嶮淵の各小学校に千歳中学校の分校を併置（長都、千歳鉱山、泉郷各中学校の前身） 

千歳中学校木臼分校設置（中央中学校の前身） 

千歳中学校開校 

幌加中学校開校（小学校に併置、東千歳中学校の前身） 

烏柵舞小学校支笏湖畔分教場設置（現支笏湖小学校） 

千歳第三小学校開校 

道立野幌高等学校千歳分校設置 

烏柵舞小学校支笏湖畔分教場が支笏湖小学校となる 

千歳中学校烏柵舞分校設置（小学校に併置、水明中学校の前身） 

野幌高等学校千歳分校が北海道月寒高等学校千歳分校となる 

月寒高等学校千歳分校が町立千歳高等学校となる 

千歳中学校鉱山分校が千歳鉱山中学校となる 

千歳中学校阿宇砂里分校設置（小学校に併置、現駒里中学校) 

千歳中学校が東雲町４丁目から栄町４丁目に移転 

字名変更により木臼小学校及び千歳中学校木臼分校が中央小学校及び同中央分校に烏柵舞小学校及

び千歳中学校烏柵舞分校が水明小学校及び同水明分校となる 

 

 



 １２ 

年  月 主 な 出 来 事 
 
昭和２７（１９５２）年 ４月 

 
 

１０月 
１１月 

〃 ２８（１９５３）年 ５月 
〃 ２９（１９５４）年 ４月 

 
〃 ２９（１９５４）年 ５月 
〃 ３０（１９５５）年 ４月 

５月 
〃 ３１（１９５６）年 １月 

  
４月 

〃 ３２（１９５７）年 ４月 
８月 

〃 ３３（１９５８）年 ７月 
〃 ３４（１９５９）年 ４月 

１１月 
〃 ３５（１９６０）年 ５月 
〃 ３７（１９６２）年 ４月 

１０月 
〃 ３９（１９６４）年 ３月 

 
４月 
９月 
１０月 

〃 ４０（１９６５）年１０月 
〃 ４１（１９６６）年 ３月 

４月 
〃 ４２（１９６７）年 １月 

３月    
 

〃 ４３（１９６８）年 ３月 
４月 
７月 
１２月 

〃 ４４（１９６９）年 ８月 
１２月 

 
〃 ４５（１９７０）年 ４月 

６月 
１２月 

 
〃 ４６（１９７１）年 １月 

４月 
９月 

〃 ４７（１９７２）年 １月 
３月 
９月 

〃 ４８（１９７３）年 １月 
４月 
５月 

〃 ４９（１９７４）年 ３月 
４月 

 
10月 
11月 

〃 ５０（１９７５）年 ４月 
６月 
８月 

12月 
〃 ５１（１９７６）年 ４月 

 
 
 
 

〃 ５２（１９７７）年 ４月 

 
字名変更により阿宇砂里小学校・千歳中学校阿宇砂里分校、嶮淵小学校・同嶮淵分校、近唐小学校、新
嶮淵小学校が駒里小学校・同駒里分校、泉郷小学校・同泉郷分校、協和小学校、東丘小学校となる 
幌加中学校が東千歳中学校となる 
千歳町教育委員会委員選挙執行 
千歳町教育委員会発足 
北栄小学校開校 
千歳町立千歳高等学校道立移管 
千歳公民館開館 
千歳町体育協会発足 
千歳町教育委員会委員補欠選挙執行 
千歳中学校長都分校が長都中学校となる 
千歳中学校駒里分校、同泉郷分校、同中央分校及び同水明分校が駒里中学校、泉郷中学校、中央中
学校及び水明中学校となる 
末広小学校開校 
緑小学校開校 
青葉中学校開校 
市制施行(人口４８,４４３人) 
水明小・中学校藤の沢分校設置(藤の沢小学校の前身) 
キウスのチャシ重要文化財の指定を受ける 
千歳小学校特殊学級発足(精神薄弱学級：昭和４６年に北進小学校に分離独立) 
千歳中学校特殊学級発足(精神薄弱学級：昭和４６年に北進中学校に分離独立) 
市民会館開館 
水明小学校を支笏湖小学校に統合 
水明中学校藤の沢分校を本校に統合 
水明小学校藤の沢分校が千歳小学校藤の沢分校となる 
ウサクマイ遺跡発掘調査 
学校給食センター開設 
千歳小学校特殊学級及び千歳中学校特殊学級が千歳小学校北栄分校・千歳中学校北栄分校となる 
水明中学校を千歳中学校に統合 
千歳小学校藤の沢分校が藤の沢小学校となる 
日の出小学校開校 
藤の沢小学校廃校 
青少年健全育成都市宣言 
泉郷小学校を千歳第二小学校に泉郷中学校を千歳中学校に統合 
信濃小学校開校 
千歳第三小学校を信濃小学校に統合 
中央「千歳キウス環状土籬群」北海道文化財に指定 
千歳市開基９０周年記念式典 
青少年会館開館 
支笏湖青少年研修センター開設  
高台小学校開校 
スポーツ都市宣言 
東千歳地区スクールバス運行開始 
千歳第二小学校開校５０周年記念式典 
幌加小学校、協和小学校、東丘小学校を統合し東小学校開校 
千歳小学校北栄分校・千歳中学校北栄分校が北進小学校・北進中学校となる 
「千歳神社境内釜加神社弁天御厨子」千歳市文化財に指定 
真町中学校開校 
中央中学校を真町中学校に統合 
北進小学校に言語治療教室開設 
青葉中学校が根志越（現在地、豊里）に移転 
北海道千歳北陽高等学校開校（中央） 
北栄小学校に情緒障害児学級開設 
末広小学校が富丘（現在地）に移転 
学校給食センターが上長都に移転 
北進小学校の言語治療教室を緑小学校に移設 
支笏湖勤労青少年フレンドシップセンター開設 
人口６万人突破（人口６０,２００人） 
富丘中学校開校 
支笏湖自然の村開村 
美々貝塚永久保存のため発掘調査 
北海道千歳北陽高等学校が北信濃（現在地、北陽）に移転 
千歳市青少年指標制定 
千歳中学校に言語治療教室開設 
祝梅小学校開校 
教育委員会事務局市庁舎に移転 
市立図書館開館  
｢美々貝塚｣｢馬逓看板｣｢磨製石棒｣｢男性土偶｣千歳市文化財指定 



 １３ 

年  月 主 な 出 来 事 
 
昭和５３（１９７８）年 ３月 

 
４月 

 
６月 
１０月 

 
１２月 

〃 ５４（１９７９）年 ５月 
６月 
７月 
８月 

10月 
 

〃 ５５（１９８０）年 ７月 
〃 ５７（１９８２）年 ２月 

４月 
〃 ５８（１９８３）年 ２月 

３月 
１１月 

〃 ５９（１９８４）年 ４月 
 

〃 ６０（１９８５）年 ８月 
１２月 

〃 ６１（１９８６）年 ４月 
７月 

〃 ６２（１９８７）年 ４月 
５月 

〃 ６３（１９８８）年 ２月 
４月 

 
７月 
９月 

平成 元(１９８９）年 ４月 
 

９月 
１０月 
１１月 

〃  ２（１９９０）年 ８月 
１２月 

〃  ３（１９９１）年 ９月 
１０月 

〃  ４（１９９２）年 ９月 
〃  ５（１９９３）年 ３月 

 
 

５月 
８月 

〃  ６（１９９４）年 ４月 
８月 
９月 

〃  ７（１９９５）年 ４月 
５月 
８月 

〃  ８（１９９６）年 ５月 
９月 

〃  ９（１９９７）年 ４月 
６月 
１１月 

〃 １０（１９９８）年 ４月 
 

７月 
８月 
１０月 

 
 〃 １１（１９９９）年 １月 

３月 
４月 

 
千歳鉱山小学校、千歳鉱山中学校閉校 
蘭越小学校を緑小学校に統合 
桜木小学校開校 
北進中学校に情緒障害児学級開設 
総合スポーツセンター完成 
千歳小学校開校百年記念式典 
「動物形土製品｣千歳市文化財指定 
泉沢市民スキー場開設 
「ウサクマイ遺跡群」国の史跡に指定 
「動物形土製品」国の重要文化財に指定 
千歳市民憲章制定 
千歳市開基百年記念式典 
「キウス周堤墓群」国の史跡に指定 
「泉郷獅子舞」千歳市文化財（無形民俗文化財）指定 
「蕨手刀」千歳市文化財指定 
(財)千歳青少年教育財団設立 
向陽台小学校開校 
人口７万人突破（人口７０,０５１人） 
北進小学校に情緒障害児学級開設 
北海道都市教育長会開催 
市民文化センター開館 
北斗中学校開校 
第１６回全国中学校卓球大会開催 
ひびけ市民の｢第９交響曲｣発表 
千歳小学校に肢体不自由児学級開設 
青空運動公園（アスファルトリンク）完成 
向陽台中学校開校 
千歳市民球場完成 
市立図書館新築移転（青葉公園内） 
通学区域変更（末広地区を富丘中学校から千歳中学校へ、清水町及び錦町１・２丁目地区を千歳中学校
から真町中学校へ） 
青葉公園ピクニック広場完成 
夢ランドちとせ開催 
教育委員会事務局が本庁者から現教育委員会庁舎に移転 
千歳中学校に肢体不自由児学級開設 
第４４回国民体育大会軟式野球競技会開催 
千歳市開基１１０周年記念式典 
青空公園ふれあいセンター完成 
語学指導を行う外国青年を招致し中学校巡回訪問指導開始 
鶴は千年塾事業により青少年海外派遣 
障害児教育相談員設置 
人口８万人突破 
学校週５日制開始 
(財)千歳市体育協会設立 
開基記念総合武道館完成 
中央小学校を千歳小学校に統合 
「アイヌの伝統的芸能と工芸技術」千歳市文化財（無形民俗文化財）指定 
学校給食センターが祝梅に移転 
北陽小学校開校（千歳小の肢体不自由児学級を北陽小に移設） 
第２４回全国中学校剣道大会開催 
千歳サケのふるさと館開館 
市民ギャラリー開館 
駒里水泳プール完成 
第３９回北海道学校給食研究大会開催 
青葉陸上競技場全天候型トラック及び管理棟全面改修完了 
第４６回北海道公立小中学校事務研究大会（東北・北海道合同）石狩大会開催 
泉沢小学校開校 
適応指導教室「おあしす」開設 
千歳中学校開校５０周年記念式典 
千歳高校全日制普通科１学級増 
向陽台小学校に情緒・知的障害児学級開設 
千歳市温水プール完成 
支笏湖小学校開校５０周年記念式典 
第４７回全道へき複・併置校教育研究大会石狩大会開催 
第３８回北海道社会教育研究大会開催 
北陽小学校校舎増築 
千歳第二小学校校舎増築 
千歳高校に学科を新設(国際教養科・国際流通科) 



 １４ 

年  月 主 な 出 来 事 
 
平成１１（１９９９）年１１月 
〃 １２（２０００）年 ９月 
〃 １３（２００１）年 ４月 

１１月 
〃 １４（２００２）年 ２月 

４月 
７月 
１２月 

〃 １５（２００３）年 ３月 
４月 
６月 
１１月 

〃 １６（２００４）年 ４月 
〃 １７（２００５）年 ３月 

 
６月 
１０月 

〃 １８（２００６）年 ４月 
 
 

５月 
８月 
１１月 
１２月 

 〃 １９（２００７）年 ２月 
３月 
１０月 

          
１２月 

〃 ２０（２００８）年 ３月 
４月 

５・７月 
 

〃 ２１（２００９）年 ５月 
６月 

〃 ２２（２０１０）年 ４月 
〃 ２３（２０１１）年 １月 

１２月 
〃 ２４（２０１２）年 ３月 

４月 
 

〃 ２５（２０１３）年 ４月 
 

〃 ２６（２０１４）年 ４月 

 
千歳高校創立５０周年記念事業実施 
北海道言語障害児教育研究大会千歳大会開催 
学校評議員設置 
長都小学校開校１００周年記念式典 
安全対策として小・中学校にインターホン及びオートロック設置 
完全学校週５日制開始「総合的な学習の時間」開始 
人口９万人突破 
東千歳中学校開校５０周年記念式典 
支笏湖勤労青少年フレンドシップセンター廃館 
北栄小学校に知的障害学級、向陽台小学校に難聴学級、千歳中学校に情緒・知的障害学級開設 
「特別支援教育推進体制モデル事業」の指定を受ける 
北栄小学校開校５０周年記念式典 
向陽台小学校に肢体不自由学級開設 
長都小中学校閉校 
支笏湖青少年研修センター閉所 
「北海道美々８遺跡出土品（１,１６４点）」国の重要文化財に指定 
千歳市の教育を考える市民会議設置 
国の構造改革特区の認定により幼稚園の入園年齢を１才引き下げ 
千歳第二小学校、東千歳中学校で２学期制の試行開始 
市民文化センターがリニューアルオープン 
児童の登下校時の安全確保のため「千歳っ子見守り隊」を設置 
千歳市民活動交流センター「ミナクール」オープン 
駒里小学校開校１００周年、駒里中学校開校５０周年記念式典 
末広小学校開校５０周年記念式典 
千歳市の教育を考える市民会議から３つの目標、２０の提言を受理 
第８回全国中学選抜卓球大会 
富丘中学校校舎増築 
青葉中学校開校５０周年記念式典 
緑小学校開校５０周年記念式典 
北陽小学校校舎増築 
学校二学期制開始 
市制施行５０周年、ジュニアエイトサミット２００８千歳支笏湖の開催記念事業として｢ちとせっこ未来フォー
ラム｣を開催 
サケのふるさと館開館１５周年記念事業 
放課後こども教室のモデル事業を北栄小学校に開設 
埋蔵文化財センターが旧長都小中学校に移転オープン 
姉妹都市であるアンカレジ市ミアーズ中学校訪問事業を実施 
北進小中学校開級５０周年・開校４０周年記念式典 
真町中学校閉校 
勇舞中学校開校 
北陽小学校校舎増築 
北海道千歳高等支援学校開校 
祝梅小学校に情緒・知的障害学級、富丘中学校に情緒学級開設 
北陽小学校校舎増築 
スポーツセンターリニューアルオープン 
向陽台中学校に知的障害学級開設 
社会体育事業及びサケのふるさと館の所管を観光スポーツ部に移管 
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４ 教育委員会組織と事務分掌 

（１）教育委員会組織 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画総務課 

施設係 （℡２４-０８２９) 

企画係 （℡２４-０８４５) 

総務係 （℡２４-０８１９) 

小中学校 

青少年課 

学校教育課 

生涯学習課 

学校給食 

センター 

埋蔵文化財 

センター 

文化施設課 

次長 

次長 

 (学校指導担当) 

教育部長 

教育長 

学校教育係 (℡２４-０８３９) 

特別支援教育係 (℡２４-００５０) 

教職員係 (℡２４-０８４２) 

生徒指導係 (℡２４-０８５９) 

青少年指導係 (℡２４-０８６２) 

生涯学習推進係 (℡２４-３１５３) 

社会教育係 (℡２４-０８４８) 

文化施設係 (内線５４９､５５３) 

文化財調査係 (℡２４-４２１０) 

業務係 (℡２３-３５９１) 



 １６ 

 

（２） 教育委員会事務局事務分掌 

 

【企画総務課】 【学校教育課】 

・ 教育委員会の会議及び委員に関すること。 

・ 教育長訓示等の制定、改廃に関すること。 

・ 教育行政の総合調整に関すること。 

・ 儀式、渉外、ほう賞及び表彰に関すること。 

・ 陳情及び請願に関すること。 

・ 共催及び後援に関すること。 

・ 情報公開及び個人情報保護に関すること。 

・ 公印の管理に関すること。 

・ 寄附採納に関すること。 

・ 法令の調査研究に関すること。 

・ 公告式に関すること。 

・ 職員の人事に関すること。 

・ 職員の服務に関すること。 

・ 職員の賞罰に関すること。 

・ 職員の研修に関すること。 

・ 職員の給与に関すること。 

・ 職員の福利厚生に関すること。 

・ 公務災害補償等に関すること。 

・ 教育委員会関係文書の収受に関すること。 

・ 教育予算及び決算に関すること。 

・ 学校の経理事務に関すること。 

・ 教材及び備品に関すること。 

・ 広報に関すること。 

・ 教育行政相談に関すること。 

・ 公立学校、私立学校（大学を除く。）及び各種学校

に関すること。 

・ 奨学金に関すること。 

・ 私立幼稚園に関すること。 

・ 教育委員会公用車の運行管理に関すること。 

・ 教育委員会庁舎の管理に関すること。 

・ 教育関係機関との調整に関すること。 

・ 通学区域に関すること。 

・ 学校の設置、管理及び廃止に関すること。 

・ 学校施設の建設計画に関すること。 

・ 教職員住宅に関すること。 

・ 学校施設設備（水泳プールを除く。）の維持管理に

関すること。 

・ 他の課に属さない事項に関すること。 

・ 部の庶務に関すること。 

・ 教育課程の編成に関すること。 

・ 学校教育指導に関すること。 

・ 児童生徒の通学に関すること。 

・ スクールバスに関すること。 

・ 指定校及び指定校の変更に関すること。 

・ 区域外就学に関すること。 

・ 学齢児童生徒の就学に関すること。 

・ 外国人の就学に関すること。 

・ 学齢簿に関すること。 

・ 教育活動の支援に関すること。 

・ 就学援助に関すること。 

・ 児童生徒の健康診断に関すること。 

・ 学校施設の衛生管理に関すること。 

・ 学校災害共済に関すること。 

・ 進路指導に関すること。 

・ 特別支援学級の運営に関すること。 

・ 就学指導委員会に関すること。 

・ 就学相談に関すること。 

・ 特別支援教育就学奨励に関すること。 

・ 特別支援教育に関すること。 

・ 教職員の人事に関すること。 

・ 教職員の服務に関すること。 

・ 教職員の賞罰に関すること。 

・ 教職員の研修に関すること。 

・ 教職員の給与に関すること。 

・ 教職員の福利厚生に関すること。 

・ 教職員の健康診断に関すること。 

・ 学級編成に関すること。 

・ 教科書、副読本その他教材に関すること。 

・ 教師用指導図書に関すること。 

・ 外国青年の招致に関すること。 



 １７ 

 

【青少年課】 【埋蔵文化財センター】 

・ 児童生徒のいじめ・不登校問題及び事故報告に関

すること。 

・ 学校適応指導教室に関すること。 

・ 青少年問題の総合的施策の調整及び企画に関す

ること。 

・ 青少年問題協議会に関すること。 

・ 青少年の健全育成に関すること。 

・ 青少年の非行防止及び指導に関すること。 

・ 青少年の相談指導に関すること。 

・ 青少年指導センターに関すること。 

・ 青少年関係行政機関及び団体との連絡調整に関

すること。 

・ 文化財の保護、調査、研究及び保存・活用に関する

こと。 

・ 文化財保護審議会に関すること。 

・ 埋蔵文化財センターの管理に関すること。 

【学校給食センター】 

・ 学校給食センター運営審議会に関すること。 

・ 学校給食に関すること。 

・ 施設の管理・運営に関すること。 

・ 給食会計経理その他一般事務に関すること。 

【文化施設課】 

・ 市民文化センター及び市民ギャラリーの管理運営に

関すること。 

・ 図書館の管理運営に関すること。 

・ 公民館及び分館の管理運営に関すること。 

・ 公民館運営審議会に関すること。 

・ 青少年会館の管理運営に関すること。 

【生涯学習課】 

・ 社会教育委員に関すること。 

・ 社会教育施設の設置、廃止に関すること。 

・ 成人教育の振興に関すること。 

・ 生涯学習基本計画に関すること。 

・ ユネスコ活動に関すること。 

・ 社会教育関連団体の登録に関すること。 

・ 芸術文化の振興に関すること。 

・ 市民文化表彰に関すること。 

・ 文化関係団体の調整に関すること。 

・ 公益財団法人千歳青少年教育財団に関すること。 

・ 青少年の教育に関すること。 

・ 家庭教育に関すること。 

・ 生涯学習の推進に関する企画立案及び総合調整

に関すること。 

・ 生涯学習の普及及び啓発に関すること。 

・ 市民活動及び地域に関する情報の提供及び活用

に関すること。 

・ 市民活動交流センターの運営に関すること。 

・ みんなで、ひと・まちづくり事業に関すること。 

・ 放課後子ども教室及び学校地域支援などの教育力

活用に関すること。 

・ その他生涯学習の振興に関すること。 



 １８ 

〔２〕教 育 財 政 

１ 教育予算 

（１） 教育費の推移（人件費を除く） 

  

年 度 一般会計予算（千円） 教育費（千円） 構成比（％） 

平成１７年度  ３４,５８６,３５０  ２,９２６,１４３  ８.５  

１８年度  ４６,７５５,９１５  ２,３４４,０８８  ５.０  

１９年度  ４５,４０５,２４４  ２,８７７,９３５  ６.３  

２０年度  ４６,８７０,５８５  ２,７７０,０１１  ５.９  

２１年度  ４３,１８０,１５９  ２,７５２,８７４  ６.４  

２２年度  ４３,２８６,６４０  ２,７５８,５５９  ６.４  

２３年度  ４２,３１５,７７０  ３,８９５,６２５  ９.２  

２４年度  ４２,１２７,４８９  ２,８０１,８２０  ６.７  

２５年度  ４２,６９２,２０９  ３,５４９,３５１  ８.３  

２６年度  ３６,４０９,８７８  ３,３８９,５２３  ９.３  
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 １９ 

 

 

（２）平成２６年度当初予算構成 

区  分 額（千円） 割合（％） 

議 会 費  ２４６,８４９  ０.７  

総 務 費  ２,４１４,０７７  ６.６  

民 生 費  １１,２５１,３４８  ３０.９  

衛 生 費  １,７８０,３３７  ４.９  

労 働 費  ２７,９４５  ０.１  

農林水産業費 ５９９,８１９  １.６  

商 工 費  １,１４６,１５７  ３.１  

土 木 費  ２,６４２,９４０  ７.３  

消 防 費  ２７４,２５９  ０.８  

教 育 費  ３,３８９,５２３  ９.３  

公 債 費  ４,４８０,７３５  １２.３  

諸 支 出 金  ２,３００,１８９  ６.３  

職 員 費  ５,８３５,７００  １６.０  

予 備 費  ２０,０００  ０.１  

総 額 ３６,４０９,８７８  ６.４  

 

  【教育費】                 

区  分 額（千円） 割合（％） 

教育総務費  ３１１,０２２  ９.２  

小 学 校 費  ８０９,９４２  ２３.９  

中 学 校 費  ５７３,１９１  １６.９  

幼 稚 園 費  ２４９,１３０  ７.４  

社会教育費  ６００,８２５  １７.７  

保健体育費  ８４５,４１３  ２４.９  

総 額 ３,３８９,５２３  １００.０  

 

議会費

246,849

総務費

2,414,077

民生費

11,251,348

衛生費

1,780,337

労働費

27,945

農林水産業費

599,819商工費

1,146,157

土木費

2,642,940

消防費

274,259

教育費

3,389,523

公債費

4,480,735

諸支出金

2,300,189
職員費

5,835,700

予備費

20,000

教育総務費

311,022

小学校費

809,942

中学校費

573,191

幼稚園費

249,130

社会教育費

600,825

保健体育費

845,413



 ２０ 

２ 平成２６年度主要事業予算                                   （単位：千円） 

款 項 目 
本年度予算 

（当初） 
説明 

教育費 ３,３８９,５２３  

       

教育総務費 ３１１,０２２  

    

教育委員会費 ８３,７９４ 
教育委員会運営管理業務経費、教育委員会庁舎管理経費、修

学支援事業費等 

教育振興費 
２１４,５５３ 特別支援教育体制推進事業費、スクールバス運行経費、心の

教室相談配置事業費、学校活動支援事業費等  

教育財産管理費 １２,６７５ 
教員住宅維持管理費経費、教職員住宅購入事業費（割賦金）、

道立高等支援学校施設防音機能復旧事業費等 

小学校費 ８０９,９４２  

  

小学校管理費 ５６７,３４５ 
小学校運営管理業務経費、小学校施設管理経費、小学校就学

援助事業費、小学校ＩＣＴ機器等整備事業費等 

小学校営繕費 １８１,３８６ 小学校維持補修業務経費、小学校大規模改修事業費等 

小学校建設事業費 ６１,２１１ 北陽小学校仮設校舎整備事業費（リース料） 

中学校費 ５７３,１９１  

  

中学校管理費 ３０４,６１９ 
中学校運営管理業務経費、中学校施設管理経費、中学校就学

援助事業費、中学校ＩＣＴ機器等整備事業費等 

中学校営繕費 ２６８,５７２ 
中学校維持補修業務経費、中学校大規模改修事業費、勇舞中

学校教室改修事業費等 

幼稚園費 ２４９,１３０  

  幼稚園振興費 ２４９,１３０ 幼稚園教育振興事業費（就園奨励費補助金等） 

社会教育費 ６００,８２５  

  

社会教育振興費 １２,７４８ 
高齢者学級開催事業費、家庭教育講座開催事業費、生涯学習

まちづくり推進講座開催事業費等 

青少年対策費 １７５,０２２ 
青少年健全育成事業費、青少年会館施設管理経費、青少年非

行防止事業費、千歳サケのふるさと館リニューアル事業費等 

公民館費 ２４,３７３ 公民館管理運営業務経費、公民館分館管理運営業務経費等 

文化振興費 ２７,３４４ 

埋蔵文化財センター管理業務経費、文化活動支援事業費、上

長都文化財収蔵施設維持管理業務経費、国指定史跡整備事業

費等 

図書館費 １３２,１６５ 図書館施設管理経費、小中学校司書配置事業費等 

市民文化センター費 ２２９,１７３ 
市民文化センター・市民ギャラリー施設管理経費、市民文化セン

ター音響・照明設備整備事業費（リース料）等 

保健体育費 ８４５,４１３  

  

保健体育総務費 ３２,４１１ 児童・生徒健康診断事業費、就学援助事業費等 

給食センター費 ３４２,３０３ 
給食センター施設管理業務経費、給食提供業務経費、給食セン

ター施設整備事業費等 

体育振興費 ４７０,６９９ 
スポーツ普及推進事業費、スポーツ施設管理業務経費、温水

プール施設管理経費、総合武道館改修事業費等  

 



 ２１ 

Ⅳ 学 校 教 育 

〔１〕学校教育の主な施策 
 
１ ふるさと千歳への感謝と希望を育てる 

 

            

 

                                 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに自己有用感

を育てる教育の推進 

千歳市の特色を生かした

教育活動の推進 

・千歳市の特色を生かした教育課程の編成 

・子どもの活動が見える場の創出 

・地域の人材の積極的な活用 

・発展する千歳のまちを知る取組 

認め合い高め合う学年・

学級経営の推進 

教育相談体制の充実 

いじめ・不登校問題への

取組の充実 

学校施設の充実 

防災・安全教育の推進 

安全・安心な教育環境

の充実 

就学(修学)支援の充実 

家庭の教育力の向上 

幼児教育・子育て支援の

充実 

家庭の教育力の向上へ

の支援の充実 

地域の教育力の向上 

・学校目標の実現を目指す学年・学級経営の充実 

・ハイパーＱＵ検査の活用 

・生活・学習規律の徹底 

・子どもの努力を認め褒める活動の推進 

・スクールカウンセラーの配置 

・心の教室相談員の配置 

・専門相談員及びスクールカウンセラーによる教

育相談の実施 

 ・「なかよしさわやかＤＡＹいじめシンポジウム」の開催 

・人権教室の開催 

・学校適応指導教室「おあしす」の充実 

・情報モラル教育の推進 

・学校いじめ防止基本方針の推進 

・学校施設の適切な維持管理 

・非構造部材の耐震化 

・学校施設の大規模改修 

・防災意識を高める防災教育の充実 

・地域や小中学校が連携した避難訓練 

・交通安全教育の充実 

・防犯教育の充実 

 
・就園・就学支援の充実 

・就学金制度の充実 

・学校と家庭との連携の緊密化 

・保護者による学習支援への参加促進 

・家庭における生活習慣・学習習慣の形成 

・「子ども観」「教育観」を共有する懇話会の開催 

・幼保小連携の促進 

・子育てに困難を抱えている家庭への支援 

・学校と地域の連携促進 

・学校と地域の意見交流の促進 

・学校からの情報発信 

・町内会活動への参加促進 

・「千歳っ子見守り隊」と学校の連携 

・安全に関する児童生徒の自治的な活動 

子どもたちの安全・安心を

確保する体制づくりの推進 



 ２２ 

 

 

２ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・学校間の交流の促進 

・学校指導訪問の充実 

・学校力向上の推進 

・地域による学校支援事業の充実 

・学校の自己評価の充実 

・子どもによる授業評価の推進 

・学校評議員・学校関係者評価委員の活用 

・授業改善につながる校内研修の充実 

・教職員研修の充実 

・コンプライアンスの徹底 

・小中連携の促進 

・幼保小連携の促進（再掲） 

・小中学校が連携した家庭学習の手引きの作成 

・関係機関・団体との連携 

・市民団体や企業など様々な機関や団体との連

携の充実 

・ＩＣＴ教育環境の整備 

・教員のＩＣＴ活用能力向上支援体制の充実 

・ＩＣＴ機器の活用 

・環境問題への理解の促進 

・環境に配慮して主体的に行動する態度の育成 

・教員の指導力・英語力の向上 

・小学校外国語活動の充実 

・コミュニケーション能力の育成 

 
・イングリッシュキャンプの実施 

・外国語の文化に触れ合う機会の充実 

・姉妹都市や姉妹校との交流事業の推進 

新しい時代に対応した学

校改善の推進と「学校

力」の向上 

学校組織の活性化に向

けた取組の推進 

開かれた学校づくりの推進 

教職員の資質・能力の向上 

学校間の連携・接続の推進 

関係機関団体との連携

協力の推進 

社会の変化に対応する力

を育成する教育の推進 

ＩＣＴ教育の充実 

環境教育の推進 

国際社会に生きる人材

を育成する教育の推進 

外国語教育の充実 

国際理解教育の充実 



 ２３ 

 

 

３ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる 

 

・授業改善の促進 

・個に応じたきめ細かな学習指導 

・補充的な学習サポートの実施 

・学習支援員の配置 

・ＩＣＴ機器の活用（再掲） 

・ｅ-ランニングの活用 

・授業評価の活用 

・家庭学習の手引きの作成（再掲） 

 

・「道徳の時間」の授業公開 

・人権教室の充実と推進 

・体験を生かした指導課程の工夫 

・一斉読書の推進 

・関係機関や団体等との連携 

・学校図書館に係る指導体制の充実 

・学校図書館司書の配置体制の充実 

・千歳市アクティブスクール事業の推進 

・キャリア教育の推進 

・児童会・生徒会主催のボランティア活動の充実 

・サイエンス会議の充実 

・コーディネーション運動の推進 

・新体力テストの実施 

・１校１実践の推進 

・食に関する指導の充実 

・「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

・学校給食における地産地消の推進 

・安全・安心な給食の提供 

・健康指導の充実 

・性教育・薬物乱用防止教育の充実 

・学校保健委員会の充実 

・フッ化物洗口の普及・推進 

・校内特別支援委員会の充実 

・特別支援教育支援員の適正配置 

・特別支援コーディネーター会議の推進 

・児童生徒ヘルパーの適正配置 

・「個別の教育支援計画」等の作成と活用 

・専門家チームによる巡回相談の実施 

・校種間の連携や交流教育の推進 

確かな学力を育成する

教育の推進 

確かな学力を育成する教

育の推進 

学ぶ意欲を高める指導の

充実 

道徳教育の充実 

読書活動の推進 

豊かな心を育成する教

育の推進 

体験的な活動の充実 

体力・運動能力の向上 

食育の推進 

健やかな身体を育成す

る教育の推進 

健康教育の推進 

特別支援教育の体制整

備 

一人ひとりの教育的ニー

ズを踏まえた指導の充実 

特別支援教育の推進 



 ２４ 

 

〔２〕児童生徒数の推移 

１ 小 学 校 

 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

千歳小 ２９５ ２９０ ２７９ ２８０ ２９７ ３０１ ３０６ ３４１ ３２５ ３２１ ３０３ 

北進小 ２９ ２７ ３７ ４０ ３８ ４１ ３６ ３２ ２８ ２９ ３５ 

北栄小 ２９２ ２８３ ２７６ ３０５ ３０４ ２９５ ２７３ ２６７ ２６６ ２５２ ２４０ 

末広小 ４３５ ４４３ ４５１ ４５５ ４８１ ４６３ ４６６ ４６７ ４８５ ４９９ ４９７ 

緑 小 ３２２ ３３４ ３４９ ３４８ ３４９ ３５９ ３８０ ３９２ ４１４ ４３０ ４３６ 

千歳第二小 ４８０ ４９４ ４７３ ４４４ ４１９ ３９２ ３８０ ３３９ ３３９ ３２１ ３２４ 

駒里小 １３ １０ ８ １１ １４ １１ ８ ９ ８ １０ １２ 

長都小 ５ - - - - - - - - - - 

支笏湖小 ９ １１ １１ １２ １２ １１ １２ １１ １３ １５ １６ 

日の出小 ６８０ ６８１ ６７３ ６５５ ６４３ ６１６ ５８８ ５６４ ５２３ ４９２ ４５４ 

信濃小 ４４７ ４５７ ４４６ ４３３ ４２８ ４４５ ４５２ ４４２ ４３４ ４２６ ４２９ 

高台小 ３３０ ３２５ ３２４ ３０６ ３０３ ３１５ ３０４ ２９９ ３０８ ３０６ ２９０ 

東 小 ２７ ２２ ２７ ２８ ２８ ２８ ２９ ２７ ２５ ２６ ２８ 

祝梅小 ４８５ ４７２ ４３４ ４２１ ３８２ ３７６ ３３４ ３２８ ３１８ ３１６ ３００ 

桜木小 ５３２ ５４７ ５３２ ５２７ ４９７ ４７１ ４４３ ４２５ ４００ ３７１ ３５７ 

向陽台小 ２７２ ２６４ ２５０ ２３３ ２２０ ２１３ １９１ １６９ １７４ １７７ １６７ 

北陽小 ５９４ ６５２ ７０３ ７４１ ８２６ ９４６ １,０１５ １,１１７ １,１８５ １２６４ １,３１７ 

泉沢小 ５９５ ５７９ ５１３ ５０５ ４５４ ４２７ ３９７ ３４１ ３２３ ３０５ ２９９ 

合 計 ５,８４２ ５,８９１ ５,７８６ ５,７４４ ５,６９５ ５,７１０ ５,６１４ ５,５７０ ５,５６８ ５,５６０ ５,５０４ 

 

２ 中 学 校 

 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

千歳中 ４３９ ４４４ ４５２ ４４６ ４５４ ４６２ ４８５ ４７６ ５６７ ５５８ ５５１ 

北進中 １６ ２１ ２４ ２４ ２０ ２２ ３１ ３６ ３８ ３０ ３１ 

青葉中 ５５０ ５３２ ５１８ ５３６ ５４６ ５３３ ５０７ ４６９ ４５１ ４３１ ４４０ 

東千歳中 １９ １５ １１ １２ ９ １１ １５ １３ １２ ８ ７ 

長都中 ７ - - - - - - － － － － 

駒里中 １２ ８ ９ １１ １０ ９ ８ ９ ９ ８ １２ 

真町中 ９３ ８０ ８３ ９１ ９１ ９３ ８１ ８９ - - - 

富丘中 ７７２ ８３０ ８５０ ９００ ８９９ ８９９ ８７２ ９３６ ５３６ ５３１ ５０２ 

北斗中 ３４０ ３４６ ３７８ ３８２ ３９３ ３７６ ３７５ ３７１ ３７６ ３６０ ３４４ 

向陽台中 ４４３ ４４１ ４３３ ４１２ ４１３ ３７９ ３９５ ３８６ ３４４ ２９６ ２５０ 

勇舞中 - - - - - - - - ４２６ ４７７ ５１１ 

合 計 ２,６９１ ２,７１７ ２,７５８ ２,８１４ ２,８３５ ２,７８４ ２,７６９ ２,７８５ ２,７５９ ２,６９９ ２,６４８ 

                         ※児童生徒数は各年度５月１日現在の学校基本調査による 



 ２５ 

〔３〕市内小中学校の変遷 

 千歳小学校 駒里小学校 長都小学校 泉郷小学校 幌加小学校 

 

 

明 

 

 

治 

 

(明治１２.１０.１５） 

寺子屋式教育開

始 

     ↓ 

（明治１３.４） 

千歳教育所 

     ↓ 

（明治２２） 

千歳簡易小学校 

     ↓ 

（明治２８） 

千歳尋常小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（明治３１.４） 

寺子屋式私塾 

     ↓ 

（明治３３.６） 

千歳尋常小分教場 

     ↓ 

（明治３９.９） 

阿宇砂里簡易教育

所 

     ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(明治３２.９) 

私立教育所 

     ↓ 

（明治３３.１１.２１） 

長都簡易教育所 

     ↓ 

(明治３４.６.３) 

長都尋常小学校 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(明治３３.６.８) 

嶮淵簡易教育所 

     ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(明治３３.９.２４)   

幌加簡易教育所 

    ↓ 

大 

 

正 

（大正７.１２） 

高等科設置 

 

 

 

(大正６.４.１) 

阿宇砂里尋常小学

校 

 

             (大正１５.５.１) 

             釜加特別教授場 

(大正６.４) 

嶮淵尋常小学校 

     ↓ 

(大正１２.４) 

高等科設置 

 

(大正５.１０.２５)   

幌加尋常小学校  

昭 

 

 

和 

 

 

 

 

 

（昭和１６.４） 

千歳国民学校 

    ↓ 

（昭和２２.４） 

千歳小学校 

 

 

 

 

 

 

(昭和１６.４) 

阿宇砂里国民学校 

    ↓ 

(昭和２２.４) 

阿宇砂里小学校 

     ↓ 

（昭和２７.４.１） 

駒里小学校 

 

(昭和７)統合 

     ↓ 

(昭和１５.６) 

高等科設置 

     ↓ 

(昭和１６.４) 

長都国民学校 

     ↓ 

(昭和２２.４) 

長都小学校 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和１６.４） 

嶮淵国民学校 

     ↓ 

(昭和２２.４) 

嶮淵小学校 

     ↓ 

(昭和２７.４.１) 

泉郷小学校 

     ↓ 

(昭和４３.３.３１) 

第二小学校へ統合 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和１６.４)     

幌加国民学校   

高等科設置  

    ↓ 

(昭和２２.４)     

幌加小学校    

 

 

 

(昭和４６.１.１)    

東小学校     

 

 

 

 

 

 

平 

 

成 

(平成５.４.１) 

中央小学校を統

合 

 

 

 

現在に至る 

 

 

 

 

 

現在に至る 

(平成１７.３.３１) 

北陽小学校へ統合 

  



 ２６ 

 協和小学校 中央小学校 水明小学校 東丘小学校 千歳第二小学校 千歳鉱山小学校 

明 

 

 

治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(明治３４.１２.１) 

近唐教育所 

    ↓ 

 

 

(明治２６年ころ) 

説教所で寺子屋 

 

 

 

 

 

(明治３５.４) 

木臼簡易教育所 

     ↓ 

 

 

 

 

  

 

大 

 

 

正 

（大正６.４.１） 

近唐尋常小学校 

 

 

 

(大正６.４.１) 

木臼尋常小学校 

(大正元.１０) 

烏柵舞特別教授所 

     ↓ 

(大正６.１２) 

私立王子尋常小学校 

     ↓ 

(大正１２.４) 

高等科設置 

     ↓ 

 

 

 

 

(大正７.６.６) 

新嶮淵尋常小学校 

 

 

 

(大正９.１２.１３)   

千歳小学校根志越分

教場 

     ↓ 

(大正１３) 

根志越特別教授所 

 

 

昭 

 

 

 

和 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和１６.４） 

近唐国民学校 

    ↓ 

（昭和２２.４） 

近唐小学校 

 

 

 

 

(昭和２７.４.１) 

協和小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和４６.１.１) 

東小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和１６.４) 

木臼国民学校 

    ↓ 

(昭和２２.４) 

木臼小学校 

 

 

 

 

（昭和２６.４.１） 

中央小学校 

 

 

(昭和６.４) 

烏柵舞尋常高等小学校 

     ↓ 

(昭和１１.１１.３０) 

千歳鉱山特別分教場設

置 

     ↓ 

(昭和１６.４) 

烏柵舞国民学校 

     ↓ 

(昭和２２.４) 

烏柵舞小学校 

    ↓ 

(昭和２２.１２.２５) 

支笏湖畔分教場設置 

     ↓ 

(昭和２６.４) 

水明小学校 

     ↓ 

(昭和３４.２.１) 

藤の沢分校設置 

     ↓ 

(昭和３９.３.３１) 

支笏湖小学校へ統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和１６.４） 

新嶮淵国民学校 

高等科設置 

     ↓ 

(昭和２２.４) 

新嶮淵小学校 

 

     ↓ 

 

(昭和２７.４.１) 

東丘小学校 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和４６.１.１) 

東小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和２１.４)     

千歳第二国民学校    

     ↓ 

(昭和２２.４) 

千歳第二小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和４３.４.１)    

泉郷小学校を統合     

 

 

 

 

 

(昭和１１.１１.３０) 

烏柵舞尋常高等小千

歳鉱山特別教授所 

     ↓ 

(昭和１２.１０.１) 

千歳鉱山尋常高等小

学校 

     ↓ 

(昭和１６.４) 

千歳鉱山国民学校 

     ↓ 

(昭和２２.４) 

千歳鉱山小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和５３,３.３１) 

廃校 

平 

 

成 

 (平成５.３.３１) 

千歳小学校へ統合 

   

 

 

 

 

 

 

現在に至る 

 



 ２７ 

 

 蘭越小学校 支笏湖小学校 千歳第三小学校 北栄小学校 末広小学校 緑小学校 

昭 

 

和 

(昭和２１.１１.２０) 

蘭越国民学校 

     ↓ 

(昭和２２,４) 

蘭越小学校 

     ↓ 

(昭和５３.３.３１) 

緑小学校へ統合 

(昭和２２.１２.２５) 

烏柵舞小学校支笏

湖畔分教場 

     ↓ 

(昭和２４.１.２９) 

支笏湖小学校 

     ↓ 

(昭和３９.４.１) 

水明小学校を統合 

現在に至る 

(昭和２３.６) 

開校 

     ↓ 

(昭和４３.７.１８) 

信濃小学校へ統合 

 

(昭和２８.５.２５) 

開校 

現在に至る 

 

(昭和３１.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和３２.４.１) 

開校 

     ↓ 

(昭和５３.３.３１) 

蘭越小学校を統合 

現在に至る 

 藤の沢小中学校 北進小中学校 日の出小学校 信濃小学校 高台小学校 東小学校 

昭 

 

 

 

和 

(昭和３４.４.１) 

水明小中学校藤の沢

分校 

    ↓ 

(昭和３９.３.３１) 

水明中藤の沢分校水

明中学校へ統合 

     ↓ 

(昭和３９.４.１) 

千歳小学校藤の沢分

校 

     ↓ 

(昭和４１.４） 

藤の沢小学校 

    ↓ 

(昭和４２.３.３１) 

廃校 

(昭和３５.５.５) 

千歳小学校特殊学

級 

     ↓ 

(昭和３７.４.１) 

千歳中学校特殊学

級併設 

     ↓ 

(昭和４０.１０.１) 

千歳小中北栄分校 

     ↓ 

(昭和４６.４.１) 

北進小中学校 

現在に至る 

(昭和４１.１２.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和４３.４.１) 

開校 

     ↓ 

(昭和４３.７.１８) 

千歳第三小学校を統

合 

現在に至る 

(昭和４５.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和４６.１.１) 

幌加、協和、東丘の

３校を統合して開校 

現在に至る 

 祝梅小学校 桜木小学校 向陽台小学校 北陽小学校 泉沢小学校 長都中学校 

昭 

和

・

平

成 

(昭和５１.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和５３.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和５７.４.１) 

開校 

現在に至る 

(平成６.４.１) 

開校 

     ↓ 

(平成１７.４.１) 

長都小学校を統合 

現在に至る 

(平成９.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和２２.４.１) 

千歳中学校長都分

校として小学校に併

置 

↓ 

(昭和３０.５.２３) 

長都中学校として独

立 

↓ 

(昭和５２.４.１) 

長都小中学校 

↓ 

(平成１７.３.３１) 

富丘中学校へ統合 

 

 千歳中学校 東千歳中学校 青葉中学校 千歳鉱山中学校 駒里中学校 泉郷中学校 

昭 

和 

・ 

平

成 

(昭和２２.６.４) 

開校 

     ↓ 

(昭和４１.４.１) 

水明中学校を統合 

     ↓ 

(昭和４３.４.１) 

泉郷中学校を統合 

↓ 

(平成２４.４.１) 

真町中学校を統合 

現在に至る 

(昭和２２.６.５) 

幌加中学校として小

学校に併置 

     ↓ 

(昭和２７.４.１) 

東千歳中学校 

現在に至る 

(昭和３２.８.２９) 

開校 

現在に至る 

(昭和２２.４.１) 

千歳中学校鉱山分校

として小学校に併置 

     ↓ 

(昭和２５.４.１) 

千歳鉱山中学校 

     ↓ 

(昭和５３.３.３１) 

廃校 

(昭和２５.１２) 

千歳中学校阿宇砂

里分校として小学校

に併置 

     ↓ 

(昭和２７.４.１) 

同 駒里分校 

     ↓ 

(昭和３１.１.１) 

駒里中学校として小

学校に併置 

現在に至る 

(昭和２２.４.１) 

千歳中学校嶮淵分

校として小学校に併

置 

     ↓ 

(昭和２７.４.１) 

同 泉郷分校 

     ↓ 

(昭和３１.１.１) 

泉郷中学校 

     ↓ 

(昭和４３.３.３１) 

千歳中学校へ統合 



 ２８ 

 

 中央中学校 水明中学校 真町中学校 富丘中学校 北斗中学校 向陽台中学校 

 

 

昭 

和 

・ 

平

成 

(昭和２２.５.１３) 

千歳中学校木臼分

校として小学校に併

置 

     ↓ 

(昭和２６.４.１) 

同 中央分校 

     ↓ 

(昭和３１.１.１) 

中央中学校 

     ↓ 

(昭和４７.３.３１) 

真町中学校へ統合 

(昭和２４.４.８) 

千歳中学校烏柵舞

分校として小学校に

併置 

     ↓ 

(昭和２６.４.１) 

同 水明分校 

     ↓ 

(昭和３１.１.１) 

水明中学校 

     ↓ 

(昭和３４.２.１) 

藤の沢分校設置 

     ↓ 

(昭和３９.４.１) 

藤の沢分校を統合 

     ↓ 

(昭和４１.３.３１) 

千歳中学校へ統合 

(昭和４７.１.１) 

開校 

     ↓ 

(昭和４７.４.１) 

中央中学校を統合 

↓ 

(平成２４.３.３１) 

千歳中学校へ統合 

 

(昭和５０.４.１) 

開校 

現在に至る 

↓ 

(平成１７.４.１) 

長都中学校を統合 

現在に至る 

 

(昭和５９.４.１) 

開校 

現在に至る 

(昭和６２.４.１) 

開校 

現在に至る 

 勇舞中学校      

平

成 

(平成２４.４.１) 

開校 

現在に至る 

     

 

 



 ２９ 

〔４〕学校の概要 

１ 小 学 校 

 

千 歳 小 学 校 

 

所在：千歳市本町3丁目4番地の1 

電話：０１２３-２３-２１８１ 

創設：明治１２年１０月１５日 

面積：校地１５,０８９㎡、校舎５,３０９㎡ 

校長名 柴 口 史 子 教頭名 山 田  聡 

教職員数 
教員１６名 養護 １名 

事務 １名 栄養 １名 

学級数 

児童数 

１２学級 

３０３名 

教育目標 

自然や人とふれ合い、心豊かに 明日に向かってみがきあう 

～私たちは、誇り高い千歳小学校の子どもです～ 

○すすんで学ぶ子 ○思いやりのある子 

○意志の強い子   ○きたえる子 

【重点目標】 自ら学び つながり合いを大切にし たくましく生きる子どもの育成 

研究主題 自己肯定感を高める指導法の工夫～道徳授業の充実を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 「共に生きる」を総括テーマとする総合的な学習の時間「あおば学習」の推進 

（１）国際理解教育 

  ○３年～世界のくらし      ○４年～世界の子ども・学校 

  ○５年～守ろう地球の宝物  ○６年～世界の人と手をつなごう 

  ○アメリカアラスカ州サンドレイク小学校との交流 ２６年６月訪問団来訪 

（２）自然学習 

  ○青葉公園での自然活動を軸とした、調査・発表等活動 

（３）学年テーマ学習 

  ○３年～福祉  ○４年～郷土理解  ○５年～千歳市の自然と深川市の自然 

  ○北海道の歴史 

（４）情報教育   

２ 全校朝学習「きらめきタイム」の実践 

３ なわとび「二重跳びチャレンジ」（朝チャレ） 

４ 無言清掃の実施（月２回 ピカルンデー） 

沿  革 

 
明治１２年１０月 寺子屋式教育を始める 

明治１３年 ４月 千歳教育所となる 

明治２８年 ３月 千歳尋常小学校となる 

昭和２２年 ４月 千歳小学校となる 

昭和５３年１０月 開校１００年記念式典挙行 

平成元年  ２月 開校１１０年･体育館完成記念式典挙行 

平成 ６年 ６月 サンドレイク小学校児童他２９名来校 相互訪問開始 

平成 ９年 ３月 本校児童他５４名、サンドレイク小学校訪問 

平成１０年 ５月 石狩教育研究所「総合学習」研究協力校 

平成１５年１１月 石教研学校課題研究発表会開催 

平成１８年 ６月 サンドレイク小学校児童他４６名来校 

平成２０年 １月 サンドレイク小学校訪問（本校児童 他２６名） 

平成２１年 ６月 サンドレイク小学校児童他４２名来校 

１０月 耐震化大規模改修工事完了 

平成２３年 １月 サンドレイク小学校訪問（本校児童他２４名）  

平成２４年 ６月 サンドレイク小学校児童他３５名来校 

平成２６年 １月 サンドレイク小学校訪問（本校児童他２２名）  



 ３０ 

 

 

北 進 小 学 校 
 

所在：千歳市北栄１丁目２番６号 

電話：０１２３-２３-３４３９ 

創設：昭和３５年５月５日 

面積：校地１１,３４１㎡、校舎２,６０７㎡ 

校長名 白 川  純 教頭名 丸 山 真嗣典 

教職員数       
教員１０名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

知的障がい４学級２６名 

自閉症・情緒障がい２学級９名 

計６学級３５名 

（通級指導教室 １学級 １７名） 

教育目標 

～２１世紀を、自分のよさを発揮し、広く豊かに生きる子どもの育成～ 

・たしかに学ぶ子（知） 

・かかわりをもてる子（情） 

・たくましく生きる子（意・体） 

研究主題 
学んだことが日常生活に活きる算数・数学科の授業を目指して 

― 「数と計算」のつまずきを分析し、般化へのアプローチを考察 ― 

特色ある 

教育活動 

１ 特別支援学級のみの学校としての特徴を活かした小中一貫教育の推進 

２ 一人ひとりの発達段階に応じた教科指導の充実 

 （国語・算数のグループ別学習） 

３ 将来の社会参加を見通したキャリア活動の充実 

（勤労・生涯学習、フィールドワークなど） 

４ 他校の児童生徒や地域の老人との交流学習 

５ 他校の児童生徒を含めた教育相談・通級指導 

沿   革 

 
昭和３５年 ５月 児童会館内に千歳小学校特殊学級として発足 

昭和３８年１２月 北栄１丁目２番６号に新校舎落成移転 

昭和４０年１０月 千歳小・千歳中の北栄分校となる 

昭和４６年 ４月 北進小中学校として独立 

昭和４９年 ４月 言語治療教室緑小に移設 開校１５周年記念式典挙行 

昭和５８年 ４月 情緒障害学級開設 

平成 ３年 ３月 開校３０周年･校舎増築･新体育館 完成記念式典挙行 

平成１４年 ２月 開校４０周年記念祝賀会 

平成１８年 ２月 北海道教育実践表彰受賞 

４月 通級指導教室を開設 

平成２３年１２月 開級５０周年・開校４０周年をお祝いする会 

平成２４年 ７月 校舎耐震工事開始（～１０月２２日完了） 

        ８月 避難訓練（地震）・保護者引き渡し訓練 



 ３１ 

 

 

北 栄 小 学 校  

 
所在：千歳市北栄１丁目１０番２号 

電話：０１２３-２３-４１３８ 

創設：昭和２８年５月２５日 

面積：校地３０,３０２㎡、校舎６,０３３㎡ 

校長名 河 野 修 一 教頭名 加 藤 敏 幸 

教職員数       
教員２０名 養護 １名 

事務 ２名 

学級数 

児童数 

１２学級 

２４０名 

（うち特別支援学級４学級２６名） 

教育目標 

○主体的に工夫して学習する子ども   （進んで学習する子ども） 

○情操に富み創造的な子ども      （豊かな心をもった子ども） 

○連帯感を深め責任ある行動をする子ども（なかまを大事にする子ども） 

○体力の向上に努め、健康で明るい子ども（健康で明るい子ども） 

○勤労を愛する子ども         （みんなといっしょに働く子ども） 

【重点目標】自主自律的に学習活動に取り組む子どもの育成 

研究主題 
意欲を持って学習に取り組む子どもの育成 

～わかる・できる喜びを実感できる授業づくりをめざして～ 

特色ある 

教育活動 

１ 特別支援学級（知的障がい、情緒障がい）「たんぽぽ学級」を併設し、普通学級との日常

的な交流のほか、総合的な学習の時間に位置づけた交流の機会をもち共に生きるための

相互理解の場としている。 

２ 三大検定「漢字検定」「計算検定」「なわとび検定」を実施し、基礎学力向上及び体力向

上を図っている。 

３ 縦割り班を活用した異学年交流活動を推進している。 

・総合的な学習の時間、各種集会活動等、障がい児学級（たんぽぽ学級）交流 

４ 管内屈指のスクールバンドを有し、情操豊かな子どもの育成に努めている。 

・定期演奏会、校内諸行事での発表、各種コンクール、地域行事への参加 

沿   革 

 
昭和２８年 ５月 千歳小学校より分離し９学級で開校 

昭和４８年 ５月 情緒障がい児学級新設 

昭和５５年 ６月 スクールバンド結成 

平成１５年１１月 開校５０周年記念式典挙行 

平成１７年 ２月 石狩教育局長表彰受賞（スクールバンド） 

平成１８年 ３月 「北栄小子どもを見守り隊」発足 

平成１９年１０月 緑化事業「げん気の森」完成式典 

平成２１年１１月 全日本小学校バンドフェスティバル全国大会出場 

平成２２年１１月 全日本小学校バンドフェスティバル全国大会出場 

平成２３年 ７月 全日本吹奏楽コンクール札幌地区大会銀賞受賞 

１０月 北海道小学校バンドフェスティバル旭川大会金賞受賞 

１２月 第３１回定期演奏会（児童合唱に１２５名参加） 

平成２４年 ７月 中西圭三＆ＳＥＡＳＯＮＳ、スクールバンドによるジョイントコンサート 

８月 全日本吹奏楽コンクール札幌地区大会金賞受賞 

１０月 北海道小学校バンドフェスティバル旭川大会銅賞受賞 

１２月 第３２回定期演奏会（児童合唱に１００名参加） 

平成２５年 ８月 全日本吹奏楽コンクール札幌築大会銀賞受賞 

１２月 第３３回定期演奏会（児童合唱に９５名参加） 

 

 

 



 ３２ 

 

 

末 広 小 学 校 
 

所在：千歳市富丘２丁目６番２号 

電話：０１２３-２３-４１２７ 

創設：昭和３１年４月１日 

面積：校地２２,００５㎡、校舎５,９３１㎡ 

校長名 山 口  輝 教頭名 今 井 正 樹 

教職員数 
教員２２名 養護 １名 

事務 １名 栄養 １名 

学級数 

児童数 

１７学級 

４９７名 

教育目標 

○進んでやりぬく子 

○えがおで元気な子 

○広い心でやさしい子 

○六年間を自ら学ぶ子 

【重点目標】ふれ合い、高め合いの中から、確かな学力と思いやりの心を育む 

研究主題 
伝え合い、自ら学ぶことができる子どもの育成 

～算数科を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ アイヌ文化学習（総合的な学習、生活科） 

  全学年のカリキュラムとして編成し、本物に触れる体験重視の学習活動を軸にふるさとを

愛し、自然や命を大切にする心を育み、生き生きと学習する子どもの育成に努めている。ま

た、地域人材の導入や保護者・地域の人々の学習支援を目指し、学校・家庭・地域が一

体となった教育活動の創造に努めている。 

２ 福祉教育への取り組み（お年寄りとの交流） 

地域の老人福祉施設や老人クラブの人たちと交流し、人と人との温かいふれあいを深め

るとともに、地域社会の一員としての自覚と連帯感を育てている。 

３ 授業の工夫改善 

個に応じた指導の工夫を進め算数等での習熟度別指導による基礎基本の定着、地域

人材活用やゲストティーチャーによる多様な授業の充実と創造を図る。 

沿   革 

 
昭和３１年 ４月 新設開校 

           ８月 開校記念式典挙行 

昭和４９年 ３月 現在地に校舎移転 

平成 ８年１１月 開校４０周年をお祝いする会挙行 

平成１０年 ３月 北海道教育実践表彰受賞 

平成１５年 ９月 千歳市「花いっぱいコンクール」最優秀賞受賞 

平成１９年 ２月 石狩教育局 教育実践奨励表彰 

        ５月 千歳市「花いっぱいコンクール」最優秀賞受賞 

平成２０年 ５月 北海道教育実践表彰受賞 

平成２１年 ３月 多目的トイレ完成 

        ９月 「ねんりんピック」参加 

平成２２年 ８月 道議会議員アイヌ文化学習視察 

９月 全国人権教育指導主事研究協議会にて発表 

平成２３年 ６月 ユネスコスクール認定 

１０月 ふるさと教育推進事業実践校 

平成２４年 ２月 朝日のびのび教育賞受賞 

平成２５年 ４月 学童・生徒のボランティア活動普及事業協力校 

平成２６年 １月 アイヌ文化資料室「チセ」の茅葺き全面改修及び復元完了 

 

 



 ３３ 

 

 

緑 小 学 校 
 

所在：千歳市緑町４丁目４番１号 

電話：０１２３-２３-４１０７ 

創設：昭和３２年４月１日 

面積：校地１９,３２８㎡、校舎６,４９８㎡ 

校長名 杉 本  功 教頭名 高 橋 雅 城 

教職員数 
教員２３名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

１４学級 

４３６名 

（通級指導教室 ４学級 ４８名） 

教育目標 

～ 私たちは 未来へと進む 緑小の子ども ～ 

・なかよく元気に遊びます‥‥‥ か ら だ（体） 

・すすんで学び考えます‥‥‥‥ あ た ま（知） 

・めあてをもって努力します‥‥ 生きる力（意） 

・人や地球にやさしくします‥‥ こ こ ろ（情） 

研究主題 
思いや考えを自分の言葉で表現できる子どもの育成 

 ～基礎基本の定着を目指した「書くこと」の指導を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ ボランティア活動（地域別異学年グループによる清掃・美化活動） 
２ 地域の施設・人材を活用した授業 
３ 千歳科学技術大学の教授や学生との交流授業 
４ カヌー体験（プールや河川の水に対する安全教育） 
５ 全学年でのアイヌ文化学習 
６ ユネスコスクール登録 

沿   革 

 
昭和３２年 ４月 新設開校 
昭和４９年 ４月 言語治療教室開設 
昭和５２年 ９月 開校２０周年記念式典挙行 
昭和５３年 ４月 蘭越小学校と統合 
昭和５９年 １月 校舎増改築工事完了・引っ越し 
昭和６２年１１月 開校３０周年記念式典挙行 
平成 ７年 ４月 言語通級指導学級開始 
平成１７年１０月 文部科学省指定 心に響く道徳教育研究会開催 

石狩管内教育実践奨励表彰受賞 
平成１８年 ５月 千歳っ子見守り隊発足 
平成１９年１２月 開校５０周年記念式典挙行 
平成２０年 ３月 北海道PTA広報誌コンクール審査員特別賞（北海道新聞社賞） 

お話し会「ぴっころ」開始 
１２月 千歳市学校課題研究発表会開催 

平成２１年 ５月 あそびの日in千歳会場 

８月 花いっぱいコンクール「優秀賞」受賞 

平成２３年 ３月 ユネスコスクールに加盟 

平成２４年 ４月 「学校力向上に関する総合事業」における近隣校に指定 

        ５月 千歳市人権委員会から「人権の花」の贈呈 

       １０月 お話会ぴっころ１０周年記念 

平成２５年 ９月 車椅子１台を千歳市社会福祉協議会へ寄贈（リングプル回収取組） 

 

 

 

 

 



 ３４ 

 

 

千 歳 第 二 小 学 校 
 

所在：千歳市清流１丁目４番１号 

電話：０１２３-２３-１９７１ 

創設：大正９年１２月１３日 

面積：校地２５,６９３㎡、校舎４,９５０㎡ 

校長名 津 山 功 一 教頭名 安 栄 智 裕 

教職員数 
教員１６名 養護１名 

事務１名 

学級数 

児童数 

１２学級 

３２４名 

教育目標 

○よく考え 進んで学習する子 

○明るく 思いやりのある子 

○ねばり強く たくましい子 

研究主題 
『自分の考えを相手にわかりやすく表現する子どもの育成』 

～話し合い活動をとおして～ 

特色ある 

教育活動 

１ ＴＴ・少人数指導の実施 
（１）学習意欲の向上、個人差の解消を目指すと共に、基礎的・基本的な知識・技能の確実
な定着を図る。（算数科・体育科） 

（２）千歳市学習支援員配置事業による少人数指導の実施（算数科） 
２ 特別支援教育の充実 
（１）校内の特別支援体制の整備と共に、スクールカウンセラー・特別支援教育支援員・心の
教室相談員を効果的に活用し、子どもや保護者に対する教育相談の充実を図る。 

３ パワーアップ学習（朝の１０分間学習）放課後補充学習の取り組み 
（１）朝の短時間、放課後を活用して集中して取り組むことにより、学習のつまずきの克服や読
書活動への意欲向上を図る。 

４ 地域の人材や団体との交流を通した豊かな体験の機会の拡大 
（１）地域の老人クラブ（清流親和会）との交流（昔の遊び・花壇づくりなど） 
（２）地域の人材を講師として・・サケのふるさと館（学芸員）の協力により、サケの誕生と成長（
受精卵→艀化→稚魚）の体験学習と千歳川への稚魚放流活動。 

（３）アイヌ文化の学習・・伝統楽器（ムックリ）づくりやサケの解体体験など。 
（４）幼稚園（児）との交流・・近隣の幼稚園との相互交流。 

沿   革 

 
大正 ９年１２月 千歳尋常小学校根志越分教場として開校 

昭和２１年 ４月 千歳第二国民学校として独立 

昭和２２年 ４月  千歳第二小学校となる 

昭和４３年 ４月  泉郷小学校統合 

昭和４５年１２月 開校５０周年記念式典挙行 

平成 ４年 ２月  石狩管内教育実践奨励表彰受賞 

平成１１年 １月 サケの稚魚の飼育開始 

３月 増築校舎完成（第１期） 

平成１２年１１月 開校８０周年記念公開授業研究会 

平成１５年 ４月 少人数指導開始 

平成１８年 ４月 二学期制実施 

平成１９年 ５月 スクールカウンセラー配置事業開始 

１２月 児童用ＰＣ４０台、指導用ＰＣ１台設置 

平成２０年 ４月 特別支援教育支援員配置開始 

平成２２年１２月 開校９０周年記念集会 

平成２３年 ７月 東日本大震災にかかわり仙台市教育委員会へ教員派遣 

           （平成２３年７月１日～平成２４年３月３１日） 

平成２６年 ２月 第１回千歳市エコアクション賞受賞 



 ３５ 

 

 

駒 里 小 学 校 

 

所在：千歳市駒里９４５番地の６ 

電話：０１２３-２３-３２３７ 

創設：明治３９年９月１日 

面積：校地４２,８３３㎡、校舎１,２０７㎡ 

校長名 小 山 寿 樹 教頭名 關 口  涼 

教職員数 
教員 ４名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

３学級 

１２名 

教育目標 

◎ やさしい子 （広い視野をもち、ふるさとや人を愛する子ども） 

◎ 進んで学ぶ子（進んで学び、自ら考え、行動する子ども） 

◎ 元気な子  （たくましい心と体をもった、元気な子ども） 

【重点目標】○「思いやりのある心」と「健康でたくましい体」を育てる。 

○学ぶ意欲と自ら学ぶ力を高め、基礎的知識・技能の活用を含めた「確かな学

力」を身につけさせる。 

研究主題 
  自ら学び自分の力で表現する子どもの育成 

～主体的な学びの中で、自己肯定感を高める言語活動の充実～ 

特色ある 

教育活動 

◎ 学校環境を生かした教育活動の充実・推進 

１ 「総合的な学習の時間」～地域の中での学びをつくる 

（１）農園活動 

（２） 地域の自然、産業、生活、文化等に関する内容に基づいた学習 

２ ボランティア活動 

（１）交通安全キャンペーン、 

（２）学校祭・餅つき会への地域ご老人の招待活動 

（３）リングプル、ペットボトルのキャップ等の回収 

３ 体力づくり 

（１）パークゴルフ 

（２）歩くスキー 

（３）中学校部活との連携（バドミントン） 

沿   革 

 

明治３３年 ６月 千歳尋常小学校阿宇砂里分教場として開校 

明治３９年 ９月 阿宇砂里簡易教育所となる 

大正 ６年 ４月 阿宇砂里尋常小学校として独立 

昭和２２年 ４月 阿宇砂里小学校となる 

昭和２７年 ４月 駒里小学校となる 

平成 ８年 ９月 開校９０周年記念集会挙行 

平成１０年１０月 全道へき地複式・併置校教育研究大会石狩大会会場 

平成１５年 ４月 交通安全キャンペーン表彰 

平成１６年 ９月 交通安全キャンペーン２０年達成 

平成１７年 ８月 大規模改修 

平成１８年１１月 小学校開校１００周年 中学校開校５０周年記念式典、祝賀会開催 

平成１９年 ５月 石狩管内複式校新任者研究大会 

平成２０年 ７月 文科省指定 豊かな体験活動 

平成２１年 ９月 交通安全キャンペーン２５年達成 



 ３６ 

 

 

支 笏 湖 小 学 校 
 

所在：千歳市支笏湖温泉２番地 

電話：０１２３-２５-２７２９ 

創設：昭和２３年１２月１日 

面積：校地１４,９４０㎡、校舎１,６４３㎡ 

校長名 品 田  敏 教頭名 齊 藤 康 輔 

教職員数 
教員 ３名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

３学級 

１６名 

教育目標 

「たくましい心と体をもった 人間性豊かな児童の育成」 

・自ら考え、創造する子ども（知） 

・明るく、協力する子ども （情） 

・根気よく、実行する子ども（意） 

・心身をきたえる子ども  （体） 

【重点目標（学校課題）】 『互いに認め合い 心豊かに 行動する子ども』の育成 

研究主題 
言葉を大切にして表現する子どもの育成 

～調和のとれた表現力の高まりを目指して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 愛鳥モデル指定校～地域の特性を生かし、毎朝の給餌・観察活動、学習・行事との関連

を図る。 

２ ヒメマス学習～地域の特産であるヒメマスを取り上げることで地域の自然環境や産業人々

のくらしを学習し、理科、社会科、生活科、総合学習、行事との関連を図る。 

３ 全校鼓笛隊～鼓笛隊を全校児童で組織し、地域行事に参加することで支笏湖地区に貢

献している自分達に気付かせ、地域住民や観光客へ披露することで自信と意欲を育てる。 

４ 公園清掃～国立公園の清掃を地域住民、敬老会などの人々と行い、環境美化に努めて

いる。 

５ 高知県南国市立奈路小学校との交流（「心の直行便」活動）～ 

一年おきに相互学校訪問し、手紙、作品類、収穫物交流などを通して気候や文化の違いを知り、ま

た、離れた地域の友だち、父母との「心の交流」を行っている。 

沿   革 

 
昭和２２年１２年 烏柵舞小学校支笏湖分教場開校 

昭和２３年１２月 支笏湖小学校の認可 

現在のユースホステルに校舎完成 

昭和２４年 １月 支笏湖小学校の開校式 

昭和２９年 ７月 現在地に校舎完成 

昭和４３年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

昭和４９年 ７月 湖水まつり鼓笛パレード出演 

       １２月 開校２５周年記念式典挙行 

昭和５４年１２月 開校３０周年記念式典挙行 

昭和５７年 ２月 現校舎防音・体育館完成 

昭和６０年 ９月 道複連石狩大会分科会、授業公開 

昭和６２年 ２月 石狩管内教育実践奨励賞受賞 

平成１０年２・８月 南国市立奈路小学校との交流 

              開校５０年記念式・祝賀会挙行 

平成１８年 ５月 北海道社会貢献賞 (野生鳥獣保護功労）受賞 

平成１９年 ５月 野生生物保護功労者表彰 

平成２５年 ５月 愛鳥週間野生生物保護功労者表彰 環境大臣賞 受賞 

 

 



 ３７ 

 

 

日 の 出 小 学 校 
 

所在：千歳市日の出２丁目３番２０号 

電話：０１２３-２３-２６７０ 

創設：昭和４１年１２月１日 

面積：校地２１,９９７㎡、校舎４,８９９㎡ 

校長名 野 原 大 紀 教頭名 蛯 谷 俊 明 

教職員数 
教員２１名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

１５学級 

４５４名 

教育目標 

◎進んで学習する子 （知） 

◎思いやりのある子 （情） 

◎考えて行動する子 （意） 

◎元気に活動する子 （体） 

◆元気なあいさつ、学び喜び、未来へはばたく 日の出小 

研究主題 
自ら学び、主体的に学習に取り組むことができる子どもの育成 

～「読解力」を高める国語科学習指導方法の研究 ～ 

特色ある 

教育活動 

１ 学習活動の面 

（１）授業のねらいを明確化し、基礎基本の定着を図る指導過程を構築する取り組み 

・研究教科を国語科とし、読む力・考える力・表現する力を育成する。互いの考えを比較し

、友だちの考えを基に課題解決に迫るような学び合う態度を身に付け、進んで学習に取り

組む指導 

（２）目標を持たせる検定と放課後学習の取り組み 

  ・毎週１回、漢字検定と計算検定を実施し、意欲化と定着を図る 

  ・学習の場を提供～検定に再挑戦できる放課後学習の充実（担任外教員が担当） 

  ・家庭学習を継続させるための具体的手立ての構築を図る 

（３）一人ひとりを生かす指導の取組 

  ・少人数指導、習熟度別指導の充実 

２ 学校行事及び児童会の活動に関わる取り組み 

（１）日の出っ子ひろば 

（２）あいさつ運動 

（３）リングプル集め 

（４）愛キャップ集め 

３ その他 地域と関わりのある活動 

（１）ＰＴＡふれあいフェスティバル 

（２）ふれあいボランティアの活用（AKS活動） 

（３）読み聞かせの会「やまぶどうの会」との連携（土曜日の図書室開放） 

（４）防犯ボランティア「日の出っ子見守り隊」との連携 

沿   革 

 
昭和４１年１２月 新設開校 

昭和４２年 １月 開校記念式挙行 

昭和５１年 ３月 祝梅小学校分離 

６月 開校１０周年記念式典挙行 

昭和６１年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

平成 ８年１２月 開校３０周年記念式典挙行 

平成１８年１２月 開校４０周年記念事業 

平成２４年１０月 千歳市学校課題研究発表会開催 

           北海道算数数学教育研究大会石狩・千歳大会（小学校会場）開催 



 ３８ 

 

 

信 濃 小 学 校 
 

所在：千歳市信濃２丁目３４番１２号 

電話：０１２３-２３-４７５２ 

創設：昭和４３年４月１日 

面積：校地２３,２３６㎡、校舎５,６４４㎡ 

校長名 加 藤 理 恵 教頭名 山 田 篤 秀 

教職員数 
教員２０名 養護 １名 

事務 ２名 

学級数 

児童数 

１３学級 

４２９名 

教育目標 

○考える子    ○やさしい子 

○がんばる子   ○じょうぶな子 

【重点目標】○しっかり学習する子 ○なかよく生活する子 ○のびのび運動する子 

研究主題 
「考えを伝え合い、学び合う信濃っ子」の育成 

～算数科の基礎基本定着と学習形態の工夫を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ ふれあい活動を通して思いやりの心や実践力の育成 

・高齢者、見守り隊、幼稚園、保育園との交流 

２ 異学年交流を通して心の交流を図るとともに、自分達で遠足を企画させることにより、自覚

と責任感を養う活動 

・ジャンボタイム～子ども達の手でつくりあげる異学年のふれあい活動 

・ノースリーダー～北校舎で高学年に仲間入りした４年生が低学年と交流する活動 

３ ＡＬＴによる英語を使った様々なゲームや歌、外国の文化(衣食住)に触れるクラブ活動。

～Ｅクラブ 

４ 危険予測力を高めることに重点を置いた安全指導の積極的展開 

・引き渡し訓練、災害図上訓練とそなえーる見学 

５ 家庭との連携による体づくりの習慣化～「しなトレ」の推進 

沿   革 

 

昭和４３年 ４月 新設開校 

昭和４７年１２月 体育館（講堂）完成 

昭和４８年 ７月 開校５周年記念式典 

昭和５３年 ３月 桜木小分離 

        １０月 開校１０周年記念式典挙行 

昭和６３年 １月 「信濃の森」購入 

        １０月 開校２０周年記念式典挙行 

平成 ２年１１月 学校プール完成 

平成 ６年 ４月 北陽小分離 

平成１０年 ８月 開校３０周年記念式典挙行 

平成２０年１１月 開校４０周年記念事業学校課題研究発表会 

平成２４年 ４月 学校力向上に関する総合実践事業近隣校 

平成２５年 ４月 学校力向上に関する総合実践事業近隣校 

平成２６年 ４月 学校力向上に関する総合実践事業近隣実践校 



 ３９ 

 

 

高 台 小 学 校 
 

所在：千歳市富丘１丁目１９番４号 

電話：０１２３-２３-９１０９ 

創設：昭和４５年４月１日 

面積：校地２１,８４４㎡、校舎５,０６８㎡ 

校長名 北 野 敬 和 教頭名 今 村 敏 之 

教職員数 
教員１６名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

１２学級 

２９０名 

教育目標 

深く考え 学び合う子（重点 深く考え、進んで行動する子どもの育成） 

広い心で 助け合う子（重点 明るく思いやりのある子どもの育成） 

心豊かに 生きぬく子（重点 健康で、粘り強くやり抜く子どもの育成） 

【重点目標】 ○深く考え 行動する子どもの育成 ○楽しく わかる 質の高い授業の創造 

研究主題 意欲的に学習に取り組み、自ら考えて表現する子どもの育成 

特色ある 

教育活動 

１ 確かな学力の向上 

   少人数指導、長期休業中の学習サポートの推進 

２ 心の教育の充実 

   「生活アンケート」による実態把握、花壇づくり・リサイクル運動の推進 

３ 健やかな体づくりの推進 

   全学年による体力テストの実施、「生活ノート」を活用した基本的生活習慣づくり 

４ 安全で安心な学校づくり 

   引き渡し訓練の実施、いじめへの早期対応、見守り隊・下校ボランティアとの連携による

登下校の安全確保 

沿   革 

 
昭和４５年 ４月 新設開校 

昭和５４年 ５月 肢体不自由児訓練室｢そらまめ｣学級開設 

昭和５５年１１月 開校１０周年記念式典祝賀会挙行 

平成 ２年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

平成１２年 ９月 小学校英会話学習モデル事業開始 

１０月 開校３０周年記念式典挙行 

平成１５年 ３月 平成１４年度北海道公立学校教育課程実践・石狩教育局長表彰 

平成１６年１１月 千歳市学校課題研究発表会 

平成１８年 ２月 石狩管内教育実践奨励表彰受賞 

        ８月 「人権の花」感謝状受賞 

平成２０年 １月 岡山市立西大寺南小と、サケ飼育を通し交流 

平成２１年 ５月 人権の花贈呈式 

平成２２年 ５月 「あそびの日ｉｎちとせ高台小学校」会場校 

平成２３年 ５月 非行防止教室開催 

平成２４年１２月 冬休みの勉強会開催 

平成２５年 ８月 夏休みの勉強会開催 



 ４０ 

 

 

東 小 学 校 
 

所在：千歳市東丘８２４番地の３０ 

電話：０１２３-２１-３２００ 

創設：昭和４６年１月１日 

面積：校地２２,１５０㎡、校舎２,１８３㎡ 

校長名 目 黒 壽美子 教頭名 山 中 晴 吾 

教職員数 
教員 ６名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

４学級 

２８名 

教育目標 「おもいやる心で たくましく 学びつづける 東っ子」 

研究主題 
自分の思いや考えを持ち、主体的に表現できる子どもの育成 

～つけたい力を明確にした国語科の授業実践を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 農業体験活動 

・地域の農業考える活動を通し、自分達の生活が多くの人々に支えられていることに気づか

せる。また、地域の農業と食との関わりについても学ぶ。 

・学校田（米）活動を通し、作物を育てる苦労や喜びを体験させるとともに、主食について考

えさせる。 

２ ボランティア活動 

・保育所や老人クラブと交流し、地域への貢献を通して地域の一員としての誇りをもつ。 

・北進小学校との交流活動を通して、他校の児童との交流を深める。 

３ 学校行事・集会活動 

・小中合同運動会（保育所、地域）、学芸会、雪中運動会等の地域一体に行事を通して、

ふるさとを大切にする心を育てる。 

・栽培活動集会（講師依頼）、もちつき集会（講師依頼、学校間交流）百人一首集会（講師依頼）を通

して地域の人々との交流を深め、ふるさとを大切にする心を育てる。 

４ 体力づくり（全校なわとび）と歯磨き指導 

・業間を活用し、なわとびの取り組みを行い、体力づくりを図る。 

・給食終了後に、全校一斉に歯磨き指導を実施している。 

５ パレットタイム 

・パレットタイム（朝学習の名称）を確保し、国語・算数を中心とした「くり返し学習」「朝読書」

を実施している。 

６ 縦割り班(異学年)活動を日常的に行い、思いやりの心やたくましい心を育む。 

（花壇・給食・稲作） 

沿   革 

 
昭和４６年 １月 幌加小、協和小、東丘小の３校統合開校 

昭和５５年１１月 開校１０周年記念式典挙行 

平成 ２年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

平成１０年１０月 全道へき複大会第５分科会会場校 

平成１２年１２月 開校３０周年記念式典挙行 

平成１３年 ９月 コンピューター室整備 

１０月 学校林記念植樹 

平成１４年１０月 石教研へき複部会研究集会 

平成２３年 １月 開校４０周年記念を祝う会開催 

９月 全道へき複研究大会石狩プレ大会第４分科会会場校 

平成２４年 ９月 全道へき複研究大会石狩大会第４分科会会場校 



 ４１ 

 

 

祝 梅 小 学 校 
 

所在：千歳市梅ヶ丘３丁目２番１号 

電話：０１２３-２３-１１１０ 

創設：昭和５１年４月１日 

面積：校地２１,４４４㎡、校舎５,２９４㎡ 

校長名 難 波 雅 弘 教頭名 横 山 浩 之 

教職員数 
教員１８名 養護 １名 

事務 １名 栄養 １名 

学級数 

児童数 

１４学級 

３００名 

（うち特別支援学級２学級５名） 

教育目標 

  『すくすく のびのび』 

    みとめ合い、まなび合い、たかめ合い、きたえ合う 祝梅っ子 

 

本年度重点教育目標 

   ・「まなび合い きたえ合う 祝梅っ子」」 

    ～通いたい 通わせたい 勤めたい 温かい学校づくり～ 

研究主題 
「わかる」「できる」喜びを味わい主体的に学ぶ児童の育成 

～算数科における児童の意欲を喚起する授業改善を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 環境教育 

（１）園での植物栽培活動（学校花壇、校立公園） 

（２）飼育活動（サケの飼育活動、サケの交流事業、金魚の飼育活動） 

         （リサイクル活動、環境整備作業） 

２ 人権教育 

（１）道徳教育の充実（人権教室、福祉体験学習、ありがとう集会） 

３ 学力向上の取り組み 

（１）チャレンジタイム、祝梅タイム、詩の暗唱、家庭学習（自学） 

４ 体力向上の取り組み 

（１）持久走、なわとび、コーディネーション運動  

５ 四期のサイクル 

（１）わくわくステージ（ ４月～ ７月）自分の目標を意識し、進んで取り組む期 

（２）のびのびステージ（ ８月～ ９月）自分の良さを伸ばす期 

（３）じっくりステージ（１０月～１２月）自分を見つめじっくり取り組む期 

（４）しっかりステージ（ １月～ ３月）今までの自分を振り返り、新学年につなげる期 

沿   革 

 
昭和５１年 ４月 新設開校 

昭和５５年 ９月 開校５周年記念式典挙行 

昭和６０年１１月 開校１０周年記念式典挙行  

平成 ６年 １月 豊かな学校創生事業によるサケ飼育開始 

平成 ７年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

平成１０年 １月 岡山県西大寺南小学校とサケ飼育を通しての交流を始める 

平成１７年１２月 開校３０周年記念式典挙行 

平成２２年 ３月 多目的トイレ完成 

平成２３年 ４月 学校教育目標の改訂、新しい図書スペース「図書の森」完成 

平成２４年 ９月 体育館耐震改修工事完了 

平成２５年 ４月 あさがお(知的、情緒)学級開設 

平成２５年１１月 校舎改修工事（外壁塗装・防水・普通教室改修等） 

 



 ４２ 

 

 

桜 木 小 学 校 
 

所在：千歳市桜木７丁目１番１号 

電話：０１２３-２２-３３０１ 

創設：昭和５３年４月１日 

面積：校地２６,８１７㎡、校舎５,５４８㎡ 

校長名 加 藤 丈 明 教頭名 石 橋 浩 明 

教職員数 
教員１９名 養護 １名 

事務 ２名 

学級数 

児童数 

１２学級 

３５７名 

教育目標 

自ら学び心豊かでたくましい桜木の子 

○進んで学ぶ子 

○思いやりのある子 

○明るいたくましい子 

【社会で活きる実践的な力を育成する学校づくり】 

【豊かな心と体を育成する学校づくり】 【信頼される学校づくり】 

研究主題 
自ら学びを深めたり広げたりできる子どもの育成 

  ～既習事項を活用し、筋道を立てて考える算数科の指導を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 「桜木博物館」「桜木小公園」 

 ・具体物や自然との関わりの中で五感を通して学ぶ学習の展開 

２ 「国際理解教育」 

 ・他国の文化を学ぶとともに自国の文化を考える。 

３ 地域やお年寄りとのふれあい活動 

 ・コスモス花壇づくり  ・昔の遊び交流 ・読み聞かせの会・学芸会への招待 

 ・勇舞川不思議発見 ・勇舞川の観察 

４ 「ＰＴＡ活動」 

 ・ＰＴＡ親子祭り 

沿   革 

 
昭和５３年 ４月 新設開校 

昭和６２年１０月 開校１０周年記念式典挙行 

平成 元年１１月 桜木博物館、桜木学習公園完成 

平成 ８年 ２月 サイパン島ガラパン小学校と姉妹校盟約締結 

平成１０年１１月 開校２０周年記念式典挙行 

平成１６年 ２月 石狩教育実践奨励表彰受賞 

５月 すこやか農園造成 

平成１９年１０月 石教研学校課題研究発表会 

       １２月 開校３０周年記念式典挙行 

平成２０年 ８月 ミレニアムタイムカプセル開封式 

平成２１年 ３月 環境省｢こどもホタレンジャー｣優秀賞受賞 

平成２２年１１月 第一回桜木メッセージ開催 

平成２４年 ４月 学校力向上に関する総合実践事業指定校（道教委） 

平成２４年 ８月 花いっぱいコンクール最優秀賞受賞 

平成２５年 ８月 花いっぱいコンクール優秀賞受賞 

平成２６年 ３月 全学級に電子黒板設置 

 

 

 

 

 



 ４３ 

 

 

向 陽 台 小 学 校 
 

所在：千歳市若草５丁目１番地 

電話：０１２３-２８-２１１１ 

創設：昭和５７年４月１日 

面積：校地２９,１６１㎡、校舎６,７５９㎡ 

校長名 原 田 伊 織 教頭名 半 谷 真 理 亜 

教職員数 
教員１４名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

９学級 

１６７名 

（うち特別支援学級３学級８名） 

教育目標 

明るく豊かな心とたくましい体を持ち、 
進んで自ら創造し実践する子どもの育成をめざす 
○すすんで  考える子    ○すなおで  思いやりのある子 
○ねばり強く  やりぬく子   ○明るく たくましい子 

【重点教育目標】 やさしく、かしこく、たくましい子どもの育成 
～思いやりの心を持ち、学び方を身につけた心身ともに健康な子～ 

研究主題 
「自ら進んで学び、わかる喜びを感じる子どもの育成」 

  ～算数科の基礎・基本の定着を目指して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 花と小鳥と緑を愛する活動：ひまわりの栽培活動、小鳥のレストラン、校庭の植物（樹木）
観察活動 

２ 異学年集団活動：向陽っ子タイム 
３ 地域の人材を生かした活動：あおぞら生け花教室、昔遊び、町の探検 
４ 地域老人とのふれあい活動：あおぞら収穫祭、ミニ運動会 
５ 全校あげて家庭学習の習慣化：家庭学習マニュアルの配布 
６ 可能性を伸ばす特別支援教育：個々の支援計画に基づき交流学習体験学習を取り入れ
た教育活動 

７ 図書室の地域開放（ボランティア）：図書ボランティア「森ック」との連携 

沿   革 

 
昭和５７年 ４月 新設開校 
平成 ４年１０月 開校１０周年記念式典挙行 
平成 ５年～   毎年、市や北海道の花いっぱいコンクールに応募し、優秀賞・優良賞・奨励

賞等を受賞 
平成 ６年 ４月 北海道愛鳥モデル校指定 
平成 ９年 ３月 泉沢小学校分離 
平成１０年 ４月 あおぞら(情緒、知的障害)学級開設 
平成１１年 ３月 全道ＰＴＡ広報紙コンクール優秀賞受賞 
平成１３年11月 開校２０周年を祝う集い 
平成１４年 ６月 学校図書館地域開放 
平成１５年 ４月 難聴学級開設 
平成１６年 ４月 肢体不自由学級開設 
平成１８年 ９月 千歳市「花いっぱいコンクール」最優秀賞受賞 
平成１９年 ５月 北海道社会貢献賞 野生鳥獣保護功労者受賞 
平成２０年 ２月 文部科学省指定 

「小学校における英語活動等国際理解活動推進事業」公開研究会開催 
１２月 北海道花いっぱいコンクール最優秀賞受賞 

平成２１年 ８月 千歳市花いっぱいコンクール最優秀賞受賞 
平成２２年 ８月 千歳市花いっぱいコンクール特別賞受賞 
平成２３年１０月 文部科学省 読書活動優秀実践校表彰 
           １２月 開校３０周年記念式典 
平成２４年 ４月 北海道愛鳥モデル指定校 
       １１月 北海道花いっぱいコンクール奨励賞受賞 
平成２５年 ８月 千歳市花いっぱいコンクール最優秀賞受賞 



 ４４ 

 

 

北 陽 小 学 校 
 

所在：千歳市北陽３丁目９番１号 

電話：０１２３-４２-３４４１ 

創設：平成６年４月１日 

面積：校地２８,８７４㎡、校舎６,１６５㎡ 

校長名 池 川 良 一 教頭名 椿 野 次 雄 

教職員数 
教員４７名 養護 ２名 

事務 ３名 

学級数 

児童数 

３９学級 

１,３１７名 

(うち特別支援学級１学級４名) 

教育目標 

◎自分や友達の良さを生かし、心をより豊かにしようとする子どもの育成 

（情）思いやりをもち、助け合う子 （やさしい子） 

（意）目標に向かって、努力する子 （がんばる子） 

（知）自ら学び、深く考える子   （考える子） 

（体）進んで、体をきたえる子   （元気な子） 

【重点目標】 自ら考え、進んで取り組む子どもを育てる 

研究主題 
「自分の思いや考えを生かし、いきいきと伝え合う子どもの育成」 

～【聞く・話す・書く】活動を中心とした授業づくりを通して（国語科）～ 

特色ある 

教育活動 

１ 立腰教育の推進 

・挨拶 ・姿勢 ・鉛筆の持ち方 ・靴を揃える ・椅子を机の中に入れる 

２ 土曜日の楽校・北陽っ子まつりなどのＰＴＡ・保護者・地域との連携行事 

３ 全校挨拶運動の取組 

４ 保護者引取型下校訓練 

沿   革 

 
平成 ６年 ４月 新設開校 

平成 ９年 ３月 世界児童画展都道府県団体賞受賞 

平成１１年 １月 増築校舎完成 

平成１１・１２年度 千歳市学校課題研究指定校 

平成１１年１２月 プール完成 

平成１２・１３年度 石狩教育局 地域教育推進事業「学社融合推進モデル事業」校 

平成１４年 ７月 学校図書館地域開放開始 

平成１５年１１月 開校１０周年記念式典 

平成１８年 ５月 千歳っ子見守り隊対面式 

平成２０年 ３月 増築校舎完成 

平成２１年 ３月 全道ＰＴＡ広報紙コンクール大賞受賞 

平成２２年 １月 新校舎１・２階教室改築工事完了 

平成２３年 ３月 図書室・図工室・普通教室改築、校長室移設、職員室拡充工事完了 

平成２４年 ３月 プレハブ校舎増築完了 

平成２５年１１月 開校２０周年記念式典 

平成２６年 ３月 職員室拡充・第二児童玄関・第二理科室・普通教室他増築 

        ８月 新校舎外構整備工事完了 



 ４５ 

 

 

 

泉 沢 小 学 校 
 

 

所在：千歳市柏陽２丁目９番地 

電話：０１２３-２８-５８３０ 

創設：平成９年４月１日 

面積：校地３２,０２２㎡、校舎面積５,６２７㎡ 

校長名 比 良 彰 男 教頭名 坂 田 育 子 

教職員数 
教員１５名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

児童数 

１１学級 

２９９名 

教育目標 

「明るい笑顔、響き合う心、瞳輝く泉沢」 

○思いやりをもち、助け合う子（情）  ○ねばり強く、がんばりぬく子（意） 

○進んで学び、深く考える子 （知） ○明るく元気で、たくましい子（体） 

【重点目標】 やさしく・かしこく・元気よく！やる気いっぱい 泉っ子 

    ～地域を活かし、心身ともに健康で人間性豊かな子どもを保護者・地域と共に育む～ 

研究主題 
いきいきと学ぶ算数科指導の創造 

～「学習サイクル」の確立（習得し活用する授業）～ 

特色ある 

教育活動 

１ 地域を生かした教育活動の推進 

（１）総合的な学習の時間･･･地域素材（人・社会・自然）を活用した探究的な学習 

（２）泉沢小の「かがやきの森・学校林」を生かした自然体験活動や環境教育 

（３）臨空工業団地を生かした教材づくりと教育活動 

（４）向陽台の諸施設（リハビリ学院・航空学園など）を生かしたキャリア教育 

（５）老人ホーム・車椅子体験等、福祉教育・ボランティア活動の推進 

（６）地域人材を講師とした全校道徳の実施 

２ いじめ防止・不登校対策指導のできる学校づくりの確立 

（１）いじめ、不登校対策を全職員・保護者・地域が一体となって取り組む方策の推進 

（２）子どものサインを見逃さず、早期発見・早期対応によりいじめ・不登校を根絶させる取組 

沿   革 

 
平成 ９年 ４月 新設開校 
平成１０年 ９月 泉ザ・ワールド開催 
平成１１年 ６月 卒業記念植樹 
平成１４年１１月 千歳市学校課題研究指定発表会 
平成１５年 ９月 英会話学習開始 
平成１６年１０月 台風により学校林20本倒木 
平成１７年１０月 開校10周年記念事業準備委員会発足 
平成１８年 ５月 開校１０周年記念大運動会実施 
       １０月 開校１０周年記念・石教研指定学校課題研究発表会開催 
       １１月 開校１０周年記念式典挙行 
平成１９年１１月 全校道徳実施 
平成２０年 ２月 石狩管内教育実践奨励賞受賞 
        ５月 第２回全校道徳実施 
平成２１年 ２月 「遊々の森」認定書締結式 
     ５～１１月 「かがやきの森」整備開始 
平成２２年 ２月 第３回全校道徳実施 
平成２３年１１月 第４回全校道徳実施 
平成２５年 ２月 第５回全校道徳実施 
平成２６年 １月 第６回全校道徳実施 



 ４６ 

２ 中 学 校 

 

千 歳 中 学 校 
 

 

所在：千歳市栄町４丁目３５番地 

電話：０１２３-２３-３１６１ 

創設：昭和２２年６月４日 

面積：校地２５,９０３㎡、校舎５,６６５㎡ 

校長名 温 井 文 雄 教頭名 三 科 圭 介 

教職員数 
教員３５名 養護 １名 

事務 ２名 

学級数 

生徒数 

２０学級 

５５１名 

(うち特別支援学級４学級１１名) 

教育目標 

１ 豊かな心の育成       ２ 確かな力の育成 

３ 健やかな心身の育成    ４ 広い視野の育成 

【重点目標】 家庭・地域と連携し、心豊かでたくましく、共に学びに向かう生徒の育成 

研究主題 
『基礎・基本の一層の定着を図り、確かな学力をはぐくむ授業の工夫』 

～知識・技能の活用に重点を置いた組み立てを通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 千歳科学技術大学との連携による学習活動（SPP） 

   ～1年生を対象にした理科の実験授業～ 

２ PTA「おやじの会」の活動  環境整備、地域との交流、研修活動 

３ 地域との交流、ボランティア活動  生徒会委員会による各種募金活動 

  地域の方々と共に花を植える花壇ボランティア活動 

  吹奏楽部・合唱部の地域での演奏活動 

沿   革 

 
昭和２２年 ６月 新設開校 
        ９月 校章を制定 
昭和２４年 ６月 校歌制定 
昭和２６年 ３月 新校舎完成（現在地） 
昭和２９年 ３月 体育館完成  
昭和３７年１１月 鉄筋コンクリート三階建校舎完成 
       １２月 完全防音、温風暖房機付講堂（兼体育館）完成 
昭和５２年１０月 開校３０周年記念式典挙行「記念誌発行」 
平成 元年 ４月 はまなす学級開設   
平成 ５年 １月 コンピューター教室工事完了   
平成 ９年１１月 開校５０周年記念式典挙行「記念誌発行・校旗更新」   
平成１０年 ２月 石狩管内教育実践奨励表彰受賞   
平成１２年 ２月 平成１１年度北海道教育実践奨励表彰受賞   
          ８月 機械警備センサー設置 
平成１４年 ２月 安全対策整備工事完了（玄関オートロック式施錠、テレビドアホン等) 
平成１６年 ３月 はまなす学級改修工事完了 
平成１８年 ８月 ２階東校舎教室改修工事完了 
平成１９年１０月「柏葉の像」修復・塗装完了（奈良昌美先生・同窓会協賛事業） 
平成２０年 ３月 開校６０周年記念講演会   
平成２１年 ９月 管理棟・教室棟・西校舎ボイラー交換（天然ガス化） 
平成２２年 ８月 生徒用トイレ改修工事完了 
       １０月 耐震工事（東・西・管理棟・体育館）完了 
平成２３年 １月 理科室、水飲み場、防火扉改修工事完了 
       １１月 体育館ボイラー交換（天然ガス化） 
       １２月 自転車置き場増設工事完了 
平成２４年 ４月 真町中学校と統合 
        ９月 体育館床バスケットボールコートライン改修工事完了 
平成２６年 １月 平成２５年度千歳市体育協会スポーツ奨励賞受賞（卓球） 
        ３月 電子黒板、書画カメラ、ブルーレイレコーダー設置完了 
        ４月 はまなす（難聴）学級開設 



 ４７ 

 

 

北 進 中 学 校 

 

所在：千歳市北栄１丁目２番６号 

電話：０１２３-２３-３４３９ 

創設：昭和３７年４月１日 

面積：校地１１,３４１㎡、校舎２,６０７㎡ 

校長名 白 川  純 教頭名 丸 山 真 嗣 典 

教職員数 教員１１名 
学級数 

生徒数 

知的障がい２学級 

自閉症・情緒障がい３学級 

計 ５学級３１名 

教育目標 

２１世紀を、自分のよさを発揮し、広く豊かに生きる子どもの育成 

・たしかに学ぶ子（知） 

・かかわりをもてる子（情） 

・たくましく生きる子（意・体） 

研究主題 
学んだことが日常生活に活きる算数・数学科の授業を目指して 

―「数と計算」のつまずきを分析し、般化へのアプローチを考察― 

特色ある 

教育活動 

１ 特別支援学級のみの学校としての特徴を活かした小中一貫教育の推進 

２ 一人ひとりの発達段階に応じた教科指導の充実 （各教科におけるグループ別学習） 

３ 将来の社会参加を見通したキャリア活動の充実 

  （地域と連携した職場体験学習、作業実習、ソーシャルスキルトレーニングなど） 

４ 他校の児童生徒や地域の老人との交流学習 

５ 他校の児童生徒を含めた教育相談・通級指導 

沿   革 

 
昭和３５年 ５月 児童会館内に千歳小学校特殊学級として発足 

昭和３８年１２月 北栄１丁目２番６号に新校舎落成移転 

昭和４０年１０月 千歳小・千歳中の北栄分校となる 

昭和４６年 ４月 北進小中学校として独立 

昭和４９年 ４月 言語治療教室緑小に移設 

               開校１５周年記念式典挙行 

昭和５８年 ４月 情緒障害学級開設 

平成 ３年 ３月 開校３０周年･校舎増築･新体育館完成記念式典挙行 

平成１４年 ２月 開校４０周年記念祝賀会 

平成１８年 ２月 北海道教育実践表彰受賞 

        ４月 通級指導教室を開設 

平成２３年１２月 開級５０周年・開校４０周年記をお祝いする会 

平成２４年 ６月 千歳中・富丘中（開設）との交流 

           千歳高等支援学校（開校）との交流 

        ７月 校舎耐震工事開始（～１０月２２日完了） 

        ８月 避難訓練（地震）保護者引き渡し訓練 

       １０月 千歳高等支援学校を訪問・交流 



 ４８ 

 

 

青 葉 中 学 校 
 

 

所在：千歳市豊里４丁目１番１号 

電話：０１２３-２３-４１４７ 

創設：昭和３２年８月２９日 

面積：校地２６,０２８㎡、校舎６,５１７㎡ 

校長名 髙 橋 尚 夫 教頭名 小 川  満 

教職員数 
教員２５名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

生徒数 

１３学級 

４４０名 

教育目標 

「２１世紀の担い手として活躍する人間性豊かな生徒の育成」 

すぐれた知性（知）     豊かな情操（徳） 

強じんな意志と体力（体） 主体的な行動力（生きる力） 

教育課題（本年度の重点課題） 

「確かな学力と豊かな心の育成」 

研究主題 
確かな学力の育成 

～教えて考えさせる授業づくり～ 

特色ある 

教育活動 

１ 自治活動 
挨拶運動・各種募金活動やＧＢクラブ・ＪＪキャンペーン・青葉の一等星たちなどユニーク

な活動を展開し、自治活動の高揚に向けた取り組みを積極的に実施。 
また、生徒会による「いじめ撲滅宣言」の採択など、アンケートや学級・学年の取組を実施し
ている。 

２ 部活動 
年間を通じて練習試合や各種大会に積極的に参加し、技術の向上はもとより人間性の

向上に努める。 
３ 朝読書 

全校朝読書を完全実施して８年目となり定着期を迎えている。一日の学校生活が読書
の静寂からスタートしている。 

沿   革 

 
昭和３２年 ８月 千歳中学校より分離 新設開校 
昭和４７年 １月 真町中学校新設のため分離 
昭和４８年 １月 現在地に校舎移転 
昭和５０年 ３月 富丘中学校新設のため分離 
昭和５６年 ２月 生徒増に伴い増築校舎完成 
平成 ２年１２月 プレハブ校舎完成 
平成 ５年 １月 コンピューター室完成 
平成 ７年 ４月 道研情報教育協力校（２年） 
平成１３年１２月 グランド防球ネット延長工事 
平成１５年１１月 管内教育機器活用研究発表 
平成１６年 ５月 生徒指導総合推進事業実践校 
平成１８年 ２月 コンピューター更新 掲揚塔新設 ＡＥＤ設置 
平成１９年 ６月 耐震工事、大規模改修工事 

１０月 開校５０周年式典、祝賀会 
平成２０年 １月 ２学年教室ＬＡＮ工事 
平成２１年 ３月 全道ＰＴＡ広報誌コンクール特別賞受賞 
平成２２年 ４月 穂積雅子氏凱旋報告会（バンクーバー五輪銀メダリスト） 
平成２３年 １月 全国中体連スケート大会出場（３,０００m） 
        ８月 全国中体連陸上大会出場（女子リレー２００m） 
       １０月 ボイラー室改修工事 
平成２４年１２月 毎日カップ｢中学校体力づくり｣コンテスト優秀賞 
平成２５年 ２月 全国中体連スケート大会３位（女子１５００ｍ・３０００ｍ） 
        ７月 全道中体連陸上大会男子砲丸投げ優勝 
        ８月 全国中体連陸上大会出場 

大規模改修工事（体育館壁面・放送機材等） 
平成２６年 ２月 全国中体連スケート大会女子１５００ｍ・３０００ｍ優勝 

 



 ４９ 

 

 

東 千 歳 中 学 校 
 

 

所在：千歳市幌加７３１番地の１１７ 

電話：０１２３-２１-３３００ 

創設：昭和２７年４月１日 

面積：２３,１０８㎡、校舎１,９８５㎡ 

校長名 福 田 幸 一 教頭名 － 

教職員数 教職員６名 
学級数 

生徒数 

２学級 

７名 

教育目標 

◎確かな学力（知）  ◎豊かな心（情） 

◎責任ある行動（徳） ◎たくましい心身（体） 

【重点目標】 高い学習意欲を持ち、将来の目標に向けて一生懸命努力する生徒の育成 

研究主題 
人数規模を生かした個に応じた指導の工夫・改善・確立 

～理解の深化、教育相談、保護者との連携を基軸として～ 

特色ある 

教育活動 

・柏タイム（総合的な学習）       ・パークゴルフ大会 

・地域の人たちとの校外清掃      ・地域保育所への訪問活動 

・地域の人を講師に迎え、全校道徳  ・アイヌ文化学習 

・学校農園作り               ・地域の人を講師に迎え、陶芸教室 

・花壇整備活動              ・地域の人を講師に迎え、かるた大会 

・小中合同運動会             ・ボランティア活動(国際協力) 

沿   革 

 
昭和２２年 ６月  幌加中学校として幌加小学校に併設して開校 

昭和２７年 ４月 東千歳中学校として独立 

昭和３１年１２月 屋内体育館完成 

昭和３８年１２月 東雲寮完成 

昭和４５年１２月 スクールバス運行開始･東雲寮閉鎖 

昭和４９年 ３月 校舎改築完成 

昭和５１年 ３月 防音講堂（屋体）完成 

昭和５７年１１月 開校３０周年記念式典挙行 

平成 ４年 ７月 開校４０周年記念事業、パークゴルフ場完成 

平成 ５年 ４月 学校教育目標改定 

７月 学校給食センター東千歳調理場閉鎖 

平成 ６年 ９月 ふるさとふれあいパークゴルフ場完成 

平成 ７年 ２月 コンピューター教室設置 

平成１９年 １月 第５回全道壁新聞コンクール「準大賞」受賞 

平成２０年 １月 第６回全道壁新聞コンクール「準大賞」受賞 

平成２１年 １月 第７回全道壁新聞コンクール「特別賞」受賞 

平成２２年 ８月 千歳市「花いっぱいコンクール」中学校の部特別賞受賞 

平成２３年 １月 第９回全道壁新聞コンクール１年生「入選」 

        ８月 千歳市「花いっぱいコンクール」中学校の部特別賞受賞 

平成２４年 ８月 千歳市「花いっぱいコンクール」中学校の部名誉花壇賞受賞 

       １２月 平成２５年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール 

            「農林水産大臣賞」受賞 

平成２５年１２月 アートクラブグランプリin ＳＡＫＡＩ 「文部科学大臣賞」「読売テレビ賞」受賞 

           国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール「林野庁長官賞」 

           「国土緑化推進機構理事長賞」受賞 



 ５０ 

 

 

駒 里 中 学 校 
 

 

所在：千歳市駒里９４５番地の６ 

電話：０１２３-２３-３２３７ 

創設：昭和３１年１月１日 

面積：校地２３,１０８㎡、校舎１,９８５㎡ 

校長名 小 川 寿 樹 教頭名 關 口  涼 

教職員数 教員 ６名 
学級数 

生徒数 

２学級 

１２名 

教育目標 

◎ やさしい子（広い視野をもち、ふるさとや人を愛する子ども） 

◎ 進んで学ぶ子（進んで学び、自ら考え、行動する子ども） 

◎ 元気な子（たくましい心と体をもった、元気な子ども） 

【重点目標】○「思いやりのある心」と「健康でたくましい体」を育てる 

       ○学ぶ意欲と自ら学ぶ力を高め、基礎的知識・技能の活用を含めた「確かな学

力」を身につけさせる 

研究主題 
自ら学び自分の力で表現する子どもの育成 

～主体的な学びの中で、自己肯定感を高める言語活動の充実～ 

特色ある 

教育活動 

◎ 学校環境を生かした教育活動の充実・推進 

１ 「総合的な学習の時間」～地域の中での学びをつくる 

（１）農園活動学習、農業体験学習 

（２）地域の自然、産業、生活、文化等に関する内容に基づいた自由課題学習 

２ ボランティア活動 

（１）交通安全キャンペーン 

（２）学校祭・餅つき会への地域ご老人の招待活動 

（３）リングプル、ペットボトルのキャップ等の回収 

３ 体力づくり 

（１）パークゴルフ 

（２）部活動（バドミントン） 

沿   革 

 
昭和２４年１２月 千歳中学校阿宇佐里分校設置 

昭和２９年 ９月 開校５０周年記念式典 

昭和３１年 １月 駒里中学校として独立･小学校併置 

昭和３２年 ７月 校旗・校歌を制定 

昭和３６年１２月 屋内体育館落成 

昭和５１年 ８月 グラウンド整地工事完了 

昭和５５年 ２月 新校舎開設 

昭和６１年 ６月 小学校開校８０周年・中学校開校３０周年記念式典 

平成 ５年１０月 コンピューター室設置 

平成 ８年 ９月 小学校開校９０周年・中学校開校４０周年記念式典 

平成１０年１０月 全道へき地複式教育研究大会開催 

平成１７年 ８月 校舎外壁大規模補修完了   

平成１８年 ８月 講堂外壁・屋根全面改修工事   

       １１月 開校１００周年５０周年記念式典   

平成２０年 ８月 全道中体連バドミントン大会女子個人出場 

平成２１年 ８月 全道中体連バドミントン大会男子個人出場 

平成２２年 ８月 全国中体連バドミントン大会男子個人出場 



 ５１ 

 

 

富 丘 中 学 校 

 

所在：千歳市あずさ１丁目２番１号 

電話：０１２３-２４-１１８８ 

創設：昭和５０年４月１日 

面積：校地２４,７２９㎡、校舎６,１９０㎡ 

校長名 佐 々 木  一 教頭名 三 浦 崇 史 

教職員数 
教員２７名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

生徒数 

１６学級 

５０２名 

(うち特別支援学級２学級５名) 

教育目標 

一、賢く   創造力豊かな生徒を育てる 

一、豊かに  豊かな心をもち、感動できる生徒を育てる 

一、強く   自ら考え、正しく実行できる生徒を育てる 

一、逞しく  身体をきたえ、逞しく成長する生徒を育てる 

重点目標 『感性豊かに、夢や目標にに向かって、学び続ける生徒の育成』 

研究主題 
「確かな学力を身につけた生徒の育成」 

～指導技術の工夫・改善を通して～ 

特色ある 

教育活動 

「学力向上と豊かな活動」 

①明るく元気なあいさつ        ②豊かな感性を培う合唱 

③華とみどりにあふれた環境づくり  ④地域根ざしたボランティア活動 

⑤朝読書等の読書活動        ⑥弁当の日 

沿   革 

 
昭和５０年 ４月 新設開校 
昭和５７年 ３月 全日本リコーダーコンテスト重奏部門金賞受賞 
昭和５９年１０月 開校１０周年記念式典挙行 
昭和６０年 ３月 全日本リコーダーコンテスト重奏・合奏両部門金賞受賞 
平成 元年 ３月 リコーダー部門重奏部門「文部大臣奨励賞」受賞 
平成 ７年 １月 全国書初め展団体優勝 
       １１月 開校２０周年記念式典挙行 
平成 ８年 ３月 全日本リコーダーコンテスト重奏・合奏両部門金賞受賞  
平成１３年 ８月 男子卓球部団体戦全国大会出場 
平成１６年 ３月 リコーダー部 文部科学大臣奨励賞受賞 
平成１７年１２月 開校３０周年記念式典挙行 
平成１８年 ８月 札幌地区吹奏楽コンクール金賞受賞 
            男子ソフトテニス部全国大会出場 
平成１９年 ８月 男子ソフトテニス部・陸上部全国大会出場 
        １０月 仮設校舎設置 
平成２０年 ３月 全日本リコーダーコンテスト銀賞受賞 

８月 剣道部全国大会出場 
平成２１年 ３月 全日本リコーダーコンテスト三重奏部門金賞受賞 
平成２２年 ３月 全日本リコーダーコンテスト合奏・重奏の部金賞受賞 
平成２３年 ２月 石狩管内教育実践奨励賞受賞 
        ３月 全日本リコーダーコンテスト参加（東日本大震災のためコンテスト中止） 
        ４月 ３４８名入学 全校生徒９３７名 ２６学級編成 
平成２４年 ３月 分離式・離任式・修了式 
        ４月 １５５名入学 全校生徒５３７名 １６学級編成 
        ８月 女子卓球個人全国大会出場 
           千歳市花いっぱいコンクール名誉花壇賞受賞 
平成２５年 ４月 特別支援学級開設 



 ５２ 

 

 

北 斗 中 学 校 

 

所在：千歳市北斗５丁目１番１号 

電話：０１２３-２２-４１５１ 

創設：昭和５９年４月１日 

面積：校地２４,７２９㎡、校舎６,１９０㎡ 

校長名 竹 部 智 幸 教頭名 佐 藤  誠 

教職員数 
教員１８名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

生徒数 

１０学級 

３４４名 

教育目標 

自ら学び 心豊かに たくましく 生き抜く人の育成 

○すすんで学び 行動する人 

○認め支え合い 共に進む人 

○苦難に立ち向かい 生き抜く人 

【重点目標】 ○学力向上 自らすすんで学ぶ生徒の育成 

         ○道徳教育 よりよい生き方をめざす生徒の育成 

研究主題 自立と共生の精神を育む道徳教育の推進 

特色ある 

教育活動 

１ 地域や学校の特性を生かした教育課程の編成・実施 
 ・体験的な活動を取り入れた教育の推進 
 ・職場体験学習や福祉体験学習の充実 
２ 生徒の自主性を育成する活動 
 ・生徒会や部活動を中心としたボランティア活動 
 ・生徒会活動の活性化を図る各種強調週間の取り組み 
３ 地域や保護者との連携を深め、地域に根ざした教育活動 
 ・北斗ふれあいサークル（地域ぐるみの子育て）活動 
 ・学校文化の地域発信「飛び出せ北斗中」と地域開放「見に来て北斗中」 

沿   革 

 
昭和５９年 ４月 新設開校 
昭和６１年 ２月 校舎増築完成 
平成 元年１１月 石教研学校課題研究発表会開催 
平成 ２年 ３月 石狩管内教育実践奨励表彰受賞 
平成 ５年１１月 コンピューター室設置 
平成 ６年１１月 開校10周年記念式典挙行 
         ８月 野球部全道大会第３位 
平成 ８年 ６月 「北斗ふれあいサークル」開始 
平成１５年１１月 開校20周年記念式典挙行 
平成１９年 １月 全道リコーダーコンテスト金賞受賞 
平成２１年 ３月 全日本リコーダーコンテスト合奏部門金賞受賞 
平成２２年 １月 全道リコーダーコンテスト金賞 

平成２３年 １月 全道リコーダーコンテスト金賞（東日本大震災のため全国大会中止） 
８月 男子バスケットボール部全道大会第３位 

平成２４年 １月 全道リコーダーコンテスト金賞 
        ３月 全日本リコーダーコンテスト出場 

        ９月 「北斗中防災ナイト」実施 

平成２５年 １月 全道リコーダーコンテスト金賞・道新賞 

２月 全国スケート大会出場 

３月 全日本リコーダーコンテスト金賞・花村賞 

８月 全道バレーボール大会男子３位 

       １１月 千歳市文化奨励賞音楽部受賞 

           開校３０周年記念千歳市学校課題研究発表会 

平成２６年 １月 全道リコーダーコンテスト合奏の部金賞・研究会賞 

        ３月 全日本リコーダーコンテスト金賞 



 ５３ 

 

 

向 陽 台 中 学 校 

 

 
所在：千歳市若草５丁目５番地 

電話：０１２３-２８-４２８６ 

創設：昭和６２年４月１日 

面積：校地２９,０８２㎡、校舎５,５４９㎡ 

校長名 出 村 好 孝 教頭名 森   聰 

教職員数 
教員１８名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

生徒数 

１０学級 

２５０名 

（うち特別支援学級１学級３名） 

教育目標 

１ 知性を磨き  創る人 《知》   ２ 広く絆を   結ぶ人 《情》 

３ 理想を求め  励む人 《意》   ４ 気高く強く  生きる人《体》 

５ すすんで道を 拓く人 《労》 

【重点目標】 「笑顔と輝きにシンカを！～進化・深化・真価～」 （定着と充実） 

研究主題 
豊かな心を持ち、主体的に考え、実践できる生徒の育成 
～心に響く道徳指導を通して～ 

特色ある 

教育活動 

１ 勤労生産活動およびボランティア活動 
（１）地域環境整備奉仕活動、校内美化活動 
（２）資源回収活動 
（３）ボランティア体験活動 
２ 花いっぱい運動 
（１）学校花壇の整備と管理 
３ 保護者・地域の協力による文化活動 
（１）文化的行事（向中フェスティバル）～各種制作物の掲示、合唱発表 
（２）地域交流（泉沢向陽台地区文化祭への制作作品の展示や合唱での出演） 
４ 朝学習と朝読書活動 
（１）毎朝、始業前に全校生徒が一斉に朝読書を行う。テスト前は、朝学習を行う。 
５ 地域の施設と人材を活用した教育活動 
 （１）地域に住んでいる琴の師範との TT 
 （２）地域にあるスキー場を利用しておやじの会などを中心として、地域にいるスキーの指導

などの方との TT 
６ Ｌｉｆｅ学習～３年間を通したキャリア教育 
  １年生：地域人材を生かした職業調査 ２年生：箱根牧場での農業体験 
  ３年生：地域に根ざした職業体験学習 

沿   革 

 
昭和６２年 開校式 ７学級２７３名 
平成 ２年 増築校舎完成 普通教室４、職員室等 計１１室 
平成 ５年 「石狩管内教育実践奨励表彰」受賞 
平成 ６年 コンピューター教室設置、ラグビー部全道優勝 
平成 ９年 野球部全国大会出場、石教研・千歳振「学校課題研究発表」 
            開校１０周年記念式典挙行 
平成１１年 「北海道教育実践表彰」受賞 
平成１３年 全国読書活動実践校 文部科学大臣賞受賞 
平成１８年 開校２０周年合唱発表会（市民文化センター大ホール） 
平成１９年 第１回「河口」発表会 
平成２０年 第２回「河口」発表会 千歳フィルハーモニー管弦楽団参加 
平成２１年 校舎大規模改修工事（外壁、屋上、非常階段、職員室、教室、玄関、体育館床） 
        第３回「河口」発表会 千歳フィルハーモニー管弦楽団参加 
平成２２年 校舎大規模改修工事（体育館、職員・生徒玄関戸） 

        第４回「河口」発表会 

千歳フィルハーモニー管弦楽団・ピアニスト鶴喰由美氏参加 

平成２６年 特別支援学級開設 



 ５４ 

 

 

勇 舞 中 学 校 

 

所在：千歳市勇舞３丁目４番２号 

電話：０１２３-４０-００５１ 

創設：平成２４年４月１日 

面積：校地２９,０８２㎡、校舎５,５４９㎡ 

校長名 杉 本 祐 治 教頭名 千 葉   繁 

教職員数 
教員２５名 養護 １名 

事務 １名 

学級数 

生徒数 

１５学級 

５１１名 

教育目標 

【開校の理念（校 訓）】 

きらやかに しなやかに 

【学校経営の基本方針】 

生きる力をはぐくみ、潤いと活力に満ちた学校の創造 

〇新しい教育の具現化をめざす学校 

〇生徒一人一人がきらめき、信じ合う心が溢れる学校 

〇保護者や地域に開かれ、信頼される学校 

〇内発的改善力を持ち、支持的な職員風土と協働による学校 

〇情熱ある人間性に支えられ、教育的力量を高め合う学校 

【学校教育目標】 

瞳をきらめかせ 希望に満ちた未来を拓く 

〇思いやりの心と豊かな人間性をはぐくむ  （人間力） 

〇高い志と確かな学力をはぐくむ      （知 力） 

〇たくましい身体と実現する能力をはぐくむ （実践力） 

研究主題 
新たな知を拓く生徒をはぐくむ学習家庭のあり方 

～ 生徒の意欲を引き出す学習活動の工夫・改善 ～ 

特色ある 

教育活動 

１ 小中連携教育の充実 
（１）北陽小との交流の充実を図る 
 ・９年間を見通した学習指導、教職員による協働指導 
 ・交流場面の充実 ～ 児童会・生徒会、部活動、授業交流など 
２ 学ぶ場面の充実 
（１）個に応じた補充学習・自学自習活動等の充実  
（２）ICT機器を活用した授業の充実 
（３）地域人材を活用した多様な活動 
３ 自ら考え行動できる生徒の育成 
（１）ノーチャイムの実践 
４ 環境教育の充実 
（１）太陽光発電システムの活用 
（２）リサイクル活動の推進  など 

沿   革 

 
平成２４年 ４月 開校式 １３学級４２６名 

１０月 開校記念式典 ～ 校歌・学校教育目標 制定 
平成２５年 ４月 １４学級４７７名 
        ９月 第２回文化祭 
       １２月 第１回学校評議員・学校関係者評価委員会 
平成２６年 ３月 ２回卒業証書授与式 
        ４月 ３回入学式１７７名 １５学級 ５１１名 



 ５５ 

３ 幼 稚 園 

                                                                 (平成２６年５月１日現在) 

学校法人・幼稚園名 所在地 電話 

認
可
定
員 

就
園
児
数 

預
か
り
保
育 

給食 

千歳栄光学園 

千歳幼稚園 

〒０６６-００４１ 

千歳市清水町４丁目２５番地 
２３-２３３１ １２０ ８２ ○ ○ 

千歳栄光学園 

千歳第２幼稚園 

〒０６６-００３７ 

千歳市新富１丁目６番２１号 
２３-３５８６ １４０ １３４ ○ ○ 

千歳青葉学園 

千歳青葉幼稚園 

〒０６６-００１５ 

千歳市青葉５丁目１３番7号 
２３-３９９８ １５０ １５４ ○ 

○ 

(週３) 

西越学園 

くるみ幼稚園 

〒０６６-００８２ 

千歳市幸福１丁目８４７番地 
２３-４５５９ ２３０ ２２０ ○ 

○ 

(週５) 

千歳学園 

メリー幼稚園 

〒０６６-００２７ 

千歳市末広５丁目１番６号 
２３-３３２９ ２８０ ２５２ ○ 

○ 

(週２) 

千歳学園 

第２メリー幼稚園 

〒０６６-００３４ 

千歳市富丘４丁目１３番２０号 
２３-５７３５ ３１０ ２８９ ○ 

○ 

(週２) 

富士学園 

千歳わかば幼稚園 

〒０６６-００３９ 

千歳市富士２丁目５番６号 
２６-０１８３ １７０ ９５ ○ 

○ 

(週３) 

富士学園 

第２わかば幼稚園 

〒０６６-００７８ 

千歳市勇舞１丁目４番１号 
２３-２２００ ２８０ １９３ ○ 

○ 

(週３) 

つくし学園 

千歳つくし幼稚園 

〒０６６-００３５ 

千歳市高台２丁目３番１１号 
２３-０２０３ ３３０ ３０１ ○ 

○ 

(週３) 

つくし学園 

向陽台つくし幼稚園 

〒０６６-００５７ 

千歳市若草５丁目３番地の１ 
２８-２１２３ ２１０ １５０ ○ 

○ 

(週３) 

三溝学園 

北陽幼稚園 

〒０６６-００７５ 

千歳市北信濃６７５-１６ 
４９-３１００ ８０ ６１ ○ 

○ 

(週５) 

合計１１幼稚園 ２,３００ １,９３１   

 



 ５６ 

４ 高等学校 

学 校 名 
所 在 地 

電  話 

 

 

 

北海道千歳高等学校 
 

千歳市北栄１丁目４番１号 

（電話０１２３-２３-９１４５） 

 

校 長 名 橋 本 丈 則 

学 級 数 
生 徒 数 

（全日制） 普通科 
  国際教養科 

  国際流通科 

計 ２７学級 １,０７０名 

（定時制） 普通科 

４学級   ５６名 

沿   革 

 
昭和２３年１０月３０日  道立野幌高等学校千歳分校として設立認可 

昭和２５年 ３月３１日  北海道月寒高等学校千歳分校となる 

昭和２５年 ４月３０日  千歳町立北海道千歳高等学校設置許可 

昭和２９年 ４月 １日  道立移管 

昭和３３年１０月 ４日  創立１０周年記念式典挙行 

昭和４３年 ９月２２日  創立２０周年記念式典挙行 

昭和５３年 ９月２４日  創立３０周年記念式典挙行 

昭和６２年 ３月３１日  定時制商業科閉科 

平成 ６年１１月 ８日  大韓民国空港高校姉妹提携 

平成 ７年 7月１２月  大韓民国空港高校と相互交流開始 

（平成１０年及び１１年一時中断） 

平成１１年 ４月 １日  国際教養科・国際流通科開設 

平成１１年１１月 ６日  創立５０周年・校舎改築落成記念式典挙行 

平成１２年 ９月     アメリカ合衆国ジェームズリバー高校と相互交流開始 

平成１４年 ３月３１日  第２体育館完成 

平成１５年 ４月 １日  全日制普通科１間口減 
平成２０年 ６月～ 

平成２１年 ２月  創立６０周年記念事業 
（記念看板設置、航空写真撮影、校歌ＣＤ作成） 

平成２２年 ９月     太陽光発電設備工事完了 



 ５７ 

 

学 校 名 
所 在 地 

電  話 

 

 

 

北海道千歳北陽高等学校 
 

千歳市北陽２丁目１０番５３号 

（電話０１２３-２４-２８１８） 

 

校 長 名 吉 村 恭 子 

学 級 数 
生 徒 数 

全日制普通科  ２２学級  ７２７名 

沿   革 

 
昭和４８年 ４月 １日 開校 

昭和５１年 ７月１５日 文部省教育課程研究開発校指定 

昭和５７年１１月１３日 創立１０周年記念式典挙行 

平成 ４年１０月１８日 創立２０周年記念式典挙行 

平成 ７年 ２月１３日 道路交通量調査実践により北海道社会貢献賞受賞 

平成１４年１１月 ９日 創立３０周年記念式典挙行 

平成１５年 ４月 １日 ２学期制導入 

平成１６年 ４月 １日 学校目標改訂 

平成１８年 ４月 １日 校訓制定 

平成１９年 ４月 ２日 文部科学省キャリア教育調査研究推進校指定 

平成２０年１２月２５日 千歳科学技術大学との連携・協力に関する協定 
平成２１年 ９月１４日 平成２３年度よりフィールド制導入決定 
平成２３年 ４月 １日 平成２３年度入学生よりフィールド制実施 
平成２４年 ５月１１日 青少年赤十字（ＪＲＣ）全校加入 
平成２６年 ６月 ６日 消費者教育の推進に関する研究指定（文部科学省） 
 

 

学 校 名 

所 在 地 

電  話 

 

 

 

 

北海道千歳高等支援学校 
     

千歳市真々地２丁目３番１号 

（電話０１２３-２３-６６８１） 

 

校 長 名 宮 崎 真 彰 

学 級 数 

生 徒 数 

（全日制） 環境・流通サポート科 

  生 活 技 術 科 

              計 ６学級 ５２名 

沿   革 

 
平成２５年 ４月 １日 開校 
        ４月１５日 第１回入学式 

（環境・流通サポート科１８名、生活技術科９名、計２７名入学） 
        ６月１５日 開校式 
       １１月１６日 第１回学校祭 
平成２６年 ３月２４日 修了式 
        ４月 ８日 第２回入学式 
              （環境・流通サポート科１６名、生活技術科９名、計２５名入学） 
 



 ５８ 

５  大学・専修学校 

学校名 所在・電話 学科・定員等 

 

 

 
 

千歳科学技術大学 

 

 

 

 

 

 

〒０６６-８６５５ 
千歳市美々７５８－６５ 

（電話０１２３-２７-６００１） 

 

■総合光科学部       ２４０名 

バイオ・マテリアル学科 

 光システム学科 

 グローバルシステムデザイン学科 

 

■大学院 

光科学研究科 

  光科学専攻 博士前期課程２０名 

           博士後期課程 ３名 

 

 

 

 

 

 
 

日本航空専門学校 

 

 

 

≪千歳キャンパス≫ 

〒０６６-８６２２ 

千歳市泉沢１００７番地の９５ 

（電話０１２３-２８-１１５５） 

 

 

 

 

≪白老キャンパス≫ 

〒０５９-０９０４ 

白老町東町２丁目１番５号 

 

 
 

 

 

 

≪千歳キャンパス≫ 

■航空整備科 ３年制 １２６名(男女) 

 一等航空運航整備士コース(Ｂ７６７)  

 二等航空整備士コース/二等航空運航整備

士コース/システムコース/技術コース 

■空港技術科 ２年制 ８０名(男女) 

 グランドハンドリング 

 

≪白老キャンパス≫ ４０名(女子) 

■国際航空ビジネス科 ２年制 

■国際航空ビジネス科 ３年制 

海外留学コース 

 

 

 
 

北海道千歳リハビリテ

ーション学院 

 

 

 

 

 

〒０６６-００５５ 
千歳市里美２丁目１０番 

（電話０１２３-２８-５３３１） 

 

 

 

 

 

■昼間部３年課程 
理学療法学科   ８０名 

作業療法学科   ４０名 

 

 

 



 ５９ 

〔５〕就学の助成 

１ 就学援助 

経済的理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して、学用品費や給食費等の就学に必要な経費

の一部援助を行っています。 

 

（１） 学用品費等援助 

   

年度    

区分 
平成２４年度実績 平成２５年度実績 

備考 
人員(人) 金額(円)    人員(人) 金額(円)    

小
学
校 

学用品費･通学用

品費･校外活動費 
１,０１１ １４,１９８,３５７ ９８４ １３,８９７,３２８ 宿泊を伴わない 

体育実技用具費 ３１８ ３,６３９,９８０ ３１６ ３,６３１,４７０  

新入学児童生

徒学用品費等 
１３３ ２,６４６,７００ １４５ ２,８８５,５００  

修学旅行費 １７７ ３,０８９,７００ ２００ ３,４６４,８９８ 要保護を含む 

校外活動費 １７６ ４４３,２２４ １６７ ４３４,３８６ 宿泊学習 

学校給食費 １,０１０ ４４,９８１,９００ ９８３ ４４,０３８,９６０  

計 － ６８,９９９,８６１ － ６８,３５２,５４２  

中
学
校 

学用品費･通学用

品費･校外活動費 
５７９ １４,４３４,５４８ ５４７ １３,７２８,１１８ 宿泊を伴わない 

体育実技用具費 １８１ ５,４９７,３００ １６９ ５,０９０,７００  

新入学児童生

徒学用品費等 
１７４ ３,９８４,６００ １６１ ３,６８６,９００  

修学旅行費 １４２ ８,９３４,４８９ ２０５ １３,２１９,４２３ 要保護を含む 

校外活動費 １９１ ８３４,８６５ １６９ ８２８,４２６ 宿泊学習 

学校給食費 ５７８ ３０,２２０,８１０ ５４４ ２８,６５７,９６０  

計 － ６３,９０６,６１２ － ６５,２１１,５２７  

合 計 － １３２,９０６,４７３ － １３３,５６４,０６９  

 

（２） 医療費援助 

 

年度    

区分 
平成２４年度実績 平成２５年度実績 

備考 
人員(人) 金額(円)    人員(人) 金額(円)    

小
学
校 

要保護児童 ６２ ６７３,０５０ ６４ ６１６,６２０  

準要保護児童 １,３２５ ３,０１８,０９０ １,２１３ ２,７２７,２３０  

計 １,３８７ ３,６９１,１４０ １,２７７ ３,３４３,８５０  

中
学
校 

要保護生徒 ３７ ５０７,０３０ ５８ ９００,９３０  

準要保護生徒 ３１９ ８１４,１６０ ３２５ ９６３,１６０  

計 ３５６ １,３２１,１９０ ３８３ １,８６４,０９０  

合 計 １,７４３ ５,０１２,３３０ １,６６０ ５,２０７,９４０  

 



 ６０ 

２ 特別支援教育助成 

（１） 特別支援教育就学奨励費 

小学校及び中学校の特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対して、経済的な負担の軽減と特

別支援教育の振興を図るために就学に必要な経費の一部援助を行っています。 

 

年度 

区分 

平成２４年度実績 平成２５年度実績 
備考 

人員(人) 金額(円)    人員(人) 金額(円)    

小
学
校 

学用品費･通学用品

費・校外活動費 
５２ ３０６,２２５ ４７ ２８９６７５ 宿泊を伴わない 

体育実技用具費 １２ １１６,７２５ １７ １５１,９１５  

新入学児童生徒学

用品費等 
９ ８９,５５０ ８ ７９,６００  

修学旅行費 ５ ４２,９００ ６ ５７,１００  

校外活動費 ４ ４,２０９ ２７ ２９,６６０ 宿泊学習 

学校給食費 ５２ １,１２２,６４５ ４７ １,０４９,２８０  

通学費 ８２ ５５４,７４０ ７４ ５１１,５５９  

計 － ２,２３６,９９４ － ２,１６８,７８９  

中
学
校 

学用品費･通学用品

費･校外活動費 
３８ ４４４,４２８ ２３ ２７１,００３ 宿泊を伴わない 

体育実技用具費 ８ １４５,２００ １０ １８１,５００  

新入学児童生徒学

用品費等 
８ ９１,６００ ９ １０３,０５０  

修学旅行費 ２０ ５１１,２６８ ５ １２９,２００  

校外活動費 ３ ８,７６０ ２ ５,８４０ 宿泊学習 

学校給食費 ３７ ９７６,８２７ ２３ ６１５,８０５  

職場実習･交流学習

交通費 
１１ ３,９６０ － －  

通学費 ４ ９５,４５６ ６ ４３,６６７  

計 － ２,２７７,４９９ － １,３５０,０６５  

 合計 － ４,５１４,４９３ － ３,５１８,８５４  

 

（２） 特別支援学校等就学援助費 

特別支援学級等に就学する児童生徒の完全就学を図るため、その保護者に対して年間一定額を支給

しています。 

 

年度 

区分 
平成２４年度実績 平成２５年度実績 

備 考 
人員(人) 金額(円) 人員(人) 金額(円) 

小
学
校 

特別支援学級 １３６ ４,３１１,０００ １４２ ４,７３７,０００  

特別支援学校等 １１ ５５０,０００ １０ ５０２,０００  

計 １４７ ４,８６１,０００ １５２ ５,２３９,０００  

中
学
校 

特別支援学級 ５９ ２,８２４,０００ ４１ １,９１６,０００  

特別支援学校等 １３ ７６２,０００ １１ ６７０,０００  

計 ７２ ３,５８６,０００ ５２ ２,５８６,０００  

合計 ２１９ ８,４４７,０００ ２０４ ７,８２５,０００  



 ６１ 

３ 奨学金制度 

経済的理由により、修学が困難な学生、生徒に対し、奨学基金をもとに、奨学金を支給しています。 

 

（１） 資格要件 

ア 千歳市内に住所を有すること 

イ 高等学校、高等専門学校、専修学校、大学に在学中、又は進学を希望するもの 

ウ 学資に乏しいこと 

エ 学業優良及び素行善良であること 

 

（２） 奨学金額 

区 分 対  象 金 額 

高校生等 

高等専門学校生（１年生から３年生） 

月額７,０００円以内 高校生 

専修学校生（修業年限が３年以上の高等課程） 

大学生等 

大学生（短期大学含む） 

月額１０,０００円以内 高等専門学校生（４年生、５年生及び専攻科） 

専修学校生（修業年限が２年以上の専門課程） 

 

（３） 奨学基金現在高 

６３,０４６,７０５円（平成２６年３月３１日現在） 

 

（４） 支給実績 

 

   年度 

区分 
２４年度 ２５年度 

応募者(人) 受給者(人) 支給金額(円) 応募者(人) 受給者(人) 支給金額(円) 

高校生 ６８ ４５ ３,７８０,０００ ７８ ４５ ３,７８０,０００ 

大学生 ３２ ２０ ２,３３０,０００ ４０ ２０ ２,４００,０００ 

合 計  １００ ６５ ６,１１０,０００ ９３ ５０ ６,１８０,０００ 

 



 ６２ 

４  私立幼稚園助成 

（１） 燃料費･光熱水費補助金 

幼稚園に通園する幼児の保護者負担を軽減するため、燃料費・光熱水費として、園児1人当たり年額

５,５００円を補助しています。 

 

２４年度 ２５年度 

対象園児数 補助金交付額 対象園児数 補助金交付額 

１,８８０人 １０,３４０,０００円 １,９２０人 １０,５６０,０００円 

 

（２） 建設費等利子補給補助金 

幼稚園を新設、増設、改築する場合、借入金に対する返済利息の一部を利子補給金として補助してい

る。補助金額は、借入元金の当該年度当初残額（ただし、建設分は300万円、防音分は1,000万円を限

度とする。）の３％（借入金利が３％未満の場合はその率）、10年間を限度としています。 

 

区分 
平成２４年度 平成２５年度 

対象幼稚園 補助金交付金額 対象幼稚園 補助金交付金額 

新築 － － － － 

増築 － － － － 

改築 － － － － 

 

（３） 障がい児教育補助金 

心身障がい児を就園させる幼稚園に対し、障がい児1人当たり年額５万円を補助しています。 

（ただし、１園当たり15万円を限度とする。） 

 

２４年度 ２５年度 

対象幼稚園 対象園児数 補助金交付額 対象幼稚園 対象園児数 補助金交付額 

３園 ６人 ３００,０００円 ４園 ６人 ３００,０００円 

 

（４） 私立幼稚園連合会研修費補助金 

私立幼稚園連合会が実施する教員研修に対して、参加教員1人当たり5,500円を限度として補助して

います。 

 

２４年度 ２５年度 

参加教員数 補助金交付額 参加教員数 補助金交付額 

１０３人 ２３７,７３５円 ９７人 ５３３,５００円 

 

（５） 就園奨励費補助金 

幼稚園に通園する幼児の保護者負担の軽減と公・私立間の保護者負担の較差是正を図るため、入園

料・保育料の軽減を行った幼稚園に対し、補助金を交付しています。 

 

区分 
２４年度 ２５年度 

対象幼児数 補助金交付額 対象幼児数 補助金交付額 

幼稚園児 １,７４３人 １６５,９０２,７００円 １,７８１人 １８４,３２３,９００円 

２歳児受入   １２１人   ８,２１０,５００円   １７７人  １２,４１３,８００円 

 



 ６３ 

〔６〕学 校 保 健 

１ 児童生徒の体位 

（平成２５年度） 

  
身長 cm 体重 ㎏ 座高 cm 

男 女 男 女 男 女 

小
学
生 

６
歳 

千歳市 １１６.６  １１５.３  ２１.５  ２０.９  ６４.７  ６４.１  

全   道 １１６.９ １１５.４ ２２.０ ２１.１ ６５.０ ６４.２ 

全   国 １１６.６ １１５.６ ２１.３ ２０.９ ６４.８ ６４.４ 

７
歳 

千歳市 １２２.７  １２１.３  ２４.３  ２３.３  ６７.１  ６６.８  

全   道 １２２.９ １２１.６ ２４.７ ２３.６ ６７.８ ６７.０ 

全   国 １２２.４ １２１.６ ２３.９ ２３.５ ６７.７ ６７.３ 

８
歳 

千歳市 １２８.３  １２８.１  ２７.６  ２７.０  ７０.２  ７０.０  

全   道 １２８.３ １２７.６ ２７.８ ２６.７ ７０.３ ７０.０ 

全   国 １２８.２ １２７.３ ２７.１ ２６.４ ７０.２ ６９.９ 

９
歳 

千歳市 １３３.４  １３３.６  ３１.３  ３０.７  ７２.５  ７２.６  

全   道 １３３.８ １３４.３ ３１.６ ３０.９ ７２.９ ７３.１ 

全   国 １３３.６ １３３.６ ３０.４ ３０.０ ７２.６ ７２.８ 

１０ 

歳 

千歳市 １３９.２  １４０.６  ３４.０  ３４.７  ７４.９  ７５.７  

全   道 １３９.５ １４１.０ ３５.７ ３５.4 ７５.１ ７６.３ 

全   国 １３９.０ １４０.１ ３４.３ ３４.０ ７５.０ ７５.８ 

１１ 

歳 

千歳市 １４４.４  １４７.９  ３８.３  ４０.８  ７７.１  ７９.４  

全   道 １４６.５ １４７.６ ４０.８ ４０.６ ７８.４ ７９.６ 

全   国 １４５.０ １４６.８ ３８.３ ３９.０ ７７.６ ７９.３ 

中
学
生 

１２ 

歳 

千歳市 １５２.７  １５２.５  ４４.３  ４４.９  ８１.２  ８２.６  

全   道 １５３.４ １５２.４ ４５.７ ４５.０ ８２.０ ８２.５ 

全   国 １５２.３ １５１.８ ４３.９ ４３.７ ８１.２ ８２.１ 

１３ 

歳 

千歳市 １６０.５  １５４.８  ５０.２  ４７.０  ８５.１  ８３.５  

全   道 １６０.９ １５５.５ ５１.０ ４７.８ ８５.８ ８４.１ 

全   国 １５９.５ １５４.８ ４８.８ ４７.１ ８４.８ ８３.８ 

１４ 

歳 

千歳市 １６６.０  １５６.４  ５５.７  ５０.５  ８８.５  ８４.７  

全   道 １６５.８ １５６.９ ５５.２ ５０.６ ８８.６ ８５.１ 

全   国 １６５.０ １５６.５ ５４.０ ４９.９ ８８.１ ８４.９ 



 ６４ 

２ 災害共済給付 

児童生徒が、学校管理下において怪我をした場合、独立行政法人日本スポーツ振興センターか

ら災害共済給付金が支払われます。 

 

給付実績 

（単位：件数）  

４～６月 ７～９月 
１０～１２

月 
１～３月 計 

平成２３年度 

小学校  ９９  ７５  ６８  ８４  ３２６ 

中学校 １４５ １３４ １３８ １２９  ５４６ 

計 ２４４ ２０９ ２０６ ２１３  ８７２ 

平成２４年度 

小学校 １１１  ９４  ９６ １０４  ４０５ 

中学校 １６５ ２１５ １９９ １６６  ７４５ 

計 ２７６ ３０９ ２９５ ２７０ １,１５０ 

平成２５年度 

小学校  ７７  ８４  ８７  ７０  ３１８ 

中学校 １４３ １１９ １３８ １４１  ５４１ 

計 ２２０ ２０３ ２２５ ２１１  ８５９ 

 



 ６５ 

〔７〕学 校 給 食 

１ 施設の概要 

千歳市学校給食センター 

所 在 地   千歳市流通３丁目１番地の１１ 
電   話  ０１２３-２３-３５９１ FAX ２３-３５９９ 

開   設  平成５年８月 

建築構造  鉄骨造２階建 

敷地面積  ８,９９５.４６㎡ 

建物面積  ２,６６０.２５㎡ 

 

２ 学校給食の状況  

学校給食は｢学校給食法｣等に基づき、昭和３９年に共同調理方式を採用し、現在、週５回（米

飯３回、パンまたは麺類２回）の給食を提供しています。現代の食生活における問題点は、偏った

食事内容からくるカルシウムや微量栄養素の不足、脂肪・糖分・塩分等の過剰摂取による健康問

題が生じていることです。 

学校給食は、家庭における食事と相まって、成長期にある児童生徒が１日に必要な栄養量を摂

取できるよう、文部科学省が定めている｢学校給食実施基準｣に基づき、献立を作成しています。 

なお、学校給食における「地産地消」の取組として、平成１３年１月から千歳・恵庭産の白米を使

用しています。また、平成２２年４月からは角食及び丸パンの原材料である小麦を千歳産に限定して

使用してきましたが、ＪＡ道央の施設統合に伴い平成２６年度からは千歳産に限定することができず、

千歳・恵庭・北広島・江別産混合の小麦を使用することになりました。 

 

３ 運営方法 

学校給食センターの適正な運営を図るため、「千

歳市学校給食センター運営審議会」を設置し、運営

全般にわたる審議を行っています。 

なお、調理、配膳、施設維持管理業務について

は、業務実施に係る民間のノウハウを活用し、より安

定した給食を提供するため、平成２１年４月１日から

委託を行っています。 

 

 
 

所 属 団 体 氏 名 

東千歳中学校長 福田 幸一 

高台小学校長 北野 敬和 

泉沢小学校長 比良 彰男 

泉沢小学校教頭 坂田 育子 

保護者 橋本 純子 

保護者 荒井 由紀恵 

千歳医師会・学校医 石坂 明人 

民生委員児童委員連絡協議会 宮川 明子 

千歳消費者協会 中村 千代子 

保健福祉部健康推進課長 林 博樹 

千歳市学校給食センター運営審議会委員 

(平成２６年７月５日現在) 

千歳市学校給食センター 



 ６６ 

４ 給食校及び配食数 

学校数 配食数 米飯回数 

総 数 小学校 中学校 総 数 小学校 中学校 教職員 
週３回 

２６ １７ ９ ８,６７１ ５,５０４ ２,６４８ ５１９ 

                                                 （平成２６年５月１日現在） 

５ 給食費 

 主食 

（円） 

副食 

（円） 

牛乳 

（円） 

合計 

1食単価 

給食費（円） 年間給 

食回数 月額 年間 

小学校（低） ７４.０９ １３０.３６ ４２.５５ ２４７.００ ３,８０７ ４５,６８４ 

１８５回 小学校（高） ７８.０８ １４５.３７ ４２.５５ ２６６.００ ４,１００ ４９,２００ 

中学校 ８０.９３ １８０.５２ ４２.５５ ３０４.００ ４,６８６ ５６,２３２ 

（平成２６年４月１日改定） 

６ 栄養基準   

 
エネル

ギー 
(kcal) 

たんぱ

く質 

(ｇ) 

カルシ

ウム 

(mg) 

鉄 

 

(mg) 

ビタミン 

レチノー

ル 

(μｇ) 

B１ 

(mg) 

B２ 

(mg) 

Ｃ 

(mg) 

小
学
校 

低
学
年 

学校給食基準量 ５８５ ２２.０ ３２５ ２.５０ １６０ ０.３５ ０.４０ ２０ 

千歳市の献立 ６５３ ２７.１ ３２５ ２.４９ ３１８ ０.６０ ０.５２ ２１ 

高
学
年 

学校給食基準量 ６９５ ２６.０ ３７５ ３.５０ １８５ ０.４５ ０.４５ ２３ 

千歳市の献立 ６９８ ２８.６ ３３２ ２.６２ ３４１ ０.６４ ０.５４ ２３ 

中
学
校 

学校給食基準量 ８２０ ３０.０ ４５０ ４.００ ３００ ０.５０ ０.６０ ３５ 

千歳市の献立 ７９９ ３１.９ ３４９ ３.０７ ３６６ ０.７０ ０.６４ ２６ 

 



 ６７ 

〔８〕生徒指導 ・ 青少年指導 

１ 教育相談 

  千歳市では、相談電話・来訪又は訪問などにより、小中学校と連携して児童生徒の諸問題に関

する相談を行っています。 

 

（１） 青少年課における相談業務対応種別件数 

                                                  （単位：件） 

相談種別 平成２４年度 平成２５年度 増減 

電話で対応した相談  ９３ １１５ ＋２２ 

来訪で対応した相談 １２８ １８９ ＋６１ 

訪問で対応した相談   ２   ０ － ２ 

その他の方法で対応した相談  ６３   ３ －６０ 

合  計 ２８６ ３０７ ＋２１ 

※相談内容は、不登校（３７件）、学校生活（１２件）、問題行動（１０件）家庭生活（８件）、その

他（２件）となっている。 

※保護者からの相談が９１％を占めている。 

     ※その他の方法で対応した相談については、学校や関係機関との調整した相談件数。 

 

（２） スクールカウンセラー配置状況 

    児童生徒の問題行動の未然防止や早期発見、早期対応を図るため、専門的な知識に基づく指導・

助言ができる、スクールカウンセラーによる教育相談を実施しています。 

 

① 北海道スクールカウンセラー配置校 

  千歳中、北進小中、青葉中、駒里小中、富丘中、北斗中、向陽台中、勇舞中、日の出小、

祝梅小、北陽小、末広小 

② 千歳市スクールカウンセラー配置校 

  千歳第二小、信濃小、高台小、桜木小、泉沢小、緑小 

③ スクールカウンセラーによる教育相談は、教育委員会青少年課相談室において月２回実施 

 

（３） 心の教室相談員配置状況 

    相談体制の充実を図るため、小学校１３校に心の教室相談員を配置し、児童の悩み やスト

レスを和らげ問題行動の未然防止を図ります。 

    

① 心の教室相談員配置校 

     千歳小、北栄小、末広小、緑小、千歳第二小、日の出小、信濃小、高台小、祝梅小、 

桜木小、向陽台小、北陽小、泉沢小 



 ６８ 

２ 不登校児童生徒について 

  不登校児童生徒については、学校と連携するとともに適応指導教室（「おあしす」）への通級を働

きかけています。 

 

 （１） 不登校児童生徒数 

（病気・けが以外で１カ月に１４日以上休んだことが１回でもあった児童生徒）  

                                                     （単位：人） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

小学校 １０ １９ ＋ ９ 

中学校 ７６ ７９ ＋ ３ 

計 ８６ ９８ ＋１２ 

※長期欠席は小学校が９名増加、中学校は３名の増加となった。 

 

（２） 適応指導教室「おあしす」について 

① 設置の目的 

不登校児童生徒の増加に対応するため、平成９年６月に千歳市青少年会館内（東雲町１

丁目１０番地）に学校適応指導教室『おあしす』を開設しています。 

ここでは、児童生徒の個々の状態に応じた教育相談を行うとともに、集団的な生活習慣や

学習、集団活動等において指導・援助を行い、自立や学校生活への復帰を目指しています。 

② 指導の方針 

ア 指導員と児童生徒の信頼関係を作る中で、生活面での支援を行う。 

イ 体験的活動や集団活動を通して、コミュニケーション能力や集団生活における適応能力

の向上を図る。 

ウ 家庭や在籍校、各関係機関（子育て推進課、児童相談所等）との連携を図りながら、学

校復帰への意欲が高まるよう指導・援助に努める。 

③ 入級対象児童生徒 

市内の小中学校に在籍し、主に心理的要因や集団不適応によって、不登校の状態にある

児童生徒。 

④ 通級児童生徒数 (見学通級は含まず） 

                                          （単位：人） 

 平成２４年度 平成２５年度 

小学校 ０ ２ 

中学校 ２２ ２１ 

計 ２２ ２３ 

⑤ 開設時間 

・月～木 ９：３０～１４：３０    

・金    ９：３０～１２：００ 

⑥ 活動内容 

ア 個 別 活 動:児童生徒が立てた計画に従って活動し、必要に応じてスタッフの援助を受け

る。 

イ 学 習 時 間:個々にあった学習内容で、毎週月～木曜日の１０時から学習の習慣づけや

学ぶことの楽しさを実感させ、学習に積極的に取り組む力を育てる。 

ウ マイタイム：「目的を持って活動する」ことを目指し、毎週金曜日の１０時から１１時の１時間、

事前に立てた目標を実行する。 

エ 集 団 活 動:児童生徒が状態に応じて、グループで多様な行動をすることによって、心を

開放するとともに対人関係を広げ、集団への適応を促進する。 



 ６９ 

３ いじめに関する取組 

千歳市では、いじめの問題に関する指導の方針として「いじめは人間として絶対に許されない」とい

う確固たる認識と毅然とした態度で取り組み、学校、家庭、関係機関及び地域が一体となって、いじ

めの未然防止・早期発見・早期対応に努めることとしています。 

平成２５年９月に施行された「いじめ防止対策推進法」、また、これに伴い国が平成２５年１０月に

策定した「いじめの防止等のための基本的な方針」の内容を踏まえ、平成２６年３月に「千歳市いじめ

防止基本方針」を策定しました。 

さらに、各学校においては、平成２６年６月末に「学校いじめ防止基本方針」を策定したところであり、

この基本方針に基づき、かけがえのない存在である児童生徒一人一人が、元気で明るく学び、健や

かに成長していくことができるよう、いじめの防止等の対策に取り組んでいきます。 

また、子ども達や父母、地域住民、教育関係者等が一体となって取組む行事として、平成９年度

から、いじめの防止に向け共通理解を図ることを目的に、なかよしさわやかＤＡＹいじめシンポジウムを

開催しています。 

 

※平成２５年度 なかよしさわやか DAYいじめシンポジウム開催状況 

日  時：平成２５年１１月３０日（土）９：３０～１２：５０ 

会  場：千歳市民文化センター中ホール  

参加者：３７１名 

 

（１） 文部科学省の児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

いじめ ２６ ３０ ＋ ４ 

 

４ 各種事故 

   一般事故や交通事故及び非行事故については、小中学校からその都度報告を受け、学校での指

導内容を確認し、防止に向けた取組を進めています。 

 

（１） 一般事故・交通事故の状況 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

交通事故 ８ ７ － １ 

一般事故 ６ ８ ＋ ２ 

 

（２） 非行事故件の状況 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

小学校 １０ ３ － ７ 

中学校 １６ ２ －１４ 

計 ２６ ５ －２１ 
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５ 児童生徒の安全確保 

（１） 不審者・不審電話件数 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

不審者 ３９ ２９ －１０ 

不審電話  ２  ２     ０ 

      

 

（２） 千歳っ子見守り隊 

     各小学校に「千歳っ子見守り隊」を設置し、町内会やＰＴＡの見守り隊ボランティア  が児童生

徒の見守り活動を行っています。 

                                                  （単位：人） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

見守り隊員数 １,００４ ９５１ －５３ 

 

（３） 子ども１１０番の家 
    子ども達が不審者、事件等に遭遇したときに、助けを求める場所として、各小学校が校区内の商

店や事業所などに協力を呼びかけ、｢子ども１１０番の家」を設置しています。 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

登録件数 １,１１０ １,１６１ ＋５１ 

 

６ 青少年指導件数 

 青少年指導センター専門指導員による青少年の指導件数 

                                                  （単位：件） 

 平成２４年度 平成２５年度 増減 

未就学 ０ ０ ０ 

小学生 ６ ３２ ＋２６ 

中学生 ３０ ３３ ＋ ３ 

高校生 １２８ １２７ － １ 

その他学生 ０ ０ ０ 

有職少年 ０ ２ ＋ ２ 

無職少年 ２ ０ － ２ 

成人 ０ ０ ０ 

合計 １６６ １９４ ＋２８ 

     ※指導内容は、自転車の二人乗りが１１８件と最も多く、次いで信号無視１３件、川遊び８件、 

喫煙２件、その他５３件となっている。 
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Ⅴ 社 会 教 育 

〔１〕生涯学習・社会教育の主な施策 

 

            

                                   

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

            

                                   

 

 

                

 

 

                   

 

 

 

 

 

                        

                   

                   

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

・スポーツセンター・文化センターの設備更新による機能の向上 市民ニーズに対応し、安全

で快適に利用ができる社会

教育施設の充実 

多様な文化鑑賞機会の

充実と文化活動の支援 

・文化センターや市民ギャラリーにおける催事の開催により、文化・芸術に

触れる機会の提供 

・文化活動の担い手となる文化芸術活動団体・サークルの育成と活動支

援 

・文化意識を高めていくため、活動成果を発表する機会の充実 

文化財の保護と継承 
・国指定史跡「キウス周堤墓群」の保存・活用に向けた取組及び構成資

産として世界遺産登録を目指す共同事業の推進 

・千歳の歴史・文化に直に触れて学び、文化財の大切さを理解する機会

の提供 

・市指定無形民俗文化財の郷土芸能やアイヌ文化の伝統芸能・工芸技

術の保存と次世代への継承活動の支援 

・市民が気軽に参加できる各種スポーツイベントや教室の充実 

・スポーツ活動を支援する指導者や団体の育成 

・各界のプロ選手などを招いて、「千歳ジュニアスポーツフェスティバル」を

開催するなど、子どもたちのスポーツ活動の支援 

地域における各種スポー

ツ活動の活発化と団体の

育成 

思いやりの心とチャレンジ

精神を育む青少年の健

全育成活動の推進 

・「子ども活動支援センター」を活用し、青少年が地域の中で健やかに育

つ環境づくりや、体験学習機会の充実を図るため、ものづくりや科学実

験といった「チャレンジ教室」の実施 

・「千歳学出前講座」による自主的学習活動支援 

・市民活動交流センター「ミナクール」運営団体との連携強化による「まち

づくり」の人材や団体の育成と活動の支援 

・「放課後子ども教室」や「学校支援地域本部事業」による地域活動の支

援 

いつでも、どこでも、だれも

が学びあえる仕組みづくり

の推進 

社会の変化や今日的課

題などに対応した、様々な

学習機会の充実 

・「市民教養セミナー」､｢若返り学園」､｢高星大学｣､｢高星大学大学院｣等の

生活に密着した学習機会の提供 

・子どもの発達段階に応じた育児知識の習得や情報交換の場、家庭教

育に関する男性の意識向上を図る機会等の提供 
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〔２〕社会教育委員・公民館運営審議会委員 

１ 社会教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公民館運営審議会委員 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

氏   名 所  属  団  体 

浜   一 穂 

釣   晴 彦 

津 山 功 一 

北 野 敬 和 

吉 村 恭 子 

長谷川   誠 

五十嵐 隆 子 

荒 井 由紀恵 

駒 谷   至 

開 発   治 

河 村 慶 昭 

尾 本 則 子 

北 原 三津代 

三 上 幸 男 

和 田 裕 美 

 泉沢向陽台スポーツクラブ 

 千歳市退職校長会 

 千歳市校長会 

 千歳市校長会 

 北海道千歳北陽高等学校 

千歳科学技術大学 

 千歳市女性団体協議会 

 千歳市PTA連合会 

 千歳市文化団体連絡協議会 

 (財)千歳市体育協会 

 千歳市町内会連合会 

 千歳市子ども会育成連合会 

 みんなで、ひと・まちづくり委員会 

 千歳市スポーツ推進委員協議会 

 公民館教室 

氏   名 所  属  団 体 

浜   一 穂 

釣   晴 彦 

北 野 敬 和 

五十嵐 隆 子 

荒 井 由紀恵 

駒 谷   至 

開 発   治 

河 村 慶 昭 

尾 本 則 子 

和 田 裕 美 

 泉沢向陽台スポーツクラブ 

 千歳市退職校長会 

 千歳市校長会 

 千歳市女性団体協議会 

 千歳市PTA連合会 

 千歳市文化団体連絡協議会 

 (財)千歳市体育協会 

 千歳市町内会連合会 

 千歳市子ども会育成連合会 

 公民館教室 

（平成２６年７月１日現在） 

（平成２６年７月１日現在） 
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〔３〕社会教育事業 （平成２５年度） 

 

事業名      開催月日 会  場 対  象 趣   旨 

ママさん教室 
①５月～７月 

②９月～１１月 

市民文化センター

等 

母親と乳幼児 

親子６０組 

子育て中の母親たちを対象に、子

供の発達段階に応じた育児知識

の習得と情報交換の場を提供し、

地域ぐるみで子育てを行うために

支援する人材を育成・活用する。 

思春期子育てセミナ

ー 

①１１月１３日 

② ２月２１日 
市民文化センター 

市民 

１５６名 

思春期や思春期を迎える子を持

つ親を対象に、親としてのあり方等

について学習する機会を提供。 

男性の子育て講座 
①８月３日 

②２月１日 

教育委員会 

会議室等 

父親（男性保護

者）と子ども 

３６組 

講義や実践を通じて、父親として

のあり方や子どもとの関わり方につ

いて考える機会を提供し、男性の

家庭教育への参画促進を図る。 

家庭教育セミナー １２月１４日 市民文化センター 
市民 

２２５名 

子育て中の親に限らず、多くの市

民に、地域ぐるみで子育てを支援

することの大切さについて考える

機会を提供し、地域における家庭

の教育力向上を図る。 

チャレンジ教室 

体験教室 

８回 

出前講座 

５回 

教育委員会 

会議室等 

小・中学生 

３３６名 

（うち出前講座 

１３２名） 

ものづくりなどを通しての体験活動

の機会を提供する。併せて、地域

ぐるみで子どもの育成をしていくた

めに子ども活動を支援する人材を

育成・活用する。 

千歳市・指宿市 

青少年相互交流事

業 

８月３日～ 

    ８月６日 

１２月２５日～ 

  １２月２８日 

千歳市⇔ 

鹿児島県指宿市 

小学校６年生 

１６名 

未来ある子供達の交流を通して

姉妹都市の友好関係が発展する

よう相互交流を行う。 

子ども活動支援 

センター 
通年 

教育委員会 

生涯学習課内 

ボランティア 

登録者４名 

青少年の奉仕活動・体験活動の

機会充実を図るため、情報提供

やコーディネートを行い青少年活

動の推進を図る。 

市民教養セミナー 
５月～３月 

年６回 
市民文化センター 

市民 

１,１４９名 

社会環境の変化に対応し、市民

の学習ニーズに応え、自主的に取

組めるよう、学習機会を提供す

る。 

パソコン講習会 
５月～３月 

年４３講座 

市民ギャラリー 

ＩＴ講習室 

市民 

２３７名 

情報化に積極的に対応していける

ようパソコンの操作技術の習得機

会の提供を、市民団体との協働に

より実施する。 



 ７４ 

 

事業名      開催月日 会  場 対  象 趣   旨 

千歳学出前講座 ４３９件 公共施設等 

市民等 

５名以上の団体 

１３,３３９名 

市民と市民の学びあいによる学習

機会の充実や交流の活性化を図

るとともに、市民と行政が情報の共

有をもとに、協働して生涯学習に

よるまちづくりを推進する。 

千歳市若返り学園 ５月～ ３月 
市民文化センター 

等 

６０歳以上の 

市民 

４１０名 

明るく健やかに豊かで生きがいの

ある生涯を送るために必要な学習

機会を提供する。 

千歳高星大学 
４月～１２月 

（２年制） 

市民文化センター 

等 

６０歳以上の 

市民５０名 

豊かで生きがいのある人生を創造

できるよう組織的な学習機会を提

供する。 

千歳高星大学大学院 
４月～１２月 

（２年制） 

市民文化センター

等 

千歳高星大学

を卒業した市民 

５０名 

高星大学で学んだことを基礎に、

郷土千歳への理解を深め、充実

した人生を創造するための学習機

会を提供する。 

英語暗唱コンテスト １１月２４日 総合福祉センター 
中学生以上 

４８名 
一番身近な外国語である英語を

通じて、国際理解と国際感覚の涵

養を図り、国際性豊かな人材を育

成する。 英会話教室 ２月～ ３月 総合福祉センター 
１８歳以上 

２８名 

フレンドリーコンサート 

千歳合唱祭 
７月２８日 市民文化センター 

市内合唱団体 

９団体１９４名 

合唱を通じて技術の向上と文化

活動の振興を図ると共に、市民へ

芸術鑑賞機会を提供する。 

千歳市民文化表彰 １１月５日 
ホテルグランテラス 

千歳 

２個人 

１団体 

市の文化の向上･振興を図るため

に、顕著な功績があった個人･団

体等を表彰する。 

はたちのつどい １月１２日 市民文化センター 

新成人 

参加者８０８名 

対象者１,２３８名 

新成人の門出を祝い、社会人とし

ての自覚と社会との関わりや果た

すべき役割の認識を高めてもらう

契機とする。 

社会教育関係団体・ 

人材バンク登録 

及び情報提供事業 

通年  
市民 

３７５登録団体 

市民の自主的な学習活動や社会

参加活動を支援するために活動

団体や指導者を登録し情報提供

する。 

放課後子ども教室 

推進事業 

６月～３月 
毎週水曜日 
年４１回 

北栄小学校 

北栄小学校 

在籍登録児童 

１３１名 

放課後の子どもたちの安全で安心

した活動場所を確保し、地域住民

による支援のもと、学習やスポー

ツ・文化活動の実施、また、学年

や世代を超えた交流の機会を提

供する。 
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〔４〕社会教育施設 

１ 千歳市立図書館 

（１） 施設の概要 

所  在  地 千歳市真町２１９６番地の１ 電話０１２３-２６-２１３１ 

開    設 昭和６３年２月１日 

建築構造 鉄筋コンクリート及び鉄筋鉄骨コンクリート造併用構造 地上２階地下１階 

敷地面積     １３,０６２.０８㎡ 

建築面積        ２,２３３.８７㎡ 

延床面積  １階 ２,１３０.２５㎡ 

        ２階   ３８０.１４㎡ 

       地階   ３０５.１９㎡ 

合計 ２,８１５.５８㎡ 

 
 
（２） 沿 革 

昭和２５年６月に札幌ＣＩＥ（札幌民間情報教育局）図書館千歳分館として図書２,１００冊の寄贈を

受け発足しました。２９年、千歳公民館の開館に伴い、公民館の一室に図書室として移り、３７年には

千歳市民会館内に移転し、名称も公民館図書室となりました。その後、４６年には、千歳公民館が新

築開館したことに併せて、市民図書室と改称されました。 

４９年に市立図書館建設運動準備会が開催され、これを機に市内各団体や個人から数多くの図書

が寄贈され、図書室はめざましく充実し、その結果、５１年４月に待望の市立図書館が誕生しました。５

３年から図書館分室を３か所設置（平成６年度閉室）しましたが、その後、図書室の利用者数、蔵書の

増加によって狭隘化したため、現在の場所に新築することが決定しました。６０年度基本設計・実施設

計を経て、６１年７月に工事着工、６２年１１月竣工し、６３年２月に開館し、平成６年４月には待望の移

動図書館車「ブッくん」が運行を開始しました。２１年４月からは、２代目の「ブッくん」が運行し、現在は

市内４１か所のステーションを巡回しています。 

インターネットの普及により、１３年１月に図書館ホームページを開設しました。１６年４月に開設した

千歳駅市民サービスセンターにおいて図書の取次ぎを開始し、翌１７年２月には３支所においても図書

の取次ぎを、同年４月からはインターネットによる図書の予約受付を開始しました。 

１９年４月からは、民間による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や運営の効率化を

目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者は、株式会社山三ふじやです。２０年５

月に千歳市出身の作家「畔柳二美」の資料常設展示コーナーを、２２年７月に郷土史家「長見義三」

の資料常設展示コーナーを開設しました。 

２５年５月からは、市の受託事業として市内小中学校に図書館司書２名を派遣し、平成２６年度から

は図書館司書６名を配置することにより、学校図書館の管理・運営を支援しています。 
 
（３） 運営方針 

・市民の声を大切にし、市民と協働して創る図書館 

・市民の求める資料、情報に応えることができる図書館 

・市民生活や地域の要求課題に役立つ図書館 

・温かさとやすらぎが感じられる図書館 

・子どもへのサービスを重視する図書館 

・高齢者、障がい者へのサービスを重視する図書館 

・市内のどこに住んでも、だれにでも利用しやすい図書館 
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（４） 事業実績（２５年度） 

事業名 開催月日 入場者（参加者）数 

上映会 ４月～３月（２３回） ２４０人 

古典文学読書会 ４月～３月（２４回） ３０３人 

乳幼児読書普及事業 ４月～３月（１２回） ７５２人 

おはなし会（5団体） ４月～３月（８１回） １,２６６人 

市民読書グループ支援 毎週火曜日（４５回） ２６３人 

童話創作講座 ６月～１１月（５回） ８２人 

子育て総合支援センター読み聞かせ ５月～３月（１６回） ６００人 

手作り絵本教室 ７月（５回） １３４人 

こどもの読書週間記念事業 ５月１１日 １０７人 

こども読書推進事業 ７月２０日、１２月２３日 １７４人 

千歳市民文芸合評会 １０月２６日 １４人 

ふるさとポケット協賛事業（2事業） ９月２９日 ９１１人 

読書スタンプラリー ６月～９月 １２３人 

読書週間記念事業 １１月２日 ８３人 

図書館まつり ２月１６日 １４９人 
 
（５） 利用案内 

ア AV コーナーは、LDや DVD・CD を主体とし、音と画像、映像による資料を個人で視聴できます。収容人

員は１９ブース・２５名で、ソフト数は全部で１１,５２７タイトルを所蔵しています。 

イ AV 室は、図書館の行う比較的多人数の主催行事（講演会、映画会、おはなし会等）を行う部屋で、収

容人員は約１００名。 

ウ 一般閲覧室は、参考図書コーナー、閲覧席、軽読書席、書架を配置し、１２万冊を収蔵しています。 

エ 児童閲覧室は、ヤングアダルトコーナー（小学校高学年、中学生向）、閲覧席、軽読書席、書架、おは

なしコーナー（読み聴かせ、紙芝居等）があり、４万冊を収蔵しています。 

オ 新聞・雑誌コーナーは、軽読書のコーナーで新聞、雑誌、パンフレット等を設置。 

カ 閉架書庫は１０万冊を収蔵しており、書架はスチール製移動書架を設置しています。 

キ 会議室は、読書会等の主催事業、来客用応接室に設置され、収容人員は約６０名。 
 
（６） 図書状況 

２５年度 
開館日数 貸出人数 

一日平均 

貸出人員 
貸出冊数 

一日平均 

貸出冊数 
登録者数 

市民一人当たり

貸出冊数 

３３６ １２３,９８９ ３６９ ７０２,０９８ ２,０９０ １,８２４ ７.４６ 

 
（７） 蔵書冊数 

２５年度 

分類 総記 哲学 歴史 社会科学 自然科学 工業技術 合計 

冊数 ６,７１８ ７,７７３ １９,８６７ ３１,２４７ １８,３５９ １７,８１８ 

２８９,６２７ 分類 産業 芸術 語学 文学 ＡＶ資料 その他 

冊数 ７,０４９ １９,０９７ ４,０９１ １０８,１５７ １１,５２７ ３７,９２４ 

 
（８） 分類別貸出冊数 

２５年度 

分類 総記 哲学 歴史 社会科学 
自然科

学 
工業技術 合計 

冊数 ６,６０９ ２０,９５７ ３１,９３６ ３９,６９３ ３８,４９３ ８７,７９３ 

７０２,０９８ 分類 産業 芸術 語学 文学 ＡＶ資料 その他 

冊数 １５,６６９ ４５,３９１ ７,０４３ ２４１,０２１ ６,１８９ １６１,３０４ 
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２ 千歳市立千歳公民館 

（１） 施設の概要 

所 在 地  千歳市真町１７６番地の３  電話０１２３-２３-２７４０ 

開   設  昭和４６年４月１０日 

建築構造  鉄筋コンクリート造 地上２階 

敷地面積     ２,９３０.５０㎡ 

建築面積        ７５０.４４㎡ 

延床面積      １,５７３.８８㎡ 

会 議 室    ５室  ２３.４６㎡～６８.４０㎡ 

和  室     １室  ４４.４０㎡ 

講 習 室    １室  ５４.００㎡ 

大集会室   １室５２６.９３㎡ 

 

分    館 

分 館 名 延面積 開館年月日 備 考 

泉郷分館 ３５３.１６㎡ 昭和２４.４.１ S５４増築 

協和分館 １０８.５４㎡ 昭和２４.１０.１ S４８改築 

長都分館 ３５８.０２㎡ 昭和２５.５.１０ S５９増築 

新川分館 ２１５.３０㎡ 昭和２８.８.１８ H１６ 新川連合会館新築 

中央分館 ６０９.８７㎡ 昭和３０.１１.１ H１１コミセン併設 

幌加分館 １２４.２１㎡ 昭和３６.１１.１ S５６改築 

根志越分館 ２２３.５６㎡ 昭和３７.９.２４ S５５改築 

東丘分館 １４９.８５㎡ 昭和３７.１１.１ S５７改築 

釜加分館 ６０８.６８㎡ 昭和３８.３.１ H９コミセン併設 

駒里分館 ２６８.９２㎡ 昭和４３.１０.１ S６３増築 

長都開拓分館 １６９.２９㎡ 平成７.４.１  

 

（２） 沿 革 

昭和２２年に千歳小学校の一部を借り新設し、２９年には東雲町に独立した公民館を開設しました。 

３７年には、市民会館の落成に伴い、市民会館内に公民館が併設され、農村地区に設置されていた各

公民館は分館と改称されました。その後、４６年４月に現在地に新築開館し、現在に至っています。平成２０

年４月からは、民間による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や効率化を目的に、指定管理

者制度を導入しました。現在の指定管理者は公益社団法人千歳市シルバー人材センターです。 

 

（３） 運営方針 

ア 生きがいのある豊かな生活を送るための学習機会の充実 

・生きがいを持って強く生きるための学習活動の促進 

・多様な生活課題に対応し人生経験を生かした実践的な学習機会の充実 

イ 豊かな経験や学習の成果を生かした社会参加の促進 

・高齢者の活力を地域社会に生かすボランティア活動の促進 

・地域での世代間交流と生活文化の伝承活動の促進 

ウ 学ぶ意欲を高め社会参加を促進する学習環境の整備 

・高齢者の学習活動と社会参加を支援するコーディネート機能の整備 

・地域での主体的な学習活動の奨励と支援体制の充実 
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（４） 公民館教室開講状況（平成２５年度） 

 
昼間教室 夜教室 

教室名 人員(名) 教室名 人員(名) 

千
歳
公
民
館 

フラワー・アレンジメント ９ フラメンコ １０ 

太極拳 ３２ ヨガ入門 ３４ 

実践英会話 ２７ フラダンス １７ 

フォークダンス １４ ノートパソコン活用(初級) １２ 

やさしい英会話 １６ 英会話中級 １４ 

パソコン入門 １３ 英会話初級 １９ 

アトマナンダ・ヨガ入門 ４８ タップ １６ 

パソコン応用 ５ きもの着付 １０ 

てり子とマークの英会話(初級) ２２ てり子とマークの英会話(中級) １５ 

囲碁 ２１   

リンパセラピー(前期５～９月) ２４   

リンパセラピー(後期１０～２月) ２０   

パソコン入門 ８   

パソコン応用 ８   

茶道(前期５月～９月) １６   

茶道(後期１０月～２月) １３   

三味線初級 ９   

三味線中級 １２   

ノートパソコン活用(初級) ４   

文
化
セ
ン
タ
ー 

ハワイアンダンス ３４ ストレッチ体操 ２９ 

ふっくらパン ２８ 社交ダンス ３９ 

料理 １６ 気功 ２５ 

３Ｂ体操 ２８ やさしいエアロ ３１ 

さわやか健康体操 ３１ 陶芸 ５ 

やさしい基本ストレッチ体操 ４０   

千
歳
市
民 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

粘土工芸 １５ 書道 ２９ 

書道 ３４   

絵画（油絵） １３   

絵手紙 ３０   

昼間教室 合計 ５９０ 夜間教室 合計 ３０５ 

総計４４教室 ８９５名 
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（５） 公民館利用状況（平成２５年度） 

公  民  館 分館（１１分館の合計） 

 利用件数 利用者数  利用件数 利用者数 

青少年    ０     ０ 青少年 ８７  １,４４３ 

社会学級   ０     ０ 社会学級 １１６ １,８２３ 

婦人学級  ０   ０     婦人学級   ２ １５ 

文化関係  １,３０４   １２,２０８ 文化関係 ３０２ ７,０８５ 

スポーツ  ３４５   ９,９００ スポーツ ０  ０  

集会・会議   ６５   １,１３９ 集会・会議  ３３６ ３,４９８ 

その他一般   １８７ ４,５１８ その他一般  ７８ ８４０ 

計 １,９０１ ２７,７６５ 計 ９２１ １４,７０４ 
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（内訳） 

地階１    ７４.８４㎡（電気、機械室） 

地階２ １,２７４.２０㎡（電気、機械室） 

１階   ４,２６０.８４㎡（ﾘﾊｰｻﾙ室、プラネタリウム、控室） 

２階    ２,９７３.６２㎡（中ホール、調理教室、美術工芸室、陶芸教室、和室、多目的室） 

３階    ２,７６３.００㎡（大ホール、視聴覚室、中会議室） 

４階    １,３９６.２６㎡（大会議室、展示ホール、小会議室） 

塔屋     ２７２.９２㎡（電気、機械室） 

３ 千歳市民文化センター 

（１） 施設の概要 

所 在 地 千歳市北栄２丁目２番１１号  電話０１２３-２６-１１５１ 

開  設 昭和５９年４月１日 

建築構造 鉄骨鉄筋コンクリート造地上４階地下２階 

敷地面積 １６,６５４.２７㎡ 

建築面積  ６,８７０.１０㎡ 

面  積 １３,０１５.６８㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 沿 革 

昭和５４年千歳市開基百年記念事業の一環として、文化活動、芸術･文化の鑑賞そして生涯を通じた学

習活動の拠点となる施設の建設が計画され、５５年度に実施設計開始、５６年６月に着工し、３か年工事で

５８年１２月１日竣工、５９年４月２１日に全館供用開始しました。 

平成１０年１月から３月にかけて、大･中ホールの音響、照明設備の改修整備を行っています。 

１７年４月から１年間をかけてリニューアル工事を行い、１８年４月７日より全館供用を再開しました。 

施設は、大ホール（客席１,２７５）、中ホール（客席４１２）、会議室、視聴覚室、調理教室等研修室、プラ

ネタリウム投影室などを備え、開館以来、舞台公演、講演会、各種大会のほかサークル活動に広く活用さ

れています。 

１９年４月からは、民間業者による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費の削減や運営の効率化

を目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者はセントラルリーシングシステム株式会社

です。 

２５年１月から３月にかけて大ホールを、２６年１月から３月にかけて中ホールの２回目の音響・照明設備

の改修整備を行い、舞台演出の技術革新に対応するデジタル化された最新の音響・照明設備を導入しま

した。 
 

（３） 運営方針 

市民の主体的な学習活動を助長し、創造的な芸術文化活動を奨励するため施設のもつ教育的機能を

十分発揮するとともに、市民が気軽に利用できる施設として、サービス向上に努めています。 
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（４） 主催・主管事業（２５年度） 

自主文化事業（１８事業） 

事業名 開催日 入場者数 内   容 

札響コンサートinちとせ ５月１２日 ７４６ 札幌交響楽団による演奏会を実施 

いっこく堂スーパーライブ ６月１日 ７２４ 
日本を代表する腹話術エンターティナー“いっ

こく堂”によるライブを実施 

演劇「どさんこぴーひゃらあそび組」 ７月２１日 ５１ 
前半はけん玉などの昔遊びを演じ、後半は「穴

ほりちょうべい」のお話を演じた 

PMFチェンバーオーケストラ演奏 

千歳公演 
７月２３日 ３０７ 

PMFオーケストラ・メンバーによる名曲のコンサ

ートを開催 

高嶋ちさ子＆加羽沢美濃 

カジュアルクラシックス 
８月１日 ６２９ 

ヴァイオリン奏者の高嶋ちさ子が企画するクラ

シックコンサートを開催 

おたのしみ人形劇 ８月１８日 ９７ 
「人形劇団ガウチョス」によるあやつり人形劇を

実施 

キラキラコンサート ８月２５日 １,２７１ 
千歳市内小・中・高校生による合同演奏会を

実施 

爆笑！お笑い夢ライブ 

２０１３inちとせ 
８月３１日 ６６３ 

ＴＶ番組で活躍中のお笑い芸人全６組による

爆笑ステージを開催 

日本映画祭inちとせ２０１３ ９月１６･１８日 ２６１ 往年の日本映画を低価格で提供・上映 

ロビーコンサート １２月８日 ５７ 
千歳ミュージケットによるジュニアアンサンブル

の演奏会を実施 

夢舞台２０１４高校演劇 千高＆北

陽 
３月２１日 １６１ 地元高校２校による合同演劇発表会を開催 

    ※この外 ７事業 

 

文化交流事業（６事業） 

事業名 開催日 入場者数 内   容 

地元野菜を使ったおもてなしレシピ ６月３０日 １９ 
千歳市在住の栗田幸江先生を講師に迎え地

元野菜をたっぷり使ったアイデアレシピを紹介 

文化祭２０１３カルチャーミックス 
８月１７日 

～１８日 
６３６ 

１１種のカルチャー教室の開催とプラネタリウム

無料開放等を実施 

オーケストラ体験教室 １２月７日 ２１ 

オーケストラのリハーサルを市民に公開し、楽

器の説明などオーケストラを身近に体験する

教室を実施 

クリスマスファミリーコンサート １２月７日 ３７３ 
千歳フィルハーモニーオーケストラによるクリス

マスコンサートを実施 

プラネタリウム体験教室 １月１１日 ２０ 
プラネタリウムの操作体験と「冬の星座」及び

「火星の地球接近」の解説を実施 

楽しいクレープ作り教室 ３月２９日 ２４ 
「あまい碧ぞら」の店主によるクレープ作り教室

を実施 
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（５） 利用案内 

ア 大ホール舞台は、間口１８ｍ、高さ９ｍ、奥行１５.５ｍで、特に音響装置機能の充実を図り、 走行式反

射板（電動）を採用するなど全国有数の音響機能を有しています。 

昭和６０年４月には、札幌交響楽団により黒沢明監督「乱」の音楽収録が行われました。 

イ 中ホール舞台は、間口１１ｍ、高さ５.５ｍ、奥行１０ｍで、音響反射板を設置しています。 

ウ プラネタリウムは、ドーム直径１１.３ｍ、座席数は１２０席。 

エ 視聴覚室は、ビデオプロジェクター・音響装置を備えており７５名程度の研修が可能。 

オ 大会議室は、音響装置を備えており移動ステージを組むことにより約２００席の小ホールとしても使用で

きます。 

カ 美術工芸教室には、イーゼル･石膏像・人台などが用意されており、利用人数は約３０人となっています

。 

キ 陶芸教室は、土練機、電動ロクロ等の機器を備え、約２０人用の作業室と作品の乾燥室、別室には都

市ガス焚きの窯を設置しており、一連の作業が行えます。 

 

（６） 利用状況（２５年度) 

施設区分 大ホール等 中ホール等 会議室等 プラネタリウム 合計 

利用件数 ９１７ １９５ ２,８８８ １２７ ４,１２７ 

利 

用 

件 

数 

の 

内 

訳 

式   典   ２５   ２    １７    ４４ 

講演・集会 ９５  ３４   ３７１    ５００ 

会議・研修等  １７９  ３２ １,４０１  １,６１２ 

邦楽・邦舞  ７０ ２５   １６２ ０  ２５７ 

洋楽・洋舞 ４９８ ８３   ３１３ ０ ８９４ 

演   劇 ２６ ２     ３ ０   ３１ 

映   画   ０  ６     １ ０     ７ 

公民館教室 ０ ０   ３３９    ３３９ 

プラネタリウム    １２７   １２７ 

展示・その他  ２４ １１   ２８１ ０   ３１６ 

利用人数 ７６,２７８ １７,８３６ ７９,２４３ ２,３０８ １７５,６６５ 
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（内訳） 

地階１  ８３㎡（空調・給排水・ボイラー室）  

１階   ５７３㎡（展示ホール１：２６０㎡等） 

２階   ５３０㎡（展示ホール２：２６１）等） 

３階   ５９４㎡（研修室１：６７㎡、研修室２：８５㎡、 

研修室３：１８０㎡、事務室等） 

４階   ５９４㎡（市民活動交流センター「ミナクール」、女性団体協議会、文化団体連絡協議会） 

塔屋    ４４㎡（エレベーター機械室） 

４ 千歳市民ギャラリー 

（１） 施設の概要 

所 在 地  千歳市千代田町５丁目７番地の１  電話０１２３-４２-５２１４ 

開  設  平成７年４月１５日 

建築構造  鉄骨鉄筋コンクリート造地上４階地下１階 

敷地面積     ７４６㎡ 

建築面積   ５８７㎡ 

延床面積  ２,４１８㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 沿 革 

平成７年４月、千歳市４期総合計画「人間性と個性を培う〝教育文化都市・ちとせ〝」の一環として、

市民が感性や情操を高め、心豊かで潤いのある地域文化の創造を目指して、創作活動や鑑賞等と

芸術文化活動に積極的に参加できる機会の拡充と、発表活動等に対して支援の充実を図るため開

館しました。 

１９年４月からは、民間業者による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や運営の効率

化を目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者はセントラルリーシングシステム株

式会社です。 
 

（３） 運営方針 

市民文化センターを補完する施設として、市民の芸術文化の拠点となるよう、美術工芸等の創造

活動や発表・鑑賞機会の充実に努めています。 
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（４） 自主文化事業（２５年度） １３事業   

事業名 開催日 入場者数 内  容 

カラーセラピー講座 ５月２６日 ２６ 
心と体の健康に役立てるカラーセラピー講

座を開催 

収蔵作品展（志村貞雄） 
６月２６日～ 

６月３０日 
２１２ 

市の収蔵作品２０点を展示 

第４回フォトネットソルト  写真展 
７月２０日～ 

７月２８日 
２９３ 

市内在住のアマチュア写真家による作品

の展示 

エアブラシで描く 

かきはらひとみ動物イラスト展 

９月２３日～ 

９月２９日 
２８３ 

千歳出身の「かきはらひとみ」さんのエアブ

ラシを使った作品約４０点を展示 

第７回北海道現代具象展 
１０月１６日～

１０月２０日 
２５７ 

北海道内外の画家の具象絵画を展示 

キラキラデコアート教室 １０月２６日 ２３ 

千歳在住の田中みどり先生を講師に迎え

キラキラ素材を使って小物を飾るデコアート

教室を開催 

第１９回 馬の絵作品展 

巡回展 

１１月７日～ 

１１月１０日 
１８３ 

鹿追町教育委員会及び神田日勝美術館

の主催による巡回展を開催。千歳市内の

小・中学校からの応募作品も展示 

佐藤国男 版画展 

～宮沢賢治の世界～ 

１１月２０日～

１１月２４日 
２３４ 

函館市在住の佐藤国男さんの版画作品の

内、宮沢賢治関連の作品約 60点を展示

（千歳市の収蔵作品） 

手作りクリスマスリース教室 １１月２４日 ２３ 
クリスマスリース作り教室を開催 

手作りしめ縄教室 １２月１５日 ３３ 
しめ縄作り教室を開催 

収蔵作品展 
１月１５日～ 

１月１９日 
１８５ 

市の収蔵品である油彩画（志村貞雄、菊

地又男、関川弘道）を展示 

嶋田忠 収蔵写真展 
２月１９日～ 

２月２３日 
１１２ 

文化センター収蔵作品である嶋田忠さんの

写真作品を展示 

第１８回千歳北陽高校 校外展 
３月１５日～ 

３月１８日 
４２５ 

北陽高校の文化系部活動（美術部、書道

部、写真部等）の作品を公開 

 

（５） 利用案内 

  ア 展示ホールは、１階２６０㎡、２階２６１㎡の２室があり、市内初の本格的ギャラリーとして美術・書道

関係の展示が行われています。 

イ 研修室は、６７㎡、８５㎡、１８０㎡の３室があり、イーゼル・石膏像・人台などを備えています。 
   

（６） 利用状況 （２５年度） 

施設区分 展示ホール 研修室等 合計 

利用件数 ２０５ ４３８ ６４３ 

利
用
件
数
の
内

訳 

研修・講習 ２５ ２８３ ３０８ 

展示 １５４ ２ １５６ 

公民館教室 １０ １５３ １６３ 

その他 １６ ０ １６ 

利用人数 １４,８１４ ５,４０１ ２０,２１５ 
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５ 千歳市民活動交流センター  「 ミナクール 」 

（１） 施設の概要 

所 在 地  千歳市千代田町５丁目７番地の１ 

千歳市民ギャラリー４階 

電話０１２３-２４-０８４７ 

開  設  平成１８年８月１日 

施設設備  打合せコーナー、交流スペース、談話室兼児童室、作業コーナー、 

情報コーナー、掲示コーナー、図書コーナー、展示コーナー、相談窓口 

利用時間  ９：００～２１：００（休館日：毎週月曜日、毎月最終金曜日、年末年始） 
 

（２） 沿 革 

豊かな市民生活や活力ある地域社会を実現 

するため、自主的な市民活動や交流を積極的 

に推進することを目的に設置されました。 
 

（３） 利用案内 

対 象：市民活動をしている団体や個人 

使用料：無料（印刷機等一部有料） 
 

（４） 所管課 

教育委員会教育部生涯学習課 
 

（５） 利用状況（平成２５年度） 

                                                        (単位：人) 

総利用

者数 

利用室別 

打合せ 
コーナー 

交 流 
スペース 

談話室兼
児童室 

図 書 
コーナー 

作 業 
コーナー 

情 報 
コーナー 

展 示 
コーナー 

見学相談 

１０,６９４ ５,１３０ １,３９２ １,０６３ １０ １,５４８ ８２８ ３１１ ４１２ 

 

千歳市民活動交流センター 
ミナクール 
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６ 千歳市青少年会館 

（１） 施設の概要 

所 在 地  千歳市東雲町１丁目１０番地  電話０１２３-２３-１９４５ 

開  設  昭和４４年１２月１日 

建築構造  鉄骨造一部２階建 

敷地面積  ７０４.６０㎡ 

延床面積  ５０２.８７㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 沿 革 

昭和４４年１２月、北海道百年記念地域事業として青少年が同じ世代の仲間とともに、自らが求め

るスポーツや自由な活動を通じて、連帯性、協調性、責任感などを養い、青少年の心身の健全な発

達及び地域青少年活動の振興を図ることを目的に建設されました。 

平成９年６月には、学校適応指導教室「おあしす」が会館内に開設され、不登校児童生徒に対し、

教育相談や集団活動における生活習慣や学習等について指導・援助を行うことに利用されています。 

１８年４月からは、民間業者による経営のノウハウを活用し、サービスの向上、経費の削減や施設管

理の効率化を目的に指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者は株式会社クリーン開発で

す。 

 

（３） 利用案内 

対 象  児童生徒及び学生、勤労青少年 

使用料  無料 

 

（４） 利用状況 （平成２５年度） 

                                                                                             (単位：人) 

総利用者数 
利用者数 室別利用状況 

勤労青少年 児童生徒 その他 体育室 集会室 研修室 その他 

  １１,２９９ － ７,３６６ ３,９３３ ８,５０６ ２,６８６ ４,２７１ ４９５ 

 

（内訳） 

体育場   ２３５.４４㎡ 

研修室(１)   ３８.４３㎡ 

研修室(２)  ４９.４１㎡ 

和 室     １１.０７㎡ 

事務室    ２７.４５㎡ 

千歳市青少年会館 
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〔５〕文 化 財 
 

１ 施設概要 
 

  千歳市埋蔵文化財センター 

   所在地  千歳市長都４２番地の１ 

   面  積  １,７５０㎡ 

   開  館  平成２２年４月１日 

   主要施設 常設展示室、企画展示室、レクチャールーム、体験学習室 

   常設展示の見学  月曜～金曜日（祝日及び１２月２９日から１月３日を除く）及び毎月第

２日曜日の午前９時から午後５時まで、無料 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
２ 沿 革 

 

先人が時代とともに築いてきた文化は、現代の私たちの生活の基礎となっています。千

歳には豊かな自然とともに数多くの文化財が残され、時を超えたメッセージを伝えてくれま

す。遺跡は主に千歳川やその支流、長都川、ユカンボシ川流域などで発見され、平成２６

年４月までに２８８遺跡にのぼり、国指定史跡２カ所、国指定重要文化財３件、市指定史跡

１カ所、市指定有形文化財３件があります。 

埋蔵文化財以外では、近世から現代までの歴史、文化を伝える有形文化財３件、無形

文化財１件と、アイヌの人々が伝承してきた無形文化財１件が市の文化財に指定されてい

ます。また、アイヌの古式舞踊は、国の重要無形民俗文化財にも指定されています。 

千歳市埋蔵文化財センターは、文化財の保護と活用の拠点施設として、平成２２年４月、

旧長都小中学校を利用して業務を開始しました。遺跡からの出土品が市民に公開されて

います。 
 

３  国指定史跡 

（１） ウサクマイ遺跡群  千歳市蘭越（昭和５４年５月２３日指定） 管理団体：千歳市 

 

市街地から約５km、支笏湖に向かう途中

に、名水百選に選ばれた湧水を源とする内

別川が流れています。全長わずか２.５kmの

小さな川ですが、約７,０００年前の縄文時代

早期からこの川を中心に人々が暮らし始めま

した。以後、続縄文、擦文、アイヌ文化期か

ら近代に至るまで、川辺には先人たちの足跡

が数多く残され、現在は川の両岸に残る２１

カ所の遺跡を中心に１４６haに及ぶ広大な範

囲が史跡として保護されています。 ウサクマイＣ遺跡見学コース入口 

千歳市埋蔵文化財センター 
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（２） キウス周堤
しゅうてい

墓群
ぼ ぐ ん

  千歳市中央（昭和５４年１０月２３日指定） 管理団体：千歳市 

周堤墓とは、今から約３,２００年前の縄文時代後期に造られた、北海道に固有の集団

墓です。地面を円形に掘り下げ、周囲に環状に土を盛った区画の中に墓穴を掘り、遺体

を埋葬しました。キウス周堤墓群には全部で８基の周堤墓があります。大きなものは直径

が７５ｍもあり、他に例のない規模を誇る縄文時代最大級の集団墓です。現在でも地表

からその形を見ることができるまとまった周堤墓はここにしかない貴重なものとして、４ .９

haが１９７９年に国の史跡に指定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 国指定重要文化財 

（１） 動
どう

物
ぶつ

形
がた

土
ど

製
せい

品
ひん

  昭和５１年美々４遺跡出土 市所有（昭和５４年６月６日指定） 

頭、首、胴そして指の刻まれた手足を持ち、カメ・水鳥・ムササビ・アザラシなどにも見

える不思議な姿をしています。全長３１.５㎝、最大幅１６.２㎝、最大厚９.８㎝、中は空洞

で全身に美しい模様が描かれています。約２,５００年前の縄文時代晩期に作られたもの

で、埋蔵文化財センターに複製品を展示しています。 

 

（２） 土
ど

面
めん

  昭和６１年ママチ遺跡出土 国所有（昭和６３年６月６日指定） 

ママチ川のほとりで発掘した約２,３００年前の縄文時代晩期のお墓から発見されました。

縦横１８cmで、ちょうど、お祭りの露店で売っているお面と同じくらいの大きさで、口と目の

部分がくり抜かれ、静かな死の表情を表しています。当時、この土面は墓標に付けられ

ていたとも考えられています。実物は江別市の北海道立埋蔵文化財センターに展示さ

れており、複製品を埋蔵文化財センターに展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キウス周堤墓群（１号周堤墓） 

土面 動物形土製品 
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（３） 北海道美々８遺跡出土品  千歳市美々 道所有（平成１７年６月９日指定） 

新千歳空港の滑走路建設工事の際に、美沢川左岸の美々８遺跡（低湿部）の発掘

調査によって見つかった、アイヌ文化の木製品を中心とする１,１６４点の出土品です。出

土品は北海道立埋蔵文化財センターに保管され、一部が展示されています。 

 

５ 国指定重要無形民俗文化財 

（１） アイヌ古式舞踊  千歳アイヌ文化伝承保存会（平成６年１２月２１日構成団体に指定） 
アイヌとはアイヌ語で「人間」を意味する言葉です。アイヌの人々は、豊かで厳しい大

自然の中で独自の生活を営んでいました。自然から学びとった知恵や工夫、習慣や信

仰は親から子へと大切に伝えられ、その一つに「舞踊」があります。千歳地方で伝承され

ている「ホリッパ」「ハラルキ」「ヤイサマ」などの歌と踊りの中には、素朴な形のものや他の

地方には見られない千歳独自のものも残されています。 

 

 

 

 

 

６ 市指定文化財 

（１） 千歳神社境内釜
かま

加神社
か じ ん じ ゃ

弁財天
べんざいてん

御厨子
み ず し

 有形文化財 千歳神社所有 

(昭和４６年９月１６日指定) 

かつて千歳一帯はアイヌ語で「大きなくぼみ」という意味の「シコツ」と呼ばれていました。

文化２（１８０５）年、シコツ場所担当の箱館奉行調役並 山田鯉兵衛嘉充（やまだりへえ

よしみつ）が箱館奉行の羽太正羪（はぶとまさやす）に新しい地名を付けたいと願い出た

ところ、当時シコツにたくさんいた鶴にちなみ、「鶴は千年」の「千年」をとって「千歳」と改

名されました。その由来が弁財天を収めていた厨子の後ろに記されています。 

埋蔵文化財センターに複製品を展示しています。 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 
厨子背面に書かれた由来文 釜加の厨子（表） 
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（２） 蕨
わらび

手
て

刀
と う

  有形文化財 市所有（昭和５５年７月２１日指定） 

昭和３８年、蘭越の内別川右岸のウサクマイＡ遺跡付近から見つかった二振りの鉄製

の刀。写真は、漆塗り鞘に入った状態で発見された大変珍しい一振りで、刀の長さは推

定５６cm。柄の部分の形に特徴があり、春の山菜のワラビに似ていることから「蕨手刀」と

呼ばれています。 

この型の刀は、１,３００年ほど前の東北地方の遺跡から数多く発見されており、古代の

北海道と東北の交流を示す大切な資料となっています。写真の刀と鞘は埋蔵文化財セ

ンターに展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 美々貝塚  史跡 千歳市美々７５８番地 （昭和５２年４月２３日指定） 

およそ１万２千年前、粘土を焼いて作った器「縄文土器」が作られるようになりました。 

当時は、やや寒冷な気候でしたが、その後、次第に温暖化が進み、氷河の溶けた水

が海に流れ込むことで海水面が高くなりました。 

その結果、海岸線は現在の苫小牧の海岸から１７㎞も平野の奥まで入り、現在の

美々駅のあたりまでが海でした。 

暖かな気候は山々を豊かな狩りの場に変え、海辺には多くの入江ができて良い漁場

となりました。 

美々では約６,０００年前の縄文時代前期の人々がシジミを採集・調理し、貝殻を直径

４m、高さ１.２mも積み上げた貝塚を残しています。昭和５１年より公開展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 磨製石棒  有形文化財 市所有（昭和５２年４月２３日指定） 

キウス周堤墓群４号周堤墓のお墓から見つかった石の棒。全長５７cm、重さ７１０gで、

全体が丁寧に磨かれ、両端には繊細な線によって模様が彫られています。黒い色調は

重量感にあふれ、美術的にもたいへん優れています。約３,２００年前の縄文時代後期に

作られたもので、埋蔵文化財センターに展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

蕨手刀

刀 

美々貝塚 

磨製石棒 
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（５） 男性土
ど

偶
ぐう

  有形文化財 市所有（昭和５２年４月２３日指定） 

昭和３８年、蘭越の内別川右岸のウサクマイ A 遺跡

付近から見つかった板状の人形（土偶）。全長１４.５cm、

厚さ０.９cm。縄文時代晩期に作られたと考えられており、

眉や鼻などの顔の表現がママチの土面とよく似ています。

縄文時代の土偶は、ほとんどが女性をモデルにしている

ので、男性とはっきりわかるものとしては全国でも大変珍

しいものです。 

埋蔵文化財センターに展示しています。 

 

 

 

 

（６） 駅
えき

逓
てい

看板
かんばん

  有形文化財 個人所有（昭和５２年４月２３日指定） 

明治５（１８７２）年、北海道開拓使は、函館と札幌の間に 

郵便事業を始め、毎月６回ずつ郵便物を運んでいました。 

当時、千歳で郵便局（郵便取扱所）となったのが、新保 

旅館であり、当時を伝える縦１２０cm、横９４cmの看板が 

大切に保存されています。 

 

 

 

 

 

（７） 泉
いずみ

郷
さと

獅子舞  無形文化財 泉郷獅子舞保存会（昭和５４年１０月２５日指定） 

市街地から北東へ車で１５分ほど行くと、

古くから獅子舞が伝えられている泉郷の農

村地帯があります。   

原野だった泉郷は、明治２０（１８８７）年

に開拓が始まりますが、獅子舞は富山県

から入植した人々が同２９年頃に伝えたと

されています。富山の古い舞と千歳で生ま

れた新しい舞は、毎年９月に泉郷神社に

奉納されますが、その勇壮さは、今も人々

の心をかきたてています。 
 

 

駅逓看板 

泉郷獅子舞 

男性土偶 
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（８） アイヌの伝統的芸能と工芸技術 無形文化財 千歳アイヌ文化伝承保存会 

                                     （平成５年５月２０日指定） 

千歳地方のアイヌの人々によって古くから伝承されてきた古式舞踊、ユカラやウエペケ

レの語りなどの伝統的芸能、イナウ作り・イカルカル（刺しゅう）・チタルペ（ゴザ編み）などの

工芸技術の伝承保存活動が行われています。 

 
 
千歳アイヌ文化伝承保存会を中心に行われている伝承保存活動の主な内容 

    歌と踊り：ホリッパ(輪踊り)・ハラルキ(鶴の舞)・ヤイサマ(即興の歌)・ウポポ(座り歌) 

    語  り：ユカラ（神謡・口承の英雄・神話伝説）・ウエペケレ（昔話） 

    祭  祀：カムイノミ（神様を迎える儀式）・イチャルパ（先祖の慰霊祭） 

    工芸技術：イナウケ（イナウ作り）イクパシイ作りなどの男に伝わる技術 

          チタルペ（ゴザ）・刺繍やマタンプシ（鉢巻）作りなど女に伝わる技術 

    料  理：シト（団子）・シケレペ（キハダの実の料理）など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模様入りのチタルペ・刺繍が施された着物とマタ

ンプシ 

アシリチェップノミにつくられたヌ

サ（祭壇） 
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（９） 山
やま

線
せん

鉄
てっ

橋
きょう

 有形文化財 市所有（平成１１年８月２４日指定） 

北海道内で現在使用されているものとしては最古の鋼橋（イギリス型ピン結合トラス

橋）であり、明治３２（１８９９）年にイギリスから輸入され、北海道官設鉄道上川線の砂

川・妹背牛間に「第一空知橋」として架けられました。大正１２（１９２３）年に、支笏湖の

王子製紙苫小牧工場専用鉄道（軽便鉄道「山線」）の橋「湖畔橋」として移設され、昭和

２６（１９５１）年の山線廃止後は道路橋として利用されていました。 

平成７年から９年に大規模な改修工事を行い、近代建築遺産として恒久的な保存が

図られました。現在は「山線鉄橋」の名で歩道橋として利用され、支笏湖の新たなシンボ

ルになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山線鉄橋 
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遺跡と埋蔵文化財の年表 

 

 

 

 

 

時 代 区 分 
主 な 埋 蔵 文 化 財 

本州 北海道 

近代 開拓 

 

 

 

 

アイヌ 

 

 

 

 

 

 

 

擦文 

 

 

 

 

 

 

 

続縄文 

 

 

 

 

末広遺跡 

（４１０年前） 

フレドィヒのチャシ 

ペサのチャシ 

シュトクンネヒのチャシ 

アッテウシのチャシ 

 

 

（８００年前） 

 

 

千歳神社遺跡 

末広遺跡 

祝梅三角山Ｄ遺跡 

祝梅竪穴遺跡 

 

蕨手刀 

（１,３００年前） 

ふ化場１遺跡 

ママチ高台遺跡 

 

（２,３００年前） 

ママチ遺跡、梅川３遺跡 

男性土偶、土面 

動物形土製品 

 

キウス周堤墓群、石棒 

丸子山遺跡環壕 

イヨマイ６遺跡 

 

美々貝塚 

 

 
 
（１０,０００年前） 

メボシ川２遺跡 

祝梅上層遺跡 

（２０,０００年前） 

柏台１遺跡 

祝梅三角山下層遺跡 

丸子山遺跡 

江戸 

織豊 

室町 

鎌倉 

平安 

奈良 

古墳 

弥生 

縄文 

時代 

晩期 

後期 

中期 

前期 

早期 

旧石器時代 

 

末広遺跡 

 擦文時代の竪穴式住

居跡が 102 軒も発見さ

れた、道内でも屈指の

遺跡です。 

 近世アイヌ期、縄文後

期の資料も数多く出土し

ています。 

男性土偶 

 蘭越の内別川右岸のウ

サクマイ A 遺跡付近から

見つかった板状の人形

（＝土偶）です。眉や鼻

などの顔の表現がママチ

の土面とよく似ています。

縄文時代の土偶は、ほと

んどが女性をモデルにし

ているので、男性とはっき

りわかるものとしては全国

でも大変珍しいもので

す。 

 

       美笛の熊送り場 

 支笏湖をつつむ豊かな森林地帯の岩陰に、キムンカムイ

（山の神＝ヒグマ）の頭骨が祭られていました。大自然の中

で営まれてきたアイヌ文化の精神的な豊かさを示す祭場の

一つです。 
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磨製石棒 

 キウス周堤墓群で発見されました。長さは
５７cm あります。両端に刻みがつけられ、丹
念に研磨された美しい石棒です。まじないや
お祈りなどの道具ではないかと考えられてい
ます。 

美沢川流域遺跡群 
 
 周堤墓群のほか、集落跡や貝塚、動物
形土製品など、数多くの遺構と遺物が発
見された遺跡群です。 

 ママチ川丸木舟遺跡 

 市内朝日町の地下２m で発見された丸木舟

です。長さ７.３m、幅５０cm で堆積した地層か

ら１８世紀以前のものとわかります。 

祝梅下層遺跡 

キウス周堤墓群 

 縄文時代後期末（約３,２

００年前）の集団墓地で、７

基がまとまっています。最

大のものは外径７５m、内

径３４m、土手の高さが５.４

m もあり、今も地表面で確

認できるお墓としては日本

最大です。国の指定史跡

です。 
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〔６〕公益財団法人千歳青少年教育財団 

 

所在地  千歳市花園２丁目３１２番地  電話０１２３-４２-３０３０ 

設 立  昭和５７年３月１２日 

 

１  目的 

青少年の健全育成を図るために必要な事業を行うとともに、水族館施設の管理運営に関

する事業を行い、もって千歳市及び北海道における社会教育の振興に寄与すること。 

 

２  主な事業内容 

（１） 青少年及び市民のための教育講座や体験教室の開催 

（２） 青少年団体の育成、助言、研修の実施 

（３） 水族館の設置、企画展示、各種体験等の実施（平成２６年度から所管は教育委員会か

ら観光スポーツ部になりました。） 

 

３ 千歳サケのふるさと館 

（１）施設の概要 

所 在 地  千歳市花園２丁３１２番地  電話０１２３-４２‐３００１ 

開  設  平成６年９月１０日 

建築構造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造地上３階地下１階 

敷地面積  ２,９８１.６７２㎡ 

建築面積  １,５１０.５８０㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）沿 革 

千歳川を遡上する親サケを捕獲する捕魚車（以下「インディアン水車」）は、世界に例を

見ないユニークな施設であり、１８９６年に設置されました。このインディアン水車とその周辺

を整備するウォーターフロント構想の中核となる「淡水魚水族館施設」として建設されました。 

サケを中心としたサケ科魚類及び北方圏淡水魚の調査、研究に基づくその生態展示、

並びに生態･産業･文化等の資料展示を行い、広く水産資源や河川に関する知識の啓発･

普及を目的に水族館施設として社会教育事業の振興を図ります。 

 

 

 

 

 

（内訳） 

地階   ８１０.６２１㎡ 

１階 １,２４９.８２２㎡ 

２階   ８４７.３０６㎡ 

３階   ８４.４８８㎡ 
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（３）利用案内 

支笏湖から流れ出る冷たく清澄な水をたたえた千歳川のほとりに建てられた施設は、サ

ケと北の淡水魚の一大ミュージアムです。 

館内にはいろいろな種類のサケやその仲間、イトウ、シロチョウザメなど、大型淡水魚が

悠々と泳ぐ巨大水槽をはじめ、サケの生涯や生態が観賞できる大型マルチビジョンなど、

様々な施設があり、サケや淡水魚の生態を楽しく学ぶことができます。また、１級河川千歳

川に直接設けられた水中観察窓は世界でもまれな施設で、四季の移ろいとともに自然の川

を往来するいろいろな魚を見ることができます。特に秋は、産卵のために遡上するサケの群

れを見ることができ、千歳川にかかる水車橋から見えるインディアン水車によるサケの捕獲

の様子とともに、千歳川独特の施設になっています。 

 

（４）利用者数 

 平成２５年度 １３０,１８０人 

 

（５）入場料（平成２５年度） 

 
個  人 団体(２０人以上) 障がい者 

サポーター会員 

(さーもんずカード) 

賛助会員 

法人券 

大         人 

高 校 生 

小学生･中学生 

幼       児 

８００円 

５００円 

３００円 

無 料 

６４０円 

４００円 

２００円 

無  料 

４００円 

２５０円 

１５０円 

無 料 

１,０００円 

１,０００円 

 ５００円 

－ 

 

１０,０００円 

 

 

※賛助会員法人券及びサポーター会員券(さーもんずカード)は、発行の日から１年間有効とす

る。 

※賛助会員法人券による入館は、１回５名までとする。 

 

（６） 開  館  

ア  開館期間：１月２日～１２月２８日  

（リニューアル工事のため平成２６年１２月１日から平成２７年７月頃まで休館） 

イ  開館時間：９:００～１７:００ 
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４ 教育事業（平成２５年度） 

事業名      開催月日 会  場 対象･参加 趣    旨 

アクアリウム 
（ナイトツアー・プチナイト） 

ナイトツアー 
８月２～３日 
プチナイト 

８月３～４日 

千歳サケの 
ふるさと館 

小学４年生～
中学生２５名 
幼児～小学３
年生の親子 
１４組３７名 

夜の水族館を主体として、ふるさと館に宿泊し
ながら水族館の仕組みや飼育業務を体験する

宿泊型体験教室。千歳川での釣り大会、夜の
水族館見学、餌やりなどを体験した。 

サケふるセミナー 
土日祝日、夏・

冬休み 
など１３回 

千歳サケの 

ふるさと館 
延べ１８１名 

サケ皮クラフトや透明標本作製などの工作プロ
グラムや大学など外部講師による実験教室を
開催。 

夏休みおさかな写生大
会 

７月２０日 
～ 

８月２５日 

千歳サケの 

ふるさと館 

幼児～小学生  

３０名 

ふるさと館内に展示している生き物の写生大会
を実施。１作品が「全道幼児・児童画コンクー

ル」で入賞した。また、９月２１日～１０月１４日
までの期間、作品の館内展示を実施した。 

水族館の大掃除体験 ２月１６日 
千歳サケの 
ふるさと館 

小学校高学年
及び大人 

２０名 

館内の主に大型水槽のアクリル面や壁、床など

の掃除や、資格のある参加者には大水槽での
潜水清掃など水族館ならではの体験作業を行
った。 

ジュニア・リーダー 
講習会（全４回） 

４月７日 
～ 

２月１６日 

千歳市民文化センタ
ー､恵庭市青少年研

修センター 

小学５年生～
中学３年生 

 ８１名 

子ども会の中心的な役割を果たすリーダーを
育成し、地域の子ども会活動の発展を図ること

を目的に実施した。 

シニア・リーダー 
研修会 

３月８日 
～ 

３月９日 

国立日高青少年 

自然の家 

シニア・リーダー 

２１名 

シニア・リーダーが実施する各種行事や事業に
ついて、その企画立案・運営方法などを学び、

他団体も含めた様々な事業への支援活動を担
える力を養うことを目的に実施した。 

自然教室 
８月１１日 
～ 

８月１３日 

道洞爺湖、洞爺湖
有珠山ジオパーク、

室蘭水族館 

小学４年生～
中学３年生 
４４名 

集団宿泊生活や野外活動、さらには自然との
触れ合いを通して団体生活の規律を身につけ
る。 

冬休み体験教室 
１月９日 

～ 
１月１１日 

国立日高青少年自
然の家、苫小牧科
学センター、日高国

際スキー場など 

小学４年生～

中学３年生 
４３名 

集団宿泊生活を通して子ども達の自立と精神
的成長を促すことを目的に実施し、スキー教室
や創作活動、見学授業を通して団体行動の規

律や異年齢間の交流も図られた。 

体験学習 
７月１４日 
３月２９日 

千歳サケの 
ふるさと館 

小学４年生～

中学３年生 
３１名 

地域の食物の収穫や調理体験として、ハスカッ

プ狩り＆ジャム作り、そば打ち体験を行った。 

緑の村キャンプ大会 

７月２０～ 
２１日 

７月２６～ 
２８日 

青葉公園ピクニッ

ク広場 

地域子ども会会

員とその父母及
び小学４年生～
中学３年生 

１４２名 

仲間との宿泊生活、野外活動自然の探求を通

して、協力し助け合い励まし合う仲間づくり、自
然を愛する豊かな心の形成、他の地域の子ど
も会との交流を目的として実施した。 

ちとせの子ども 
クリスマスの集い 

１２月１日 高台小学校 
小中学生 

７８名 

シニア・リーダーつばさが中心となり、学校や学

年の異なる子どもたちが、クリスマスにちなんだ
創作活動やキャンドルサービス、プレゼント交換
などを行い、相互の親睦を深めることが出来

た。 

ちとせっ子雪あそび ２月２日 
サーモンパーク内 
イベント広場 

小中学生 
１０６名 

冬期間の子ども達の健康増進と交流を図ること
を目的に雪中運動会やチューブリレーなどを実

施した。 
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〔７〕社会体育事業（平成２５年度）（平成２６年度から所管は教育委員会から観光スポーツ部になりました。） 

事業名      開催月日 会  場 対 象 趣    旨 

卓球教室１ ４月 武道館 
アリーナ 

１８歳以上 

初心者 

１１８名 

卓球教室１では初歩的技能を身につけ、
ラリーが続くことで楽しいと感じてもらう。ま
た卓球教室２では、さらなる知識と技術
の向上を目的として実施。教室終了後も
引き続き仲間で競技を継続し、心身の健
康を維持、並びに、卓球の普及拡大を図
る。 

卓球教室２ １０月 武道館 
アリーナ 

１８歳以上 

中級者 

１７６名 

トランポリン教室 
（５・６年生コー
ス） 

４月～５月 武道館 
アリーナ 

小学 

５・６年生 

１８２名 

トランポリンは、人間が空中に跳び上がり
たいという欲求を十分に満たしてくれる運
動で、トランポリンの楽しさと厳しさを習得
し、健やかでたくましい心身の成長を図
る。 

トランポリン教室 
（４年生コース） ６月～７月 武道館 

アリーナ 
小学４年生 

２４６名 

トランポリン教室 
（３年生コース） ８月～９月 武道館 

アリーナ 
小学３年生 

２５３名 

トランポリン教室 
（２年生コース） ９月～１０月 武道館 

アリーナ 
小学２年生 

２４９名 

トランポリン教室 
（１年生コース） １０月～１１月 武道館 

アリーナ 
小学１年生 

２４３名 

弓道教室 ６月～７月 武道館 
弓道場 

中学生以上 

１７５名 

弓道の基礎的な知識及び技能の概要を
体得し、弓道の楽しさを理解すると共に
健全な心身を養う。 

ジュニア卓球教
室 ７月～８月 武道館 

アリーナ 
小学生 

２０６名 

卓球の初歩的技能を身につけさせ、楽し
さを理解させることで、教室終了後も生
活の中で実践していく習慣を身につけさ
せる。 

ちびっこわくわく
教室（４歳児） ７月～８月 武道館 

アリーナ 
４歳児 

１５７名 

団体活動を通して、幼児に体を動かせる
ことと、スキンシップを図ることで幼児同
士の結びつきを重視し、遊びに必要な運
動能力を伸ばし、運動の楽しさを学ぶ 

テニス教室 １１月～１２月 ふれあい 
センター 

社会人 

２１９名 
テニスの基礎的技術を身につけ、テニス
の楽しさを理解し、テニスの普及を図る 

スケート教室 １月 
青空公園 
スケート 
リンク 

小学１年生 

１７４名 

スケートの履き方、取扱いからはじまり基
礎的な技術を習得し、冬期間の運動の
楽しさを学ぶ 

ちびっこどきどき
教室（５才児） ３月 

スポーツ 

センター 

５歳児 

１３６名 

団体活動を通して、幼児に体を動かせる
ことと、スキンシップを図ることで幼児同
士の結びつきを重視し、遊びに必要な運
動能力を伸ばし、運動の楽しさを学ぶ 

                           （主催：公益財団法人千歳市体育協会） 
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〔８〕学校開放事業（平成２６年度から所管は教育委員会から観光スポーツ部になりました。） 

学校体育施設（体育館、グラウンド）を広く市民スポーツの場に開放し、市民スポーツの振興を図る

ことを目的として実施し、市民の好評を得ています。 
 

１ 体育館 
（１）使用申込み 

利用希望団体は、利用する月の前月の１５日までに管理指導員まで申し込む。 

（２）開放期間・時間 

開放期間 ４月～３月    

開放時間 平 日                １７:００～２１:００ 

土・日・祝日・学校の休業日  ９:００～２１:００ 

（３）開放学校 

市内小中学校（東小学校を除く） 
 
２ グラウンド 
（１）使用申込み 

利用希望者は、利用する月の前月の１５日までに観光スポーツ部スポーツ振興課スポーツ施設

係まで申し込む。（受付：土･日･祝日を除く、９:００～１７:００） 

（２）開放期間・時間 

開放期間 ５月～１０月 

開放時間 平 日                   ５:００～７:００ １７:００～１９:００ 

土・日・祝日・学校の休業日 ５:００～１９:００ 

（３）開放学校 

市内小中学校（東小学校、北進小中学校除く） 
 
３ 武道場 
（１）使用申込み 

利用希望団体は、利用する月の前月の１５日までに管理指導員まで申し込む。 

（２）開放期間・時間 

開放期間 ４月～３月    

開放時間 平 日    １９:００～２１:００ 

（３）開放学校 

勇舞中学校 
 

４ 利用状況 

（１）利用人数 

                                           

 

 

 

 

（２）種目別利用状況（平成２５年度） 

体育館種目別利用状況                グラウンド種目別利用状況 

種目 利用状況 種目 利用状況 

 

種目 利用状況 

バスケットボール ２７.１％ ミニバレーボール ６.４％ 野  球 ７０.３％  

フットサル ２５.３％ バレーボール ６.６％ サッカー ２９.７％  

野球  ７.２％ 空手 ４.８％ 

バドミントン ８.９％ その他 １３.７％ 

年度 体育館 グラウンド 計 

２３ 

２４ 

２５ 

１１９,１５１人 

１１２,４８３人 

１１０,５２１人 

５６,１１０人 

５２,６８５人 

５１,３４９人 

１７５,２６１人 

１６５.１６８人 

１６１,８７０人 



 １０１ 

（３）開放校及び開放期間 

 

 体育館 グラウンド 武道場 

学 

校 

名 

（通年） 

千歳小・北栄小・末広小・緑小 

千歳第二小・支笏湖小・日の出小 

信濃小・高台小・祝梅小・桜木小 

向陽台小・北陽小・泉沢小 

北進小中・駒里小中 

 

千歳中・青葉中・東千歳中・富丘中 

北斗中・向陽台中・勇舞中 

（５月～１０月） 

千歳小・北栄小・末広小・緑小 

千歳第二小・支笏湖小・日の出小 

信濃小・高台小・祝梅小・桜木小 

向陽台小・北陽小・泉沢小・駒里小中 

 

千歳中・青葉中・東千歳中・富丘中 

北斗中・向陽台中・勇舞中 

（通年） 

 

 

 

 

 

勇舞中 
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〔９〕社会体育施設（平成２６年度から所管は教育委員会から観光スポーツ部になりました。） 

１ 千歳市温水プール 

（１）施設の概要 

所 在 地 千歳市流通３丁目１番９号  電話０１２３-４９‐７００１ 

開  設 平成１０年７月２０日 

建築構造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 

 地上２階地下１階 

敷地面積  ７,７１２.６３ ㎡ 

延床面積  ３,６４３.７５１㎡ 

１階 ２,７６６.２５４㎡ 

２階 ５７２.９２０㎡ 

地階１ ３０４.５７７㎡ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）沿 革 

新千歳空港24時間運用を巡る地域振興対策の一環として、平成９年４月に着工、１０年５月に

完成し、開設準備を経て平成１０年７月２０日から供用開始しました。 

施設は、公益財団法人日本水泳連盟公認２５ｍ競泳プール８コースと、１０１.０４ｍウォータース

ライダーや周回４４.９ｍ流水プールなどのレジャー的要素のプールを備えています。 

平成２１年４月からは、民間による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や効率化を

目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者は株式会社苫小牧スコーレです。 
 
（３）運営方針 

利用者が水に親しみ、心身の健全な発達及び健康の増進の場として、気軽に利用できる施設と

して、サービスの向上に努めています。 
 
（４）利用案内、利用状況 

  ア 開館時間 １０：００～２１:００ 

  イ 休館日  月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、整備期間(２月) 

  ウ 利用状況（平成２５年度） 

区 分 延利用者数(人) 

 

区分 延利用者数(人) 

一般利用 

未就学児 ２,４３９ 

講習会 

未就学児 ７,９７７ 

小･中学生 １９,４００ 小･中学生 １５,４８５ 

高校生   ５３９ 一  般 ４,６０９ 

一般 １７,６５７ 小  計 ２８,０７１ 

65歳以上 ７,１００ その他の事業 １,４０９ 

障がい者 ６,３５７ 専用利用 １,７７１ 

小計 ５３,４９２ 小計 ３,１８０ 

合計 ８４,７４３人 

１階  プール、更衣室、待合ロビー、 

観覧ロビー、会議室 

２階  ロビー、多目的ホール、会議室、歓談室、空調機械室、電気室 

地階１ 濾過機械室、機械監視室 

（施設設備） 

プール室 競泳プール（公益財団法人日本水泳連盟公認25ｍ、8コース）、 

流水プール（周回距離４４.９ｍ）、幼児・低学年プール 

ウォータースライダー（滑走路全長１０１.０４ｍ） 

ジャグジー（２基）、寝湯（３人用）、採暖室、観覧席（１１９席） 

ロッカー室： ロッカー数５５０（男２６４人分、女２７０人分、多目的１６人分） 



 １０３ 

《主要施設》 

収容人員 ２階固定席 ７７２席、１階移動席 １,５００席、立見席 ５００席 

◎アリーナ １,６８０㎡(４２ｍ×４０ｍ)【バスケットボール(２面) バレーボール(３面) バドミントン(８面) テニ

ス(２面) 卓球(３５台) 体力テスト 

◎第２体育館 ４３２㎡(１６ｍ×２７ｍ)【バレーボール(１面) バドミントン(３面) 卓球(６台) 

◎トレーニング室 ２５５.４９㎡【ランニングマシーン他１９種３６台】 

◎幼児室 ９１.９３㎡ 

２ 千歳市スポーツセンター 

（１）施設の概要 

所 在 地 千歳市真町１７６番地の２  電話０１２３-２２‐１１１１ 

開  設 昭和５３年７月１日 

構  造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上２階 

敷地面積  ２０,６９９.９９㎡ 

建築面積   ３,８４６.８０㎡ 

延床面積   １階  ３,６０６.７７㎡ 

中２階   ２８６.０４㎡ 

２階  １,９８４.２４㎡ 

Ｒ階   １１４,７６㎡ 合計 ５,９９１.８１㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）沿 革 

昭和４５年６月の「スポーツ都市宣言」以来、全市を挙げてスポーツの振興に力を注ぎ、千歳市

開基９０周年･市制施行１０周年の記念事業として、このスポーツセンターの建設が決定された。５１

年７月の着工以来、２か年の工事期間を経て、５３年３月３１日に完成、同年７月１日から供用開始

しました。 

平成１８年４月からは、民間による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や効率化を

目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者は公益財団法人千歳市体育協会で

す。２５年４月から１年間をかけてリニューアル工事を行い、２６年４月１９日より全館供用を再開しま

した。 
 
（３）運営方針 

市民すべてがスポーツに親しみ、健全な体力づくりの場として積極的に活用されるような施設運

営に努めています。 
 
（４）利用案内、利用状況 

ア 開館時間 午前 ９:００～１２:００  午後 １３:００～１７:００  夜間 １８:００～２１:００ 

イ 休館日毎週月曜日（第３は除く、祝日の場合は翌日）、毎月最終金曜日の午前、年末年始 

ウ 利用状況（平成２５年度） 

区 分 延利用者数(人) 

 

区 分 延利用者数(人) 

個

人 

アリーナ 

及び 

第２体育館 

当日券 
小中高  ０ 

団

体 

スポーツ ２２,２２０ 

一 般 ０ そ の 他 ０ 

定期券 
小中高 ０ 会  議 １,０４０ 

一 般 ０ 小  計 ２３,２６０ 

小 計 ０  

 

 

 

 

 

   合計 ２３,２６０人 

トレーニング 

当日券 ０ 

定期券 ０ 

小 計 ０ 

その他 ０ 

小 計 ０ 



 

 １０４ 

《主要室》 

アリーナ    １,５５３㎡ 

剣道６面、柔道４面（公式） 

バレーボール３面（６人制） 

バドミントン１０面 

剣道場 ４５０㎡ 剣道２面 

柔道場 ４５０㎡ 柔道２面 

弓道場 ４６３㎡ 近的２８㎡×６人立 

トレーニング室 １７９㎡ ランニングマシーン他１４種３７台 

会議室 １１４.３㎡ 

観覧席 ２７９㎡ 固定席約５００席 

３ 千歳市開基記念総合武道館 

（１）施設の概要 

所 在 地  千歳市あずさ１丁目３番１号  電話０１２３-２２‐２１００ 

開  設  平成５年６月１日 

構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄骨 地上２階 

敷地面積   ２８,０３７.４７ ㎡ 

建築面積    ６,５６７.２３ ㎡ 

延床面積    ７,２９８.６４ ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）沿 革 

千歳市開基記念事業として、この総合武道館の建設が決定された。 

平成５年３月１７日に完成し、同年６月１日から供用開始しました。 

平成１８年４月からは、民間による経営ノウハウを活用し、サービスの向上、経費削減や効率化を

目的に、指定管理者制度を導入しました。現在の指定管理者は公益財団法人千歳市体育協会で

す。 
 
（３）運営方針 

利用者が武道に親しみ、心身の健全な発達及び健康の増進の場として、気軽に利用できるよう

な施設運営に努めています。 
 
（４）利用案内、利用状況 

ア 開館時間 午前９:００～１２:００  午後１３:００～１７:００  夜間１８:００～２１:００ 

イ 休 館 日 毎週月曜日（第１は除く、祝日の場合は翌日）、毎月最終金曜日の午前、年末年始 

ウ 利用状況（平成２５年度） 

区 分 延利用者数(人) 

 

区 分 延利用者数(人) 

個

人 

アリーナ 

及び 

第２体育館 

当日券 
小中高 １２,５８４ 

団

体 

スポーツ ７３,７５１ 

一 般 １４,３４５ 会  議 ５,３７０ 

定期券 
小中高 ７,６４５ 小  計 ７９,１２１ 

一 般 １０,９３５  

 

 

 

 

 

 

   合計 １４３,７９８人 

小 計 ４５,５０９ 

トレーニング 

当日券 ８,１３５ 

定期券 ９,３６８ 

小 計 １７,５０３ 

その他 １,６６５ 

小 計 ６４,６７７ 
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４ その他の社会体育施設 

 
区

分 
施設名 所在地 

利用期間･時

間 
施設概要 

屋
内 

ふれあいセンター あずさ１丁目１番１３号 

通年９:００～２

１:００休館:月の

第２,４月曜、月

の最終金曜午

前、年末年始 

鉄骨造平屋建 １,０１４㎡ 

砂入り人工芝アリーナ 

ゲートボール２面、テニス１面 

ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル 

青空公園ゲートボール

場 
あずさ１丁目１１００番 ４月～１０月 ゲートボール６面 

陸

上 
青葉陸上競技場 真町１７６番地の１ ４月～１０月 全天候舗装、３種公認４００ｍトラック 

野 
 
 
 
 

球 

千歳市民球場 
泉沢８６８番地の２２（青

葉公園内） 

４月～１０月 

面積２５,０００㎡、両翼９５ｍ、センター１２

０ｍ、本塁～バックネット周１９ｍ 

青葉球場 
真町２１９６番地の１（青

葉公園内） 

面積２１,０００㎡、両翼９４.４ｍ、センター１

１１.３６９ｍ､本塁～バックネット周２０ｍ 

上長都公園野球場 上長都１０５１番地の１７ 
面積７,８６８㎡ 

両翼７０ｍ､センター８５ｍ 

若草公園野球場 若草５丁目４番地 面積２１,４７５㎡ 

青葉少年野球場 真町１７６番地の３ 面積６,８７０㎡、少年野球場１面 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

あずまソフトボール場 青葉２丁目５番地の２３ 

４月～１０月 

面積６,０９２㎡、ソフトボール場１面 

住吉ソフトボール場 住吉１丁目３番地 面積１８,０００㎡、ソフトボール場２面 

臨空公園ソフトボール

場 
泉沢１００７番地の５２ 面積８,２５０㎡、ソフトボール場２面 

ラ
ク
ビ
ー 

サ
ッ
カ
ー 

青葉公園ラグビー場 泉沢８６８番地の２３ 

４月～１０月 

面積１５,０００㎡、 

青葉公園サッカー場 泉沢８６８番地の２２ 面積２１,０００㎡ 

青空公園サッカー場 あずさ１丁目１０９６番地 面積９,８００㎡ 

臨空公園サッカー場 泉沢１００７番地の１１２ 面積１５,９１４㎡ 

広

場 

青葉多目的広場 真町１７６番地の３ 通年 面積８９４㎡ 

泉郷多目的広場 泉郷２８９番４ ４月～１０月 面積７,５４３㎡ 

青葉公園ピクニック広

場 
泉沢８６８番地の２３ ４月～１１月 面積３３,０００㎡ 

庭 
 
 
 

球 

青葉公園庭球場 真町２１９６番地の１ 

４月～１０月 

面積１１,５４３㎡､人工芝、硬式７面､軟式

５面 

すみよし 2号公園庭

球場 
住吉２丁目４番地 面積１,３８０㎡、クレイ２面 

末広東公園庭球場 末広３丁目２９番地 面積８００㎡、人工芝１面 

しゅくぷ公園庭球場 梅ヶ丘２丁目８番地の１ 面積３００㎡、人口芝１面 

つばさ公園庭球場 泉沢１００７番地の１２７ 
面積２,７３０㎡、人工芝４面（夜間照明２

面） 

上長都明星公園庭球

場 

上長都５番地の２ 

 
面積３００㎡、人工芝１面 

向陽台公園庭球場 文京３丁目４番地の１ 
面積２,７３０㎡、人工芝４面（夜間照明２

面） 

 



 

 １０６ 

 

区

分 
施設名 所在地 利用期間･時間 施設概要 

水
泳
プ
ー
ル 

青葉水泳プール 真町１７６番地の３ 

６月下旬～ 

９月上旬 

１０:００～１７:００ 

コンクリートＤＮシート張(上屋付) 

２５ｍ×１０.７ｍ、５コース 深度１.１ｍ～１.５ｍ 

北栄水泳プール 北栄１丁目１０番３号 
コンクリートＤＮシート張(上屋付) 

２５ｍ×１３ｍ、７コース 深度１.３ｍ～１.４ｍ 

日の出水泳プール 日の出２丁目３番６号 
コンクリートＤＮシート張(上屋付) 

２５ｍ×１３ｍ、７コース 深度 1.１ｍ～１.５ｍ 

末広水泳プール 富丘２丁目６番３号 
アルミ DNシート張(上屋付)  

２５ｍ×１３ｍ、７コース 深度１.１ｍ～１.４ｍ 

東水泳プール 東丘８２４番地の３０ 
アルミ(上屋付)  

２０ｍ×９ｍ、３コース 深度０.９ｍ～１.１ｍ 

北斗水泳プール 北斗５目１番１号 
アルミ DNシート張(上屋付) 

２４ｍ×１０.２ｍ、４コース 深度１.１ｍ～１.４ｍ 

向陽台水泳プール 若草５丁目３番地 
アルミ DNシート張(上屋付) 

２５ｍ×１０.２ｍ、４コース 深度１.１ｍ～１.４ｍ 

信濃水泳プール 信濃２丁目３４番１２号 
アルミ DNシート張(上屋付)  

２５ｍ×１０.２ｍ、４コース 深度１.１ｍ～１.４ｍ 

駒里水泳プール 駒里９４５番地 
ＦＲＰ(上屋付)  

２５ｍ×７.８２ｍ、３コース 深度１.１ｍ～１.２ｍ 

北陽水泳プール 北陽３丁目９番１号 
ＦＲＰ(上屋付)  

２５ｍ×１０.２ｍ、４コース 深度１.１ｍ～１.４ｍ 

ス
ケ
ー
ト 

青空公園スケート場 あずさ１丁目１０９６番地 
１２月～２月 

９:００～２０:００ 

面積８,６２８㎡、１周４００ｍ公認、夜間照

明付、夏期ローラースケート場 

日の出スケートリンク 日の出小学校 

１月～２月 

８:３０～１６:００ 

１周約２００ｍ 

祝梅スケートリンク 祝梅小学校 

高台スケートリンク 高台小学校 

向陽台スケートリンク 向陽台小学校 

信濃スケートリンク 信濃小学校 

桜木スケートリンク 桜木小学校 

北栄スケートリンク 北栄小学校 

千歳スケートリンク 千歳小学校 

緑スケートリンク 緑小学校 

北陽スケートリンク 北陽小学校 

千歳第二スケートリンク 千歳第二小学校 

泉沢スケートリンク 泉沢小学校 

支笏湖スケートリンク 支笏湖小学校 １周約１４０ｍ 

ス
キ
ー 

千歳市市民スキー場 泉沢１０１７番地の７ 

１２月～３月 

９:００～１７:００ 

ナイター期間中 

９:００～２１:００ 

面積５２,０００㎡、管理棟１７５㎡、 

標高差４８ｍ、最大斜度２７度、 

降滑長２５０ｍ 

キャリーエース１基 

歩くスキーコース 青葉公園 １２月～３月 

歩くスキークラシカルコース３.２km、フリー

スタイルコース７.２km、冬期間のウォーキ

ングコース３.２km 
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